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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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……往おう古こ来らい今こん之これ宙ちゆうと謂いい、四し方ほう上下之宇うと謂う




（過か去こと未み来らい、これを宙といい、四方と上下、これ宇という）




『淮え南なん子じ』









　　　第一章　天空







　　　　１




　迷めい穀こくの樹きにさいた小さな花が、部屋をほのかな光で満たしていた。青せい磁じの鉢はちに植えられた、楮こうぞに似た黒い矮わい樹じゆが燭しよく台だいのかわりだった。ゆらめきながら光るその花か弁べんはあわい花か香こうをはなっている。春の野原一面にさいた菫すみれのように心安らぐ香かおりだったが、それを楽しむ者はここにはいない。

　数人の男が円えん卓たくを囲んでいる。

　だれも声を発しようとはしない。目をふせ、腕うでをくみ、脚あしをしきりにゆする。彼らの表情には一いち様ように、動どう揺ようと焦しよう燥そうが浮うかんでいた。

　ただ、暗黒の氷ひよう原げんにもいつかは陽ひの光がさし込んでくる。それを待ち望のぞんでいるかのようだ。

　最後の希望の光。

　それが彼女であったのかもしれない。

　彼女……九きゆう天てん玄げん女じよはうすく笑った。

　それは冷れい笑しようのたぐいだ。この部屋にまねき入れられたとき彼女が一身に受けたのは、一いち縷るの望みにすがりつく視し線せんだった。

　豪ごう奢しやともおもえる部屋だったが、じつのところ、調ちよう度どが嫌いやみにならないように計算して配はい置ちされていた。その部屋の主人の好みなのだろう。壮そう麗れいさは感じるが華か美びではなかった。黄金の垂たれ幕まくはよく見ると黄おう土ど色いろにそめた錦きん繡しゆうだったし、飾かざられている宝ほう玉ぎよくも、主張しすぎない程度に各所にひっそりとちりばめられている。

　円卓に座すわっているのは五名。そのほか十名あまりが彼らの背はい後ごにたたずんでいる。ただ、みな悄しよう然ぜんとしてうつむいていた。

　甲かつ冑ちゆう姿の者。

　道どう袍ほうをまとった者。

　官かん服ぷくの者。

　装よそおいはさまざまだが、みな身分はいやしくはない。文武の高官といった雰ふん囲い気きだ。ずいぶんと前から彼らは彼女が来るのを待っていたようだ。

「……遠えん路ろよう来られた、玄女娘ニヤン娘ニヤン」

　卓の中央……上かみ座ざの男が彼女をねぎらった。

　竜りゆうの図ず案あんが刺し繡しゆうされた黄こう袍ほうをまとった男だった。頭とう髪はつと髭ひげはなかば白い条じようがまざり、肌はだは老おいて水分を失うしなっている。しかし眼がん光こうには力が残っていた。威い光こうとよぶべきなのだろう。それは彼女にも畏い敬けいの念ねんを感じさせた。

「おひさしゅうございます。玉ぎよつ皇こう爺や爺や」

　九天は拱こう手しゆの礼れい……胸の前で両りよう腕うでを組み合わせ、頭を深くさげる。最さい上じようの敬けい意いをはらった礼だ。

　その老人を、玉皇上じよう帝ていといった。

　人間のすむ人じん界かい。

　そして神しん仙せんのすむ天てん界かい。

　そのうち天界を統すべる最高神がこの老人だった。

　彼にうながされ、九天は空あいている席に座る。繊せん細さいな象ぞう牙げ細ざい工くをおもわせるような細い指先で腰こしの佩はい剣けんを外はずすと、後こう背はいにつきしたがう侍じ女じよにそれを渡わたした。

　優ゆう雅がな身のこなし。

　長身だが均きん整せいのとれた身体からだにまとった紫し衫さんとともに艶つやのある長ちよう髪はつがひるがえる。すると陪ばい臣しんたちの間から誰だれともなく羨せん望ぼうのため息いきがもれた。

　彼女は苦く笑しようした。こんな時に女に見とれている場合か、とでも言いたげに。

「……玄女娘娘、状じよう況きようは聞いておられるか？」

　さすがに玉皇には、そんなうわついた気持ちはないようだった。彼女が席に落ちつくのを待って、たずねてくる。

「いえ、まだくわしくは」

　返答する彼女の声にかすかに冷気が帯おびた。

　心ここにあらずといった陪臣たちの様子から、おおよその状況は察さつすることができた。動どう揺ようをみじんもあらわさない玉皇上帝ひとりは別だが、彼にしても内心はどうだかわからない。

　それでも重じゆう厚こうな人物にかわりはない。でなければ、千年余の長きにわたって広こう大だい無む辺へんの天界を統とう治ちできるはずがない。その間たいした争いごともなく天界を安あん寧ねいにみちびいてきたのは、この老人の手しゆ腕わんがすぐれているからにほかならない。

　だが今、その自じ負ふをゆるがせる事じ態たいが起きているのも確かだった。

　叛はん乱らんだ。

　ひとことに天界といっても、そこには幾いく多たの神、仙せん人にん、神しん獣じゆう、あるいは妖よう魔ま、魔ま獣じゆうがすみついている。大半は玉皇の権けん威いをみとめて平へい穏おんに暮くらしているのだが、辺へん境きようの地にはあらそいを好このみ災さい厄やくを糧かてとする者も少なくない。彼らは時に擾じよう乱らんし、天の支配者天てん廷ていに牙きばをむく。

　最初にあがった烽ほう火かはごく小さなものだった。

　兵へい乱らん……その一報を知った天廷はすぐに招しよう討とう軍ぐん五千の部隊を派は遣けんすることにした。大軍ではないが、叛した部隊も千に満みたない少数であったのでそれで十分、と考えたのだろう。すぐに鎮ちん圧あつされて勝利の報ほう告こくが届とどけられるはずだ……と。

　だが吉きつ報ぽうは返ってこない。それどころか派遣軍は突とつ如じよ消しよう息そくを絶たった。戦地から遠く離はなれた天廷からでは戦せん況きようすらつかめない。

　しかし、天廷にもまだ余よ裕ゆうはあった。

　……どうやら手て間まどっているようだな。

　……叛はん徒とどもも、なかなかやるではないか。

　……すぐに鎮圧してしまったのではおもしろくない。わしらにも武ぶ勲くんをたてる機き会かいをまわしてもらわねばの。以前の叛乱はすぐに潰つぶれおったしな。

　軍内部の空気が弛し緩かんしていたと言わざるをえない。確かに地方部隊の叛乱はとくに珍めずらしいものではなかったが、彼らは情報収集さえ怠おこたっていたのだ。だが一応は増ぞう援えん部ぶ隊たいを派遣することにした。数は前回と同じ五千。そして、はるばる遠えん征せいしていった彼らの前にあらわれたのは、敗はい亡ぼう寸すん前ぜん、息いき絶たえ絶だえの兵士……ではなかった。

　十万の大軍。緒しよ戦せんで五千の招討軍を破やぶり、気き勢せいをあげる叛軍だった。挙きよ兵へい当初は千にも満みたなかったはずが、ここまで増えている。

　勝負になるはずがない。劣れつ勢せいをさとって退たい却きやくする天廷軍に、叛軍は四方から襲おそいかかった。鏖おう殺さつと呼ぶにふさわしいその戦いは一いつ刻こくもたたないうちに終しゆう結けつし、天廷軍はふたたび敗れた。

　その事実を叩たたきつけられ、天廷軍首しゆ脳のうも事態の重さを知った。叛軍が容よう易いならざる敵であり、その首しゆ将しようは「炎えん帝てい」を僭せん称しようして玉皇上帝の住まう天てん宮きゆうにむけて進軍しつつあるということを。

　この状じよう況きようをようやく玉皇上帝本人も知ることになり、激げき怒どした。怠たい惰だで無む能のうな天将たちを更こう迭てつして軍を再さい編へんすると、すぐさま五十万の天てん廷てい軍ぐん主力に出兵を命じた。

　すばやい判断。これ以上被ひ害がいが拡かく大だいする前に全力をもって叛軍をたたきつぶす。兵法の理りにもかなっており、判断に迷いも躊ちゆう躇ちよもない。

　天廷軍五十万対叛軍十万。五倍の兵力差。だがそれが逆に天廷軍から緊きん張ちよう感かんを奪うばったのかもしれなかった。行こう軍ぐんはにぶく、軍ぐん令れいは末まつ端たんまでいきわたらない。対して叛軍は背はい水すいの陣じんで挑いどんでくる。三方に布ふ陣じんした部隊が俊しゆん敏びんな連れん携けいをとって強きよう烈れつな殴おう打だを天廷軍にあたえる。支えきれなくなった天廷軍は一時退却するが、その先々で伏ふく兵へいに追おい討うちをかけられ、ついには大敗した。天宮に帰き還かんしえた者は十にひとり。事実上、天廷軍はこの一戦で壊かい滅めつしてしまったのだ。

　その報告に玉皇は怒いかることすらできなかった。といって叛はん軍ぐんをふせぐ有ゆう効こうな手だてもあまり残されてはいない。せいぜい天廷の友ゆう邦ほうに檄げきをとばし、援えん軍ぐんを求めることぐらいだ。

　九天玄女もその檄に応じて駆かけつけたひとり、ということになる。

　彼女に対し、玉皇は感謝の言葉とともに、額ひたいを卓たくにぶつけそうなほど深々と頭をさげた。

「崑こん崙ろんの王おう母ぼ娘ニヤン娘ニヤンには後日あらためてお礼申そう。だが実のところ一いつ刻こくの猶ゆう予よもないのだ。到とう着ちやく早々もうしわけないが、玄女娘娘には叛軍と戦ってもらわねばならぬ」

「かまいませぬ。そのつもりでしたから」

　お礼も何も、この戦いで勝利しないことには意味がない。彼女は気き負おうことなく答えた。

　彼女の所属するのは崑崙。玉皇の友邦のうちでも有力な勢力のひとつとされている。

　崑崙の長おさは西せい王おう母ぼという女め神がみだが、彼女の格かく式しきは玉皇上帝にも匹ひつ敵てきするだろう。天界にあまたいる女じよ仙せん、その長であるからだ。普ふ段だん西王母は玉皇の治ち政せいに口出しすることなく、臣下たちとともに辺境の地でひっそりと暮らしているのだが、ひとたび天界の危き機きともなると助力をおしまない。今回のことでも、救きゆう援えん要よう請せいをうけた西王母はすぐさま手勢を天宮に送り出した。それをひきいるのが九天玄女であり、西王母の代理だ。彼女もまた天廷から一いち目もく置かれる人物だった。

　雪せつ原げんのような頰ほお。氷の眼光。腑ふに落ちない事があるのか、彼女はそれらをゆらめかせて玉皇にたずねた。

「……いかにこちら側が愚ぐを重かさねたとはいえ、叛軍の手並みはなかなかのもの。その炎帝とやらは何者なのです。神しん仙せんか妖よう魔まかは存ぞんじませぬが」

　意識して放はなったわけではなかったが、言葉が氷の槍やりとなって天てん廷ていの諸将に突つき刺ささった。彼らは屈くつ辱じよくとうけとって顔を赤らめるが、何も言い返せない。

　炎帝の称しよう号ごうは、もともと天帝の地位にあった炎帝神しん農のう氏しに由ゆ来らいする。太たい古こ、天界にはふたりの天帝が存在していた。彼と、中ちゆう華か民みん族ぞくの祖そとされる黄こう帝ていだ。ふたりとも強大な力をもち、それぞれ分ぶん担たんして天界人界を治おさめていたのだが、やがて軋あつ轢れきが生しようじることになる。慈じ悲ひと思し慮りよともに深い炎帝神農氏は破は局きよくを避さけるため、みずから飄ひよう然ぜんと天界から去った。その後、黄帝の流れをくむ歴代天帝が天界を統とう治ちしてきたのだが、それに反対する野心家はことごとく炎帝の名をもちだしている。炎帝とは、反主しゆ流りゆう派は最高の称号ともいえた。

　九天の問いに、玉皇は軽くうなずくだけだった。

「それはじきに分かるだろう。そなたも知っておる者だと思うが……」

「知っている？　私が、でございますか？」

　それが誰か、とはたずねなかった。玉皇が明めん言げんを避さけたのは、何か言いにくい事情があるに違ちがいないのだろうが。

　玉皇は背後をふり向き、ひとりの男を呼び寄せていた。

　その男は臣下の最さい奥おうの列から進み出て、九天に軽く一礼する。

「金きん童どうと申します。お見知りおきを」

　若い男だった。

　といっても、不ふ老ろう不ふ死しの神しん仙せんに実じつ年ねん齢れいなど意味がない。容よう貌ぼうが若いのだ。この男は二十代後半といったところで、見た目の年齢は九天玄女とそれほど変わらない。

　顔かたちは悪くない。むしろ秀しゆう麗れいな部類に入るだろう。瘦そう身しんであごがとがり、鼻はなや唇くちびるも女の気を引きそうなほど整ととのっている。

　唯ゆい一いつ欠点があるとすれば……眼め。

　眼光が異い様ように鋭するどいのだ。

　その眼光に浮うかぶのは、鋭えい気き、野や心しん、狡こう猾かつ、酷こく薄はく……。

　つり上がった獣けもののような眼は、得え体たいのしれない不ふ快かいさを誘さそう。もっとも、そのような眼光に怖おじ気けづく九天でもなかったが。

　金童は円えん卓たくいっぱいに地図を広げていた。天宮とその周辺の地形図だ。

「……現在のところ、叛はん軍ぐんは天宮の西、水すい晶しよう原げんに布ふ陣じんしております」

　男の声は無む機き質しつで、九天の言葉の冷たさとは、また異い質しつだった。

　九天は地図にも目をくれない。このあたりの地形はすべて頭に入れてある。かわりに愛あい想そなく男にたずねた。

「叛軍の数は？」

「八十万」

「我わが方は？」

「天てん廷ていの軍が二十万。諸しよ侯こうの軍が二十万」

　返答してくる金童の声もそっけない。彼に向けたするどく冷ややかな眼まな差ざしを九天はさらに細めた。

　叛軍の数が八十万にまでふくれ上がっているのは、辺へん境きよう諸しよ侯こうがなだれをうって天廷から叛軍側に傾かたむいたからだろう。だが彼らは基本的に日和ひより見み主しゆ義ぎだ。形けい勢せいの良さそうな側へとつく。そういった意味では、天廷軍に参加した諸侯は玉皇と運命をともにしようという骨ほねのある連れん中ちゆうだった。数の差が問題ではない。危険なのは、炎帝とともに立ち上がった中ちゆう核かく部隊だ。

　九天は瞳ひとみを閉とじて、頭ず脳のうの中の地図の上で戦せん略りやくを練ねり、数すう瞬しゆんのうちに何通りかの案あんを導みちびき出していた。だがそれを言葉にする前に、金童にたずねた。

「……それで、参さん軍ぐん殿どのはこの敵にどう立ち向かわれるおつもりか？」

　試ためすような口調。この金童は身分こそ低い仙せん人にんのようだが、玉皇の信しん任にんを受けているようでもあるし、下へ手たな策さくは提てい示じしないだろう。だが、まずそれを聞いておきたかった。

　感情が欠落したような表情で金童は沈ちん黙もくした。だが、敗戦の責任を問われて発言権のない諸将とは違ちがい、彼の場合、自じ負ふに満ちた沈黙のように思われた。九天の挑ちよう戦せんを真っ向から受ける傲ごう然ぜんとした自負だ。

　ふいに、彼の袖そでがひるがえった。

　手中から小さな駒こまが飛ひ散さんする。赤と黄色に色分けされた無む数すうの宝玉の駒……それが地図上に散ちらばる。黄色の駒は天宮付近に集結し、赤い駒はそれを遠巻きに包ほう囲いしている。

　黄色が天廷軍、赤が炎帝……叛はん軍ぐんだ。

「叛軍は三方から進軍してくるものと予よ想そうされます。左右両りよう翼よくに三十万ずつ。中ちゆう軍ぐんに二十万」

　金童が軽く指を鳴らすと、天廷軍の駒がひとりでに動きはじめて陣じん形けいをなす。

　叛軍左さ翼よくの前に、二十万。

　叛軍右う翼よくの前に、二十万。

　叛軍中軍の前に……駒はない。

　そこに備えるべき軍勢は一いつ兵ぺいも残ってはいなかった。これでは両翼を防ふせぐことはできても、中軍によって天宮を直ちよく撃げきされてしまうだろう。妙みような陣形だった。

　だが九天は怒おこりも笑いもしない。わずかに柳りゆう眉びをひそめるだけだ。それを前もって予想していたわけではなかったが、すぐにその陣形の意い図とをさとっていた。

　金童の手中にはまだ駒がひとつ残されている。

　紫むらさきの駒。それを地図に置いた。

　二十万の敵にたちふさがる。たったひとつの駒。

「……なるほど」

　感心してつぶやいたのではない。

　この方面の敵は中ちゆう核かく……すなわち最さい精せい鋭えい部隊だろう。炎帝の起き兵へい以い来らいつきしたがい、五十万の天てん廷てい軍ぐんを屠ほふった直ちよく属ぞく部隊。それを九天玄女ひきいる崑崙軍で迎むかえ撃うて。そう告つげているのだ。

　彼女の指が律りつ動どう的てきに跳はね、卓たくのうえで軽く踊おどる。

「期待していただいている……と受け取ってよいのか？」

　酸さん味みをきかせて笑う。だが金童はまったく無む視しして、さらに告げた。

「この二十万は炎帝みずから指揮する部隊。崑崙軍にはこの敵にあたっていただきたい」

　予想通りの答え。

「それは構かまわぬ。だが、そもそもおぬしはこの戦いの目標を奈な辺へんに置いているのだ。叛はん軍ぐんを防ふせぎきって良しとするのか、それとも……」

「無む論ろん……」

　彼女の言葉をさえぎってくる。みずから主しゆ導どう権けんをにぎらなければ気のすまない男なのだろう。

「無論、この戦いで叛軍を撃げき滅めついたしたいと存じます。……まず、天廷軍と諸しよ侯こうの兵で叛軍左右両翼をひきつけ、さらに崑崙軍で中軍をひきつけていただく。その間に、玄女娘ニヤン娘ニヤンにはやっていただきたいことがあります」

　それが何か……聞かなくてもわかる。

「炎帝を、討うち取れと？」

「はい」

　たいしたことでもないかのように金童はうなずく。彼の瞳どう孔こうがわずかに収しゆう縮しゆくしたように見えた。それは獲え物ものをねらう豹ひようか狼おおかみの眼めを連れん想そうさせる。

「玄女娘娘には炎帝を討ち取っていただきたい。叛軍は多た勢ぜいといえども、しょせんは烏う合ごうの衆しゆう。炎帝羿げいさえ死しねば、その勢力は霧む散さんいたしましょう」

「待て」

　その声が、一いつ瞬しゆんふるえた。

「炎帝とは……あの羿なのか」

「さようでございます」

　その名を聞いただけで九天は沈ちん黙もくした。拳こぶしをかたちのよい唇くちびるに当ててかみ、わずかの間……ほんの数秒だが、思し考こうに沈しずんだ。

　そして、喉のどだけをふるわせて訊きいた。

「……なるほど、あの男であればこれほどのことはやってのけよう……いや、あやつは叛乱など起こすような男ではない。最低限の節せつ度どはわきまえているはずだ。なにかの間ま違ちがいではないのか？」

「いえ、確かでございます」

　にわかに熱ねつを帯びた九天の視し線せんと、真しん空くうの刃やいばのような金童の視線が、卓たくをはさんで衝しよう突とつした。

　金童の言葉にも力が入っていた。強ごう引いんに了りよう承しようさせようとするかのように。

「玄女娘娘には羿を討ち取っていただく。かの者に対たい抗こうできるのは『星せい剣けん』玄女娘娘をおいてほかにおりませぬゆえ」

「……それは過か分ぶんな期き待たいというべきだ。おぬしも知らぬはずがなかろう。あやつの驍ぎよう勇ゆうのほどを。私ごときでは相手にならぬ」

　謙けん遜そんではなく、本心だった。奥おく歯ばがこすれ、怒いかりを多た分ぶんに含ふくんだいらだちが漏もれだす。

「いえ、それは逆でございましょう。羿こそあなたを斃たおすことはできませぬ。それは玄女娘娘……あなたが一番おわかりのはず」

　平然とした言葉だったが、彼女には嘲ちよう笑しようのように聞こえた。彼に悪あく意いがあるのかは知らないが、それは古ふる傷きずを深くえぐるような口調だった。

「それに良い機会ではありませぬか？　玄女娘娘は、前々から羿を殺ころしたいとお思いだったのでは？　あの一件以来……」

「もうよい！」

　怒ど気きが部屋の空気をふるわせた。いや、実じつ際さいに置おき物ものの宝玉などが揺ゆれたかもしれない。気の小さな者なら卒そつ倒とうしかけただろう。だが金童の表情は無む表ひよう情じように沈しずみ、どう感じたのかわからなかった。

「……玄女娘ニヤン娘ニヤン」

　ようやく玉皇上帝が重苦しい雰ふん囲い気きを救すくってくれた。

「この金童もそなたの事情は心得ておるのだ。それに決けつ断だんをくだしたのは、この私だ。金童を悪く思わんでくれぬか。……だが、これも天界の安あん寧ねいのため。無理強じいできぬことは承しよう知ちしておるが、引き受けてはくれぬか」

　歳としを感じさせる疲つかれた声だった。彼としても、このような策さくをとりたくはないのだろうが、他ほかにすべてが丸くおさまるような上策などない。

　九天も、金童がわざと彼女を怒おこらせるような言葉を吐はいていることに気づいていた。そうして引き下がれないように仕し向むけられた。

（信用されていないのか？）

　玉皇はともかく、金童という男に対しては、腹はらの底からの嫌けん悪おを感じた。

　だが、どのみち拒きよ否ひすることなど最初からできない。彼女は崑崙の臣下であり、玉皇の命令は西王母の命令の次に重いものだった。

「私も西王母に仕つかえる身。大たい義ぎは心得ているつもりでございます。羿を殺せというのであれば。微び力りよくをつくしましょう」

　それはほとんど自分に言いきかせる言葉だった。すでに彼女の表情には、最初の落ち着きがもどっている。

「……ですが、あやつも兵をあげなければならなかった理由があってのことではありませぬか？　話しあって和わ解かいすることはできぬのでございますか？」

「理由など知らぬ。だが羿も炎帝を名乗った以上、あとには引かぬつもりであろう。少なくとも、こちらから話しあいをもちかけるつもりはない」

　その答えに失しつ望ぼうはしていない。予想した答えであり、それ以上の期待はしていなかった。

　炎帝を名乗るということは、それだけ大それたことなのだ。もはや、炎帝羿が消えるか、玉皇が消えるか……そのどちらかだ。

　もう作戦を煮につめることはない。九天は無む言ごんで立ちあがり、一礼して玉皇の前から辞す。不ふ快かいさをふりはらうように足早に部屋を出ようとするが、ふいにその足が止まった。

「……玉ぎよく女じよ、なにをしておるのだ。早くついて来ぬか」

　後背で、九天の侍じ女じよが立ちつくしているままだったのだ。九天と金童の陰いん険けんな応おう酬しゆうに彼女も気け圧おされたのだろうか。

　春しゆん雷らいの響ひびきのある声に、侍女はうつむき、無言で九天に従った。







（……私し情じようなどない）

（……この一戦には、天てん廷ていのみならず崑崙の命めい運うんもかかっているのだ）

（……羿を、斃たおす）

　おなじことを脳のう裏りで反はん芻すうしていた。

　迷まよっている時間はない。

　迷ったまま戦いにのぞめば、待っているのは最さい悪あくの結果だけ。そのことは十分に理解している。それは九天としても一番望まない結果なのだから。

　彼女の麾き下か……崑崙軍の兵士たちはすでに城じよう壁へきの上に結けつ集しゆうしていた。

　みな、うらわかい女じよ仙せん。

　あでやかな袍ほうの上にうすく機き能のう的てきな胸きよう甲こうを着つけている。それぞれの手には長ちよう槍そうがあり、鋭するどい穂ほ先さきを空に向けて姿し勢せい良よく整せい列れつしている。だれも声を発はつせず、身動きひとつしない。

　数は……千。

　これが崑崙の現有戦力。これだけで叛はん軍ぐん主力二十万を迎むかえ撃うてという。

　狂きよう気きにひとしい。

　だが一方で、金童の策の正しさを認みとめないわけにはいかなかった。叛軍の大だい多た数すうは日和ひより見み……利にはありつくが、死し力りよくをつくして戦おうとは思わないだろう。左右両りよう翼よくの敵兵は天廷軍と諸しよ侯こうの兵で十分防ふせぐことはできる。兵力をやたらと分ぶん散さんさせないだけ上出来といえた。

　それに精強な中軍二十万も崑崙のこれだけの手て勢ぜいで対たい応おうすることはできる。

　九天玄女は天界人界における戦せん神しんであり、英えい雄ゆうの守しゆ護ご神しん。

　その彼女が鍛きたえ上げてきた戦士たち。死を恐おそれる者はここにはいない。

　だが、彼女たちを道具や駒こまのように思ってはいなかった。みな、大事な教え子だ。ここまでついて来てくれた彼女たちに、九天は心しん底そこ感謝する。

「この戦い……」

　言いかけて、ふいにほほ笑えむ。

　先ほどまでの華か麗れいで陰いん気きな牢ろう獄ごくでの冷れい笑しようとはちがう、心からの澄すんだ笑みだった。

「……いや、戦いなどではない。馬ば鹿かげた争いというべきであろうな。このようなことで、そなたたちが死ぬことはない。みな、生きて崑崙に還かえることだけを心がけよ。炎帝……羿は、そなたたちのかなう相手ではない。あやつに手を出してはならぬ。功こうをあせってはならぬ。死に急いではならぬ。よいな！」

「はい！　玄女娘ニヤン娘ニヤン！」

　彼女たちが唱しよう和わすると、美しい響ひびきとなる。九天はかるくうなずき、かたわらの侍じ女じよにも告げた。

「玉女。万が一、私が斃たおされたとしても仇かたきを取ろうなどと思うなよ。すぐにみなをまとめて崑崙に帰き還かんするのだ。戦いの最さ中なかであってもかまわぬ。崑崙に帰り、王母娘娘のご判はん断だんをあおげ。よいな」

「はい。玄女娘娘……」

　九天のことを想おもってか、彼女の澄んだ声こわ音ねにはわずかばかり憂ゆう慮りよがこめられていた。それを打ち消してやるために笑ってみせる。

　九天はふり返り、城じよう壁へきのはるかかなたを一いち望ぼうした。

　大だい平へい原げんの先にはかすんだ天てん空くうが続いていた。空に雲くもはないが、白い靄もやのような大気が虚こ空くう全体を覆おおっていた。しかし、空の端はしから次し第だいに鉄てつ灰かい色しよくの瘴しよう気きが侵しん食しよくするようににじんでくる。

　決戦が迫せまっている。

　ふと彼女は苦く笑しようし、自分だけにつぶやいていた。

「……緑りよく雨うを連つれてこなくてよかった。あいつ、私の力になろうとかならず羿に挑いどむであろうから。あの子は死んではならない。死ぬのは……私ひとりでかまわない」




　　　　２




　灰色の靄に塗ぬりつぶされてゆく空を少女も見上げていた。

　辺あたりは静まり返っているが、大地も戦いが近いとさとっているに違ちがいない。野のを駆かける野や獣じゆうも、空を舞まう鳥も、そこには姿をみせていない。本ほん能のう的てきにどこかへ避ひ難なんしたのだろう。

　風すらない。

　空気は次し第だいに冷えはじめていた。衣い服ふくを素す通どおりした寒さむ気けが肌はだに突つき刺ささった。

　だが、それによって体内からあふれだす熱ねつ気きが冷さまされることはない。寒気と熱気が肌でふれあい、ここちよい刺し激げきにかわってゆく。それをひとり楽しんでいた。

　彼女は断だん崖がいの頂ちよう上じように立ち、足元からはるか先にまで広がる平原を遠望していた。

　碧みどりの袍ほうと白い裙くん。そのいでたちに、背中には長ちよう剣けん。

　大地を両足でふみつけ、のけぞり返るほどに背中を伸のばしていた。肌が上じよう気きするのと同どう様よう、碧がかった瞳ひとみは興奮でかがやいている。

「……もうすぐね。天界の行く末すえを左右するっていう一大決けつ戦せんがはじまるのは」

　気持ちが高ぶっているのか、なにか話してないと落ち着かないようだ。かたわらの同行者にもうわついた口く調ちようでしゃべりまくっていた。

「ねえ、虹こう。すごいと思わない？　こんな大きな出で来き事ごと、それこそ数百年に一度あるかないか。それを、こんな間ま近ぢかで体験できるなんて！」

「……のんきというか……なんというか」

　気のぬけたつぶやき声が返ってくる。

「緑雨……おめえ、つくづく阿あ呆ほうだよな」

　緑雨。

　それが少女の名前だった。

　いきなり水をさされて、彼女はむっとしてふり返っていた。そして同行者を見やる。

　そこには竜りゆうが寝ねそべっていた。

　正しくは、竜に似にた生き物というべきだろう。小こ柄がらな緑雨とくらべても、身みの丈たけはそれほど変わらない。竜につき物の鱗うろこや長い髭ひげはみあたらず、光こう沢たくのある表ひよう皮ひが陽よう光こうを受けて青白くかがやいている。小型の変へん種しゆ竜りゆうだった。

　彼は、身体からだと尻尾しつぽをまるめて横たわり、眠ねむたげな視線で緑雨を見つめている。

「おめえな、勘かん違ちがいしてるだろ。これから始まるのは戦争なんだろ？　おめえが崑こん崙ろんでいつもやってる戦争もどきのお遊びとはわけが違うとおもうけどな。わかってんのか？」
















「遊びじゃなくて、仙せん術じゆつの修しゆう練れん」

　冷たい言いい様ように、緑雨もあごをつきあげて言い返す。

「第一、日ひ々び血ちのにじむような特とつ訓くんを重ねてきたのは何のためだと思ってんのよ。まさに！　こんな日のためでしょ！」

「血のにじむような特訓かどうかは知らねえけど。だがな、九天の奴やつになんて言われてたよ。まさか忘わすれたわけじゃねえよな？」

「え……それは……えっと」

　九天玄女……その名前を持ち出されると、緑雨は急にうろたえはじめた。

「『おまえは崑崙でおとなしく留る守す番ばんしてろ』って、確かそう命令されてたはずだよな？　要ようするに、おめえは役立たずで足手まといってことじゃねえか。なあ、へぼ仙人様よ」

「へぼ!?　だれがよ！」

　緑雨の右みぎ腕うでがとっさにひるがえり、虹の頭をはたこうとした。だが虹に余よ裕ゆうでかわされたあげく、小こ馬ば鹿かにしたような顔を見せつけられる始し末まつ。

「……たしかに」

　憤ふんまんやるかたなく、緑雨は虹をにらみつけて拳こぶしをにぎりしめた。

「たしかに九天姉さまからは、崑崙で待たい機きしてろって命令されてたけど、それはあたし以外の地ち仙せんも同じこと。ことさらあたしが戦力にならないってことじゃないわ。それに、今度の戦いは崑崙にとっても大事な戦いだってことだし、だからこそ九天姉さまみずから天宮にまで出向いたのよ。そんな時に、崑崙でのんびりお昼ひる寝ねしてるわけにはいかないの。わかった？」

「昼寝してろなんて、だれも言ってねえだろうがよ」

「もののたとえよ」

　何か言うたび冷ややかな横よこ槍やりを入れてくる虹に、緑雨は鼻はな白じろむ。だが力りき説せつはやめない。

「とにかく、九天姉さまの直じき弟で子しであるあたしが、この歴史的な戦いに参加しないことには話がはじまらないってことよ。それにね、命令を守るだけなら誰にもできるけど、それじゃいつまでたっても地仙から成長できない。それ以上の期待にこたえてみせるのが天てん仙せんへの昇しよう格かくの近ちか道みちなのよ。たとえばこの戦いで、ものすごい武ぶ勲くんをあげてみせるとかね」

「ものすごい武勲？　なんだそりゃ」

「それはね、敵の総そう大だい将しようである炎帝を捕とらえる……とか」

「そりゃすごいな」

「でしょ。あたしが炎帝を捕らえてサッソウと崑崙に戻もどるわけよ。……想そう像ぞうしてみて、九天姉さまのおどろいた顔を……『緑雨、よくやった。おまえにそれほどの力があるとは知らなかった。これで地仙は卒そつ業ぎようだな。天仙とはいかぬが霊れい仙せんに昇格させてやろう。これからは私の片腕として頑がん張ばってくれ』なんてね」

「そりゃ、よかったな。せいぜいがんばれよ。おれ、眠ねむいから寝る」

　たいして興きよう味みなさそうに、虹は空をのみこむほど、口をいっぱいに広げてあくびする。……阿あ呆ほうにつきあってられるか……そんなあからさまな態たい度どに、緑雨はいたく誇ほこりを傷きずつけられた。

　虹の背中をまたぎ、馬うま乗りになる。そして気持ちよく眠ろうとしていた虹の頭とう皮ひを引っぱり上げ、強きよう制せい開かい眼がんさせる。

「なんだよ！　うっとうしい奴やつだな」

「いい？　あの玉皇さまだって崑崙の仙術には一目置いてるっていうじゃない。崑崙の仙術は天てん上じよう無む敵てき天てん下か無む双そう。あたしはそれを完かん璧ぺきとはいえないまでも会え得とくしてるわけだし、できないはずないでしょ」

「会得？　普ふ通つう、完璧に使いこなせて会得って言わねえか？　一歩譲ゆずって、おめえのしょぼい仙術で何ができるんだよ。天上無敵天下無双だ？　おめえの場合、使いこなすのは無理、やっても無む駄だ」

「なによ！」

　虹の頭を鉄てつ拳けんで殴なぐろうとする……が、身動きできない相手を殴るのはいかがなものか。思い直して緑雨は虹の背中から飛とび退のき、不ふ敵てきに口くち元もとをゆがめる。

「ほんとにしょぼい仙術かどうか試ためしてやってもいいのよ、あんた相手に」

「はん。できるもんならやってみろよ、どアホ」

「こ、後こう悔かいするなら今のうちだからね！」

「やる前から後悔なんてするか、カス」

「ぬぬぬ……いわせておけば」

　これ以上暴ぼう言げんを許ゆるしておくわけにはいかなかった。彼のような神しん獣じゆうは本来仙人の下げ僕ぼくなのだ。今のうちに上下関係を知らしめておかなければ、この先どんどんつけ上がるだけ。

　緑雨は身み軽がるに跳ちよう躍やくして数歩さがると、半身に構かまえ、右みぎ腕うでを力強く突つき出した。

　掌てのひらを虹に向け、眼めを閉とじ、何事かつぶやく。

「……仙せん術じゆつの要よう訣けつは、まずおへそに力をこめ、体内の気をあつめる……だから」

　きゅるきゅるる……腹が胡こ弓きゆうよろしく鳴なり響ひびいた。

　よりによって……。身動きできず、彼女は恥はずかしげにうつむいて、顔を赤らめるばかりだった。

「すげえな！　この仙術さえあれば炎帝なんてこわくねえ。で、どんな時に使うんだ？」

「お……おなかがすいた時……」

「アホめ」

　さすがに何も言えなかった。実じつ力りよく差さを思い知らせるのは後のこととして、彼女は戦せん闘とう体たい勢せいをとき、虹の隣となりに座すわり込んだ。そして腰こしにさげた袋ふくろをとりだす。

「そういや、朝から何にも食べてなかったからね。お腹に力が入んないのも道どう理りか。今のうちに腹ごしらえして炎帝との戦いに備そなえなきゃ」

「……なんだか本当に不安になってきたけどよ。大だい丈じよう夫ぶか、おめえよ」

「心配ないって。まかせてよ」

「だめだな、こりゃ」

　とは言わなかったが、虹の嘆たん息そくまじりの鼻はな息いきに心しん情じようはすべて映うつし出されている。そんな様子の彼をしり目に、緑雨はというと、いたって楽しげに袋の中をまさぐっている。

　ところが……。

「しまった」

　突とつ然ぜんあわてふためいた。

「お弁べん当とう、忘れちゃった。せっかく早起きして作ってきたのに……」

「はあ？　どうしようもねえな、おめえ」

「……いや、忘れたの、あんたのぶん」

「なに？」

　虹の表ひよう情じようが一変した。仇きゆう敵てきにでも出会ったかのような目つき……本気の怒いかりに、緑雨はおもわず首をすくめていた。

「てめえ、どういう了りよう見けんだ！　よりによっておれの飯めし忘れるなんてよ！」

「……ごめん。あたしのぶん分けてあげるから、これで我が慢まんして」

　と言って袋の中からとり出したのは、小さな木の実みだった。「祝しゆく餘よ」といい、これひとつ食べるだけで数日は飢うえることがないという、すぐれものの携けい帯たい食しよくだ。

「こんな貧ひん相そうなもん食くってられるか！　肉にく食わせろ！　肉がねえなら、てめえ食ってやる！」

「痛いたたた！　やめてよ！」

　いきなり嚙かみついてきた虹の牙きばが、彼女の頭にめりこむ。鋭するどい痛みに耐たえきれず、やっとの思いで虹を引きはがした。ついでに彼の頭を渾こん身しんの力でぶんなぐる……が、おもいのほか力が入ってしまったようで、虹は半はん失しつ神しんしたあげく白しろ目めをむいていた。

「……なにすんのよ、せっかくの髪かみ形がたがみだれちゃう……あっ、ぎゃっ……ち……血があ！」

　てのひらにべっとりと血ち糊のりがついていた。おもわず緑雨は卒そつ倒とうしそうに……なっている場合ではない。これから叛はん軍ぐんと戦わなければならないのだ。虹とケンカしている場合でもない。

「ごめん。ちょっとやりすぎた」

　思い直して、ぐったりとしている虹を助け起こす。

「うるせえ。いまさら謝あやまってもおそいぜ。この暴ぼう力りよく女。貧相な胸むねしやがって」

「い……いや。あたしも悪かった。あんたがそんなに怒おこるのも無理ないと思うわ。……せっかくのお弁当忘れるなんて」

「殴なぐったことだろうがよ、謝るのは！」

　本当に頭にきたのか、虹は黙だまり込こんで顔をそむけている。一ひと言こともしゃべろうとはしなかった。

　さすがに、なにも弁べん解かいできない。

　気まずい空気。

　しかし、悪いのは自分だ。なにか謝っておかなければならないと思い、おもいきって声をかけてみる。

「……ね。虹」

　応おう答とうなし。

「九天姉さまたち、今ごろ天てん宮きゆうでごちそう食べてんのかな？」

「知るか。興味ねえ」

　根こん気き強く話しかけていると、ようやく言葉を返してくれた。

「そういや、飛ひ鼠そって、帰ってくるの遅おそいよね。どこまで偵てい察さつ行ったんだろ？」

「知るか。興味ねえ」

「そんな言い方って！」

　おもわず拳こぶしをふりあげようとしたが、それではまた振ふり出しだ。すんでのところで自じ制せいした。だが怒ってばかりでは事じ態たいは好こう転てんしない。たまには主人の度ど量りようってものをみせてやらねば……。

　作り笑え顔がおでやさしく命令……いや、頼たのむ。

「ねえ、飛鼠を探してきてよ。あの子どんくさいから道に迷ってるのかもしんないし」

「どんくさいのは、おめえも一いつ緒しよだろうが」

「そんなこといわないで、ね……おねがい」

「だいたい、なんでおれが行かなきゃならねえんだよ！　せっかく崑崙でのんびりしてたのに、おめえに無む理りやりひっぱり出されてよ。いい迷めい惑わくだ！　探しに行くなら、てめえひとりで行ってこい、コラッ！」

「う……」

「返事がきこえねえな？……ああ、なるほど。ひとりでは恐こわいってか。それじゃあ、しょうがねえな」

「こわ……こわいはずないでしょ！」

「さすがだな仙せん人にんさまよ。じゃあ、決まりだ」

　なりゆき上、しかたなく立ち上がる。とはいうものの、うらめしさは否いなめない。背を向けると同時に、ぽつりとつぶやいていた。

「……まったく。口くち先さきばっかりで何の役にもたたないんだから。崑崙に帰ってからお仕し置おきしなきゃね」

「口先だけの役立たずはてめえだろうが。さっさと行ってこい！　その間、おれはその辺で飯めしつかまえてるからな。がんばれよ、戦力外」

　耳ざとく聞いていた虹の罵ば声せいをさらにあびることになった。

　頰ほおをふくらませ、肩かたを怒いからせる緑雨の先には、深い針しん葉よう樹じゆの森が口をひろげていた。
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「だいたい、虹ってわがままなのよね」

「すこしぐらい、あたしの言うこときいてくれたっていいじゃない」

「あたしの本当の実力なんて知らないくせに」

「あたしはこんなに頑がん張ばってるのにさ」

「ああ、もう！　憎にくったらしいやつ！」

　閑かん散さんとした森の中に罵ば詈り雑ぞう言ごんだけがひびく。言いたりないのか、同じことを何度も繰くり返す。人を馬ば鹿かにしたような虹の顔、虹の態度、虹の言葉づかいを思い出すだけで腹がたつ！

「見てなさいよ。もし炎帝を捕とらえたら、あたしだって地仙なんかから一いち躍やく崑崙の英えい雄ゆうなんだから。その時になって機き嫌げんとろうたって、絶ぜつ対たいに許ゆるしてやんないんだから！」

　勝ちほこる自分と恥はずかしげにはいつくばる……といっても、最初からはいつくばっているが……虹の姿を想そう像ぞうしておもわず緑雨はにやりと笑った。

　炎帝を捕らえる……。

　とはいえ、肝かん心じんの炎帝がどのような人物なのかまるで想像がつかなかった。崑崙のうわさでは大だい蛇じやの化け物とか、牛ぎゆう頭とう人じん身しんの妖よう怪かいだとか、身のたけ数すう丈じようの大男だとか。全身素すっ裸ぱだかで毛が一本もなく、どてっ腹ぱらに眼めが七つもついている怪かい人じんだとか……。

「……気持ちわるう。……まあ、どっちにしても、虹より性せい格かくが悪そうってことはなさそうだけど」

　来きたるべき炎帝との決けつ戦せんを夢む想そうしてみる。

　敵……炎帝は巨きよ大だいな蛇へび。ちなみに顔は虹だ。

　炎帝の体たい軀くがくねり、鞭むちのような尾おが襲おそい来る。それを身軽にかわし、必ひつ殺さつの仙せん術じゆつを顔面にたたき込む。あわれ虹……いや、炎帝はズタズタのボロボロのコナゴナに。

　多少の傷きずは負おうかもしれない。だが苦く労ろうしたあとのほうが勝利の余よ韻いんに格かく別べつひたれるというものだ。苦く難なんを乗のり越こえての勝利……それもまた絵になる。

「よし！　絶ぜつ対たいにいける！」

　何度予想してみても勝ち。圧あつ勝しよう、快かい勝しよう、楽らく勝しよう、爆ばく勝しよう。すると妙みような自信がわいてきた。ひとしれずうすらわらいする彼女を見かけたら、虹などは相当に気き味み悪わるがっただろうが。

　いつの間にか、ずいぶんと森の奥おくまで入り込んできた。天に突つき刺ささるような高木にかこまれた森の中に光はほとんど差し込まず、湿しめった地面が足元から体たい温おんをうばってゆく。肌はだ寒ざむさに口をつぐむと、まわりの物音は一いつ切さい聞こえなくなった。

　ただ、枯かれ木きを踏ふむ音と心しん臓ぞうの鼓こ動どうが、妙にはっきりとひびいた。

　嫌いやな緊きん張ちよう感かん……。

（いや、ちがうな。これはきっと武む者しやぶるい）

　だが、この先に叛はん軍ぐんがいると思うとどうしても歩く速度がにぶってくる。身体からだがこわばっているのだ。自分を鼓こ舞ぶしようと、腹に気き合あいをたたき込む。

　そして。

「……ねえ、飛鼠、どこにいる？」

　と呼びかけてみる。声が消え入りそうなほどかすれているのは、怖おじ気けづいているからではなく、敵に見つからないための用よう心じんだ……と緑雨は自分にいいわけする。だが、そんな声の大きさではだれも反応してくれるはずがない。

　しかたなく、さらに奥へと踏み入る。

　その時。

　前方の低てい木ぼくの繁しげみが……ゆれた。

（……え？）

　わずかにゆれた程度。しかし風でゆれたのではない。ほかの木々はゆれていないからだ。だとすれば。

（……なにか、いる）

　野うさぎ？

　鹿しか？

　だが……もし叛軍の兵士だったら？

「……いや。これから炎帝と戦おうってのに、ひるんでどうすんのよ」

　粘ねばり気けのある苦いつばをのみこみ、背中の長ちよう剣けんをゆっくりと引き抜ぬいた。

　腰こしをひいて剣をかまえた。柄つかを握にぎりしめる両手に汗あせがにじんだ。腰がひけすぎていたが、そんな自じ覚かくはない。

「……動くな」

　気配を探さぐりながら一歩一歩進む。もしかしたら罠わなかもしれない。それはありえた。前に気をとられている隙すきに、左右から襲おそいかかられるかもしれない。いや、もしかしたら上空、あるいは地面の下かも……。

　繁みがまたゆれた。

　何かが、確実にいる。そいつも息いきを殺しているようだが、気け配はいまでは隠かくしきれていない。

「……動いたら……ばっさりいっちゃうからね」

　彼女にしてみれば精せいいっぱいの恫どう喝かつなのだが、迫はく力りよくはまるでない……。

　と、背後に気配！

「ぎゃ！」

　振ふり向こうとしたが遅おくれ、何者かがおしりにしがみついてきた。彼女は叫さけび、それをふりほどいて剣をたたきつけた。

「ぎゃ、やめて！」

　そいつも叫さけんだ。

　脳のう天てんを見事にかち割わる……その寸前、そいつはかろうじて一いつ刀とう両りよう断だんから逃のがれた。いや、しりもちをついて転ころんだのだ。

「あ……飛鼠」

「……妹メイ妹メイ」

　飛鼠というのは、背中に小さな翼つばさの生はえたネズミだ。だがネズミなのは頭だけで、身体からだはウサギという、妙みように中ちゆう途と半はん端ぱな奴やつでもある。図ずう体たいは小動物とは思えないほどでかく、豚ぶたほどはある。彼も虹と同じく天界にすむ生き物、神しん獣じゆうだ。

　緑雨が渾こん身しんの力をこめて振りおろした剣は、飛鼠の股こ間かんをかすめて地面に深ふか々ぶかと突つき刺ささっていた。

「……あんたか。いきなりおしりさわらないでよね。びっくりするじゃない」

「ごめんなさい、妹妹」

　いきなり斬きりつける緑雨こそ謝あやまるべきだ……と思ったかどうかはしらないが、飛鼠は申しわけなさそうに頭をさげるばかりだった。健けな気げなやつだ。

「で、妹妹、なんでこんなところにいるんです？」

「そりゃ、あんたの帰りが遅おそいから心配になって探しにきたんじゃない。虹がグズるもんだからさ、しかたなくあたしが迎むかえにきてあげたわけ」

「……しかたなく……って？」

「そんなことより、偵てい察さつどうだった？　やっぱり敵、いた？」

「うん。この先に」

　飛鼠の顔が神しん妙みようになり、何度もうなずいている。

「それで数は？」

「えっとですね……」

　飛鼠は左右六本の指ゆびを折おり、十……二十。だが、そんな調子ではいつまでたっても答えを聞けそうにない。

「ちょっと。見たまんま教えてくれたらいいの。敵の数は？　配はい置ちは？　装そう備びは？　炎帝はどんなやつだった？　強そうだった？」

「え……えっと」

　立て続けに問といただしたために、飛鼠は混こん乱らんをきたしたのか頭を抱かかえ込こんでいた。緑雨はあきれ気ぎ味みに嘆たん息そくする。

「もういいわ。偵察ってのは、だいたいでいいのよ。約何人とか。十人や二十人の誤ご差さなんて気にしてないから……で、叛はん軍ぐんの数は？　百人くらい？」

「う……うん。それくらいだった……かな」

　飛鼠はぎこちなくうなずいていた。何か言いたげに緑雨を見つめているが、彼女はそれには気づかず腕うで組ぐみし、自分の思考に沈しずんでいる。

「……予よ想そうよりすこし多いわね。でもそいつらに見つからずに炎帝のところまでたどりつければ何とかなりそう。……よし！」

　気き合あいがこもる。

「よし、って？」

　嫌いやな予感がしたのか、飛鼠は黒くろ々ぐろとした瞳ひとみをうるませていた。その鼻はな先さきに緑雨は人ひと差さし指をおしつけた。

「決まってるじゃない。これから炎帝を捕とらえるのよ」

「……じゃ、妹メイ妹メイ、がんばって」

　腰こしがひけた様子で、飛鼠は微び妙みように後ずさりしている。その首を緑雨は腕で抱かかえ込んだ。絶対に逃にがさないように。

「本当は、虹がおとりになって手下をひきつけてる間に、あたしが炎帝と戦う予定だったんだけど……虹は全然あてになんないし、この際さいだから、あんたでもいいわ」

「げ、ワタクシが」

　彼の顔面が蒼そう白はくに……といっても、元々ふさふさした白い毛におおわれていて変化はわからない。

「て、敵、強そうでしたよ。やめて帰りましょうよ」

「なに怖おじ気けづいてんのよ。それとも炎帝を捕らえるなんて、あたしにはとうてい無理とでも言いたいわけ？」

「違ちがいますけど……そうじゃなくて」

「もういいわ。しょせん、あんたも虹のろくでなしと一いつ緒しよってわけね。あたしの足を引っぱるだけで、何の役にもたたない」

「そんなつもりじゃ……」

　とうとう両腕で顔を覆おおって泣きじゃくりだした。緑雨は苦にが々にがしくため息をついた。無む理り強じいするのは本当は気がとがめるのだが、そもそも神しん獣じゆうの協きよう力りよくなくしては、この『炎帝捕ほ縛ばく大作戦の章しよう』は成なり立たたない。役立たずの戦力外……虹がいない今、飛鼠の協力は絶対に必要だった。

　彼の気を引こうと、やさしく諭さとす。

「いい？　この戦いで活かつ躍やくしたら、あんただって崑崙の英えい雄ゆうなんだからね。虹なんか足あし蹴げにしたっていいのよ。おいしいお菓か子しだって毎日食べ放ほう題だいなんだから」

「ほんとに？」

「本当」

　飛鼠の顔が雲くも間まの太たい陽ようのようにかがやいた。

（……ふん。飛鼠って単たん純じゆんね。食べ物の話をすると嫌いやなことなんてすぐに忘れるんだから）

　虹などがその心の声を聴きいていたら……おめえだって単純だろうが……と笑ったにちがいない。

「決まりね。じゃあ、あんたは手下の陽よう動どうたのむわ」

　地面に突つき刺ささっていた剣けんを鞘さやにもどし、ろくに作戦も決めず一いつ歩ぽ踏ふみ出す。

　そのとたんに、足元をすくわれた。

　視界が上じよう下げ反はん転てん、天てん地ちがひっくりかえる。身体からだが逆さかさまになると、勢いよく空へと引っぱり上げられた。

「な、なにっ！」

　悲ひ鳴めいをあげる間もなかった。

　逆さかさづりにされたのだ。
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　うすよごれた太ふとい荒あら縄なわが左の足首にくい込んでいた。そこから上へとのびる縄は高木の枝えだにひっかかり、下方へと折り返して張はりつめている。その先は……先ほど気配を感じていた、あの繁しげみの中だった。

　身体からだが回転しながら振ふり子のように左右に揺ゆれ、逆さかさまになったために裙くんがめくれて下半身全開……あわてて緑りよく雨うは両手で裙をおさえつけていた。

「ちょっと、なんなのよ、これ！」

「妹メイ妹メイ、なにやってるんです？」

　地上では飛ひ鼠そが不ふ思し議ぎそうに見上げていた。楽しそうだな……と。

「これが遊あそんでるように見える？　ぼけっと突つっ立ってないで、はやく助けて！」

「あ、はい、ただいま」

　しかり飛ばされ、彼もようやく状じよう況きようをのみ込めたようだ。小さな翼つばさをひろげて飛びあがろうとする。その時、繁みの中から何かが飛び出してきた。青い影かげ……直後、空からの樽たるを棒ぼうでたたいたような乾かわいた音が森に響ひびいた。

　飛鼠の後こう頭とう部ぶに棍こん棒ぼうがめりこんでいたのだ。飛鼠は至し極ごく悦えつ楽らくな表情で、白しろ目めをむいて昏こん倒とうした。

「へ。ざまあみろってんだ。この羅ら羅らさまにかかりゃ、崑こん崙ろんの馬ば鹿かどもなんてものの数じゃねえ！」

　飛び出してきたのは青い毛なみの虎とら……だが、首から下は人間。虎こ頭とう人じん身しんというやつだ。ただし、ずんぐりとした体たい格かくで背はひくい。まるっきりお子様だった。

「あんた、なにすんのよ！　今すぐ放しなさい！」

　緑雨は怒ど鳴なりちらした。その迫はく力りよくに気け圧おされて、虎男は一いつ瞬しゆんおびえた顔をみせたが、状況の優ゆう位いさを思い出してか、すぐに怒鳴り返してきた。

「黙だまりやがれ。捕ほ虜りよは捕虜らしく、おとなしくしてろ！」

「ほりょ？」

　どうやら、いきなり捕つかまってしまったらしいのだ。

　……まいったな。

　内心、あせる。だが、この男はいったい何者なのだろうか。叛はん軍ぐんの一いち味みにはちがいないが、まさか炎えん帝てい本人ということはないだろう。どうみても小こ者ものだ。

「あんた、何者なのよ」

　たずねると、地ち表ひようで小おどりしていた虎男は傲ごう然ぜんと胸をはり、

「聞いて驚おどろけ！　おいらこそ、むちゃくちゃ偉い大だいな炎帝さまの……舎しや弟てい。天てん地ちがひっくりかえるほど有名な、あの『青せい面めん跳ちよう虎こ』の羅羅さまだ！」

「湯たん麵めん跳ちよう蛙あ？」

「青面跳虎だ！」

「どっちにしても知らないわ」

「え？　知らないの？　ほんとに？」

「うん。悪いけど、そんな名前きいたことないし」

「……おかしいな。田舎いなかじゃ有名だったのに……まあいいや」

　なにやらぶつぶつつぶやいていたが、気を取り直してふたたび胸をそらす。

「そのうち、おいらの名前は天界中に鳴なりひびくことになるだろうからな。あの九きゆう天てん玄げん女じよを捕とらえた大だい英えい雄ゆうとして！」

「はい？」

「天てん廷てい軍ぐんのなかで、恐おそるべきは崑崙の九天玄女ただひとり……って兄あに者じやが言ってたぞ。その九天玄女って女、鬼おにのように強くて、頭もよくて、その上ものすごい美人だってことだけど……」

　その羅羅なる男は彼女の全身をくまなく値ね踏ぶみする。そして露ろ骨こつに失しつ望ぼうと失しつ笑しようを表情にうかべた。

「……おまえ、弱そうだし、頭悪そうだし、顔も全ぜん然ぜんたいしたことないし、うわさとは違ちがうな」

「大きなお世話！　それに全然ってどういうこと!?」

「まあいいや。どんなにブサイクだろうが九天玄女は九天玄女だ。おいらの一番手て柄がらはまちがいないな！」

　どうやら彼女のことを九天玄女と勘かん違ちがいしているようだった。彼女としても炎帝との決戦を前に、こんなわけの分からん小者相手に時間をつぶしている場合ではないのだが……一発ぶんなぐっておかなければ気がすまない。無む性しように腹はらがたつ！

　身体からだをかがめると長ちよう剣けんをさっと抜ぬきさり、足元へ一いつ閃せんさせた。

　縄なわを断たち、華か麗れいに身をひねって、あとは軽かろやかに着地を決めるだけ……といきたかったところだが、運うん悪わるく真ま下したに羅羅が突つっ立たっている。

「あ、馬ば鹿か、どいて！」

「わ、くるな！」

　高こう速そく的てき落らつ下かであごを羅羅の頭とう頂ちようにぶつけた。

　雷らい電でんの衝しよう撃げきが脳のうをつき抜けた。視し界かいが白しろ黒くろ反はん転てんし、のけぞって昏こん倒とうしそうになる。すんでのところで踏ふみとどまったものの、それでも周囲の風ふう景けいがぐにゃぐにゃとゆがんでみえた。

「痛たた……よくもやってくれたな、九天玄女！」

　羅羅は頭につくったこぶを手で押おさえ、涙なみだ目めでわめいていた。

「それはあたしのせりふでしょ！　あんたがぼけっと突っ立ってるから悪いんじゃないの、まったく！」

　緑雨もあごをさすりながら涙目で叫さけんだ。あごにひどい痛みがあったが、骨は割われてないようだ。歯はも折れてはないし、舌したもかんではない。案あん外がい丈じよう夫ぶなものだ。それを確かく認にんすると数歩跳とびさがり長剣をかまえた。棍こん棒ぼうを縦たてにかかげ持つ羅羅と対たい峙じする。

「さて……さっきの暴ぼう言げんの数々、取り消してもらうわよ」

「暴言？　なんのことだ」

「頭が悪いだの、弱そうだの、ブサイクだの、胸が貧ひん相そうだの」

「そんなことまで言ったっけ？」

「……いや……あの」

　つい怒いかりにまかせて、普ふ段だん気にしていることまで口走ってしまった。緑雨は赤せき面めんしてうつむく。

「まあいいや。取り消す気なんてねえ。だって本当のことだしな。それに、どうせ勝つのはおいらだし」

「断だん言げんしてもいいけど、それは無理！　ええ無理！　絶対無理！」

　怒ど気きは許きよ容よう量りようをはるかに突とつ破ぱしてあふれかえった。今こそ、天上無敵の崑崙仙せん術じゆつの真しん価かを見せつけるべき時！

　緑雨は半身にかまえ、右手の剣けんは顔の横にそえ、左手をさっと突つき出した。左手の剣けん訣けつ……人差し指と中指をまっすぐそろえ、空に向かって反そらす。

　心には静せい寂じやくの湖みずうみをおもいうかべる。ゆっくり、そして深く呼こ吸きゆうをくりかえすと、下か腹ふく部ぶ……丹たん田でんあたりに冷つめたい塊かたまりがうまれる。それが氷ひよう結けつするように膨ぼう張ちようする。気……仙せん功こうが集中しているのだ。

　仙術の発はつ動どうには、あとは仙せん呪じゆをとなえるだけ。

「……崑崙山さん南なん」

「あ、兄あに者じや！」

　いきなり羅羅が叫んだため、緑雨はおどろいて集中力をかきみだされた。せっかく練り上あげた仙功があっという間に丹田から散ちってしまったのだ。

「ちょ、ちょっと、大声出さないでくれる？　仙功が練れないじゃない！」

　せっかくの見せ場を邪じや魔まされ、緑雨は怒ど鳴なった。しかし当の羅羅は憎にくったらしい笑え顔がおで飛び跳はねて小おどりしている。

「おい、九天玄女、兄者が来たからには、おまえは本当の本当の本当におしまいだからな！」

「え？　兄者って？」

　だが、彼のまわりには誰だれもいない。

「どうせでまかせでしょ？　だめよ、そんなおどしなんて、あたしには通つう用ようしないんだから……」

　だが……。

　にわかに気配を感じた。

　背後に。それも……ひとつではなかった。

（まさか……よね）

　恐きよう々きようとしてふり返ってみる。

　すると、森の奥おくから武ぶ装そうした兵士が続ぞく々ぞくとあらわれていた。




　　　　２




　ぶ厚あつそうな兜かぶとの奥から、豚ぶたやら馬やら牛といった異い相そうがのぞいている。にぶく光る目つきは凶きよう悪あくそのもの。ゆがんだ口の端はしからはとがった黄き色いろい牙きばが突つき出ている。

　叛はん軍ぐんの兵士……。

　数は二十……いや、繁しげみの奥から次つぎ々つぎとあらわれ、ついには百名あまりとなった。もしかしたら、飛鼠の見かけた連中なのかもしれない。重じゆう厚こうな甲かつ冑ちゆうをまとい、堂どう々どうとした体たい軀く。緑雨が何人がかりで相手しても力ではかないそうにないほど腕うでっぷしは強そうだ。すくなくとも、羅羅よりは手ごわいことは間ま違ちがいない。兵士たちに包ほう囲いされ、逃げ道をなくした。

「兄者、九天玄女を捕とらえましたぜ。もちろん、おいらひとりで！」

　自分の功こう績せきを誇ほこることを忘れず、羅羅は兵士たちにむかって大声をあげた。すると兵士の中から、ひとりの男が進み出てきた。

　その男だけ様よう相そうがちがう。甲冑のかわりに純じゆん白ぱくの長ちよう袍ほうをまとっていた。腕うでには武器ではなく、孔く雀じやく羽ばねの払子ほつす。それを優ゆう雅がにあおいでいる。一見、風ふう流りゆうな貴き公こう子し。容よう貌ぼうはどことなく狐きつねに似にているが、とりあえず人間の姿かたちだ。色白で、どこぞの貴人かといったぐあいに浮うき世よ離ばなれした感がある。

「……まだ捕らえてはいないではないか、羅羅よ」

「あ、いえ、一回捕つかまえたんですけど、逃げられまして。往おう生じよう際ぎわの悪いやつです」

「まあよい」

　かなり好こう意い的てきに見れば美男子といえなくともない。だが緑雨の美び的てき感かん覚かくからすれば、かなり不ぶ気き味み。おもわず後ずさりしていた。

「そなたが九天玄女か？」

　妙みようにかん高い声で訊きいてくる。

「違う」と答えるのも芸げいがない。かといって、九天玄女になりすますのも尊そん敬けいする師の名をけがすようで心こころ苦ぐるしい。

「……もし、そうだとしたら、どうなのよ」

　明めい言げんを避さけ、あいまいに答える。

　すると、狐男が突とつ然ぜんこきざみにふるえ出した。細い目を見開き、病びよう気きでもしてるのか……といった具ぐ合あいに頰ほおをふるわせているのだ。

「お……お美しい」

「はい？」

「うそ？」

　そのつぶやき声に、緑雨は啞あ然ぜん、羅羅は呆ぼう然ぜん。

「うわさにたがわぬ美しさ。まさしく崑崙の花……いや、天界の宝」

「……あ、いや……そう？　自分でもそんなに悪くはないと思ってたけど……」

　面と向かって顔をほめられるなど、はじめての経けい験けん。妙に気き恥はずかしかった。たとえ、ほめた相手が妖よう怪かいじみた不気味な男であっても。

　だが、のぼせ上がっているように見えた狐きつね男おとこは急に嘆たん息そくもし、

「これで、あとすこし背が高く、脚あしが長く、胸が『かなり』豊ゆたかであれば完かん璧ぺきでございましたのに。……いやいや、それもたいした傷ではございますまい。今のお姿でもじゅうぶんにお美しい」

「……なんで『かなり』だけ強調するかな。なんか気にさわる」

　熱も一いつ気きにさめ、緑雨はふくれっ面つらで狐男をにらんだ。

　それにしても、この男は何者なのだろう。ふいに羅羅の言葉を思い出していた。

（……自分は炎帝の舎しや弟ていだとかなんとか……ということは……炎帝！）
















「いきなり、好こう機き到とう来らいってわけね」

　十分に危機的状じよう況きようのはずなのだが、まずは何事も自分に都つ合ごうよく受けとる。

（……それにこいつ弱そうだし、一気に勝負をつけてやる）

　冷れい静せいさを取り戻もどすと、おもわず顔もほころぶ。

「おい、九天玄女、さっさと兄者に降こう伏ふくしろ！」

「ふん。だれが降伏するって？　それはあんたたちでしょ」

　背中ごしの羅羅の怒ど鳴なり声を軽くかわし、長ちよう剣けんをかまえ直して眼がん前ぜんの狐男と対たい峙じした。

　彼の手には払子ほつすのみ。腰こしに刀や剣のような武器は所しよ持じしていない。どうやって戦うつもりなのだろうか。

（……いや、考えてもしかたない。行動あるのみ、先せん手て必ひつ勝しよう後ご手て必ひつ敗ぱい！）

　半はん身みに構かまえ、左手の剣けん訣けつを突つき出す。

　丹たん田でんで練った冷れい厳げんな仙せん功こうが経けい絡ろ……神しん経けいを通じて腕うで、そして長剣へとそそぎ込まれる。

　鋭するどく叫さけぶ。

「崑崙山南！　月斜ななめならんと欲ほつし！　胡こ人じん月に向かいて！　胡こ笳かを吹ふくっ！」

　長剣から放たれるのは青い光こう芒ぼう。

　同時に跳ちよう躍やく。

　長剣を刺し突とつに構かまえ、鋭い突きを狐きつね男おとこの喉のど元もとへと送り込む。

　狐男は払子をひるがえした。

　長剣と払子が交こう差さすると、断たち切きれた数本の孔く雀じやく羽ばねがふわりと舞まい上がった。次の瞬しゆん間かんには、緑雨は狐男から十歩離はなれた所で構えをとっている。すばやい身のこなしで、剣けん術じゆつもなかなか様さまになっている。

　一方、狐男も顔にほほ笑えみをたたえ、平へい然ぜんと払子をあおぎ続けていた。緑雨のいう無敵の仙せん術じゆつを見せつけられても、動どう揺ようはいささかもない。

「さすがね。でも、いつまでそんなヤワな武器で、仙術を防ぐつもり？」

　ふたたび跳躍する。

　だがその瞬間に長剣からかがやきが失うしなわれた。仙術の効こう果かがきれ、ただの剣に戻ってしまったのだ。

（……しまった！）

　心しん中ちゆうで叫んだものの、いまさら剣を引くわけにもいかない。腕に力をこめて剣を突き出す……が、剣身が払子にからめ捕とられていた。

　柔やわらかいが、案あん外がい丈じよう夫ぶな羽だった。仙術の効果がなければ断ち切ることができないようだ。……それはよいのだが、孔雀羽の一本一本に生命が宿やどっているかのように、ざわざわと揺ゆらめいている。そのうちの一本が緑雨の腕うでを這はうようになぞってきた。

「ぎゃ、ぎゃわ！」

　蟻ぎ走そう感かんで全身の毛け穴あなが閉とじた。とっさに別の仙術を叫ぶ。

「竜りゆう池ち！　竜を踊おどらせて……竜已すでに……飛ぶ。……竜……りゅう……えっと……なんだっけ？」

　あせりと気き色しよく悪わるさで仙せん呪じゆを唱となえることができない。あたふたしているうちに、突つき出した左腕の手首をつかまれ、ねじりあげられた。

「痛いって、放はなせ！」

「崑崙の仙術、しかと拝はい見けんいたしました。今度は私の番でございますな」

　払子ほつすがはねあげられると、緑雨の右手から長剣がもぎとられ、剣は離はなれた草むらの中に消えていった。間まを置かず、殺さつ気きをふくんだ払子がふりおろされる。

　とっさに緑雨は狐男の脛すねを蹴けり上あげた。それが効きいたのか腕がゆるみ、振ふりほどいて後方に跳ちよう躍やくして逃のがれる。

「たいしたことないわね、そんな技わざ……」

　と余よ裕ゆうのそぶりで言い放ったとたん、彼女はうずくまって脛をさすっていた。蹴りはむしろ自分に効いたようだ。

　そこへ狐きつね男おとこの追おい討うち！

「わ、わ！」

　さらに後方へ跳躍する……が、運の悪いことに。

「ぎゅわべ」

　着地した場所に気き絶ぜつしていた飛鼠が横たわっていた。彼のことなどすっかり忘れていたために、おもいっきり踏ふんづけてしまったのだ。

「あ、ごめん！」

　ようやく、飛鼠は目をこすりながら起きあがってきた。

「……あれ？　妹メイ妹メイ、もうおやつの時間？」

「……ちがうけど」

「隙すきありぃ！　死ねやあ！」

　わめきながら羅羅が突とつ進しんしてきた。渾こん身しんの力をこめた棍こん棒ぼうの一撃げきが、緑雨の脳のう天てんを狙ねらう。

　突とつ然ぜんだったがその攻こう撃げきを見切り、身体からだをひるがえしてかわす。だが棍棒は鈍にぶい音とともに命めい中ちゆうしていた……飛鼠の脳天に。

「ふみゅ」

　飛鼠はふたたび夢ゆめの中へ……。

「なにすんのよ、このガキ！」

　雷らい鳴めいの怒ど声せいとともに、閃せん電でんの鉄てつ拳けんを羅羅の顔がん面めんにめりこませる。すると、鼻び骨こつのつぶれるような嫌いやな音がひびき、羅羅は吹ふっ飛んでいった。

　狐男は舎しや弟ていの失しつ態たいに眉まゆをくもらせる。

「これ、羅羅。これは私と九天玄女殿どのとの腕うでくらべ、よけいな手出しをするのではない」

「へ、へえ。すんません、兄者」

　もうしわけなさそうに頭をさげる羅羅だが、頭をあげたとき、鼻の穴から勢いきおいよく血が噴ふき出してきた。あわててしゃがみこみ、雑ざつ草そうの葉はっぱを丸めて両方の鼻の穴につっこんでいる。止し血けつのつもりだろう。

「……さて、九天玄女殿」

　狐きつね男おとこは長ちよう袍ほうをひるがえした。

「あなたの最高の秘ひ術じゆつに『星せい剣けん』という技わざがあると聞きおよびました。それをぜひとも拝はい見けんいたしたい」

「へ？　星剣？」

　右みぎ拳こぶしに息をふきかけて冷さましていた緑雨は、おもわず聞き返していた。

「さよう。星剣は威い力りよく無む窮きゆう。かつてはその技で数々の名のある妖よう魔まを葬ほうむってきたとか。みな、その名を聞くだけでふるえ上がっております。それで私もつねづね一度は拝見いたしたいと存じていたのです」

「ああ、なるほど。その星剣ね。いいわよ」

　大おお仰ぎように両手を打つ。だが内心では……。

（……『星剣』って、九天姉さまの異い名みようだよね……でもそれが技の名前だなんて知らないよ。……けど、まあいいか。あいつもどんな技だか知らないようだし、なにより、剣をとりもどすいい機会）

　おちついたそぶりで草むらに転がる長剣へと歩み寄る。ひそかに息をととのえ、仙せん功こうを練り直す。唱えるべき仙術もしっかりと頭にいれた。彼女が使えるうちの最さい強きようの仙術だ。

　長剣をひろったら、すぐさま仙術を発はつ動どうする！

「お待ちを」

　だが、いきなり狐男に呼び止められた。

「な……なによ。剣がなくっちゃ『星剣』見せてあげられないでしょ」

　彼女の言葉を聞き、狐男はいっそう涼すずやかにほほ笑えむ。

「星剣は無む形けいの剣。そんななまくらな剣など必要ありますまい」

「え？　どういうことよ」

　この男が何を言いたいのかさっぱりわからない。とまどっていると、向けられた狐男の両りよう眼めがきらりと光った。

「星剣を知らぬとは……最初からおかしいとは思っていましたが、あなた、九天玄女ではありませんね！」

「そのとおり。だったらどうだってのよ」

　見破られたところで痛いたくもかゆくもない。緑雨は鼻先で笑い飛ばした。

「おまえ！　おいらをだましたな！」

　羅羅は頭をかきむしって悔くやしがっている。激げき怒どするあまり、鼻の栓せんがふっとび、鼻血がふたたびあふれだす。涙なみだと血で顔はぐちゃぐちゃだ。

「ふん。あんたが勝手に勘かん違ちがいしてただけじゃない。ひと言も、あたしは九天玄女です、なんて言ってないわよ」

「兄者！　このバカ女、さっさとぶっ殺ころしてください！」

　剣けんまではまだ十歩ほどある。今取り戻もどしに行くのは危き険けんすぎる。狐きつね男おとこに背中を見せてしまうからだ。

　剣を使った仙術にくらべ徒と手しゆは苦にが手てなのだが、えり好ごのみしている場合ではないようだ。狐男に正対し、右に掌てのひらを向けた。

「確かにあたしは九天姉さまじゃないけど。でもね、実力は九天姉さまに次ぐって言われてるんだから」

「本当か？　うそくさいな」

　彼女の言ってることは、ほとんどがハッタリなのだが、羅羅はその事にうすうす気づいているようだった。

「信じなくても結けつ構こう。どのみち結果は同じ。あたしの勝ちだから」

　不ふ敵てきにほほ笑えむ様だけは一人前なのだが。

「ふふ。覚かく悟ごしなさい。この技わざはね、崑崙の絶ぜつ技ぎ中の絶技なんだから」

「どうぞ」

　対する狐男は余よ裕ゆうで手て招まねきを返してくる。

「後こう悔かいするなら今のうち……じゃなくて」

　無む駄だ口ぐちをたたいている場合ではない。精せい神しんを統とう一いつし、丹たん田でんに飽ほう和わする仙せん功こうを右みぎ腕うでへと運うん行こうさせる。それとともに、ゆっくりと、一いち字じ一いつ句く間違えないように仙せん呪じゆを詠えい唱しようする。

「風かぜ急きゆうに天てん高たかくして……猿えん嘯しよう哀かなし。……渚なぎさ清きよく沙すな白しろくして鳥とり飛とび迴めぐる。……無む辺へんの落らく木ぼくは蕭しよう蕭しようとして下くだり、……えっと……不ふ尽じんの長ちよう江こうは滾こん滾こんとして来きたる……」

　すると……にわかに地じ響ひびきが起きた。森の奥おく深くがふるえている。

　風のない森に突とつ如じよ寒かん風ぷうが吹ふきすさんでくる。木々がこすれ、獣けものの絶ぜつ叫きようのような不気味な音をかなでる。針葉樹の葉が雨のように降ふり注そそいでくる。

「ぎゃああ！」

　叫さけんだのは羅羅。彼は頭をかかえてうずくまり、おびえていた。

「こ、こいつ、本当はすごいやつだったんだ！」

　他ほかの叛はん軍ぐんの兵士たちも動どう揺ようを隠かくせないようだ。身を寄よせあい、天てん変ぺんに混こん乱らんする。狐きつね男おとこすら享きよう楽らくの顔かお色いろを消して、あおいでいた払子ほつすの手を止めていた。

「あの」

　肝かん心じんの緑雨はというと……。

「まだ、出してないんですけど……仙術」

　その時、耳を右から左へと突つき抜ぬける怒ど号ごうがわいて出た。樹じゆ海かいの奥から、赤い旗はたをかかげた騎き馬ば軍ぐん団だんが突とつ入にゆうしてきたのだ。

「やった、兄者、味み方かたですよ……」

　羅羅の姿は、あっというまに人じん馬ばの波なみにのみ込まれていた。

「わ、ちょっと待って！」

　彼女の眼前に、潰つぶれかけた獣じゆう顔がんの兵士が迫せまった。冷たい大だい斧ふの刃やいばが問もん答どう無む用ようで頭に落とされる。

「ぎゃ！」

　かろうじてかわすと、文字通り転がって踏ふみつけようとする馬ば蹄ていからも逃のがれた。

「飛ひ鼠そ、飛鼠ったら、起きてよ！」

　昏こん倒とうしていた飛鼠を抱だき起こす。それでもいびきをかいていたので、その頰ほおをおもいっきりひっぱたいた。

「……あれ？　妹メイ妹メイ、もうおやつの時間？」

「ちがうったら！」

　そして、ふたたび怒号がなりひびく。

　今度は反対側からだ。そこから別の騎馬軍団が乱らん入にゆうしてきた。こちらはみな黄色の旗をかかげている。

「どうなってんのよ？」

　目の前で、いきなり戦いが始まったのだ。

　大斧が兜かぶとごと頭をたたき割わり、血と脳のうが吹ふき飛ぶ。長ちよう槍そうが腹はらを突き刺さし、穂ほ先さきにぬめりとした腸ちようがまとわりつく。血をひいた首があちらこちらで舞まい、そのひとつが緑雨たちの前に転がった。目玉のこぼれおちた首がうらめしげに彼女たちをみつめている……。

　飛鼠の絶ぜつ叫きようは周しゆう囲いの喧けん騒そうにかきけされた。緑雨はというと、失しつ神しん寸すん前ぜんで声すら出せない……。

「に、逃にげましょうよ、妹メイ妹メイ」

「そ……そうしたいけど……腰こしぬけた」

　飛鼠の手をかりて立ち上がろうとする。その彼女の前に純じゆん白ぱくの長ちよう袍ほうが立ちふさがった。

　狐きつね男おとこだ。周囲の戦いなどよそに、彼はすがすがしくもほほ笑えんだ。

「あなたが九天玄女ではなくても結構。ですが出会った時から、あなたには運命的なものを感じておりました。もしかすると、あなたこそわたしが探し求めていたお方に違ちがいない」

「な、なに言ってんのよ」

　その恍こう惚こつとした表情にひどい悪お寒かんを緑雨は感じていた。

「今でこそ敵同士ではありますが、より険けわしい障しよう害がいがたちふさがっていればこそ、私たちの愛はより深まるのかもしれませぬ。お嬢じようさま、どうか私の妻つまになってくださいませぬか。決して苦労はおかけしませぬ。……ああ、言い忘れていましたが、私の名前は」

　と言いかけて、狐男は眼前から緑雨の姿が消えていることに気づいたようだ。

　彼女は……上じよう空くうにいた。

　いきなり何者かによって両りよう肩かたをつかまれ、上空へと運び去られたのだ。

「わ、わ、やめて！」

「落ち着け。おれだ」

　聞き覚えのある声に見上げると、そこには虹こうの姿があった。

「あんた……助けにきてくれたのね！」

「どアホめ。せっかく大だい活かつ躍やくしてるところを見てやろうと思ったのに、なにやってるんだ、おめえはよ」

「あ、いや、その」

「まあ、こんな結けつ果かになるだろうとは思ってたけどな」

　あきれ声をあびせてくる虹に、緑雨はなにも言い返すことはできなかった。抱だいていた飛鼠を虹の背せに押おし上げると、自分も虹の脚あしをつたってよじのぼる。

　その間にも、虹はゆっくりと上空へ旋せん回かいしながら飛ひ翔しようしていた。地表では、蟻ありの群むれのように兵士が平へい原げんを埋うめつくしている。それは赤と黄色の軍旗に二に分ぶんされ、押しあっていた。怒ど号ごうと悲鳴は上空の彼女たちの元まで届き、身体からだをゆさぶる。

「……それにしても、あとすこしで炎帝を捕とらえる事ができたのに……残ざん念ねんね」

　深く嘆たん息そくするが、虹はまるっきり信用しようとはしなかった。

「その体ていたらくで、よくそんなでまかせが言えるもんだよな」

「本当だって！　あの変な連中が乱入してこなかったら、あたしの仙せん術じゆつがあざやかに決まってたんだからね。そうでしょ、飛鼠」

「ワタクシ、気き絶ぜつしてたみたいだから見て……いや、勝ってます」

　緑雨の背中に殺さつ気きを感じたのか、飛鼠はうなずくばかりだった。

「まあ、そのぐらいにしとけ。何言っても恥はじかくだけだからな」

「なによ。信じてないわね」

　戦いの渦うずはさらに広がっている。虹はその中心を避さけるように、平原の東方向へと向かっていた。

　しばらくすると虹がつぶやいた。

「緑雨、なんか妙みような連中が追っかけてくるけど」

「妙って？」

　ふり返ってみる。するとはるか後方に、彼女たちを猛もう追ついしてくる影かげが一点。

　巨きよ大だいな鴉からすだ。

　その背中にはふたりの姿があった。

「待て、こら！　おまえの鼻、一発殴なぐらせろ！」

「お待ちください！　ぜひ私の妻に」

　あの炎帝……というより最低の兄弟きようだいだ。

「誰だれだ？　おめえの友だちか」

　その問いに、緑雨は嫌けん悪おもあらわに首をふる。

「炎帝とその舎しや弟てい」

「あれが炎帝だって？……おめえ、その炎帝捕つかまえるって息いき巻まいてたんじゃねえの？」

「いや……またの機会にしとく」

　うめいた後に、そう答えた。

「おめえにしてはあきらめがいいじゃねえか」

「だって、あの炎帝、気持ち悪いから苦にが手てなの！」

　悲鳴を上げる緑雨に、虹は苦く笑しようするばかりだった。

「じゃ。逃にげるとするか。一気に振ふり切るから、しっかりつかまってろよ！」

　風の音が強くなり、風ふう圧あつで飛ばされそうになる。前かがみになり、虹の首にしっかりしがみついた。

　やがて、水すい晶しよう原げんとよばれる平原が眼がん下かに広がっていた。




　　　　３




　開戦から数すう刻こく。

　最初、叛はん軍ぐん左さ翼よくが樹海において天てん廷てい軍ぐんと接せつ触しよくしたのが開戦の合あい図ずとなった。相あい次ついで右翼方面でも戦せん闘とうが本ほん格かく化かした。

　魔ま獣じゆうに牽ひかせた戦車が砂さ塵じんをまきあげて暴ぼう走そうする。

　巨きよ大だいな狗いぬの体たい軀くに牛うしの角つのを持つ、狡こう。

　羊ひつじの体軀に四本の角。人じん肉にくを好んで食らう、土ど螻ろう。

　荷に車ぐるまに似た戦車の上で長ちよう戈かや戟げきをふり回すのは、牛ぎゆう頭とうや豚とん頭とうの醜しゆう怪かいな兵士たちだ。

　上空にも、無数の黒い点が空を覆おおうように飛ひ来らいしてくる。それは漆しつ黒こくの竜りゆうの群れだった。

　対する天廷軍も続ぞく々ぞくと迎げい撃げきにむかっている。

　空の主力は白はく銀ぎんにかがやく鱗うろこをもつ応おう竜りゆう。叛軍の黒竜よりも小型だが、その戦闘力は決して劣おとらない。

　地上部隊の中ちゆう核かくをなすのは、叛軍と同様に獣頭の兵士たちだった。

　この戦いは善ぜん対たい悪あく、あるいは光ひかり対闇やみの戦いといった単たん純じゆんな二に元げん論ろん的なものではない。天界の主流派と反主流派の覇は権けんをかけた戦いだった。これに勝利した側が天界を支し配はいし、敗やぶれた側は滅ほろび去さる。

　戟と槍やり、大だい斧ぶと大だい刀とうがからみあい、しなる。鮮せん血けつが空と大地の双そう方ほうを染そめぬく。血みどろの旌せい旗きは乾かわく間もなく、新たな血によって塗ぬりかえられる。横おう転てんした戦車から投げ出された兵士が後こう続ぞくの魔獣に踏ふみつぶされ、血の袋ふくろと化す。黒竜と応竜がもつれあい、たがいの喉のどと腹はらを鋭するどい牙きばや爪つめで切り裂さく。咆ほう哮こうしながら墜つい落らくした竜たちは、地上の兵士を敵味方関かん係けいなく押おしつぶす。だが両軍の兵士たちは戦い続ける。

　形けい勢せいは互ご角かく。

　数で圧あつ倒とう的てきに劣おとる天廷軍だが、ここまではよく戦っていた。彼らには後がない。ここで敗れたなら、滅めつ亡ぼうへの道をひた走るのみ。頑がん強きように抗こう戦せんし、最後の一線で踏みとどまっている。

　だが、次し第だいに戦せん局きよくは叛軍有利へと傾かたむいている。防ぼう御ぎよ線せんが天宮へと押し戻もどされているのだ。

　不利におちいってゆく局面を、九きゆう天てん玄げん女じよは城じよう壁へきの上から把は握あくしていた。だが焦あせりはなかった。この戦いの帰き趨すうは枝えだ葉はの戦闘では決まらない。そのことを知っていた。

　ずっと、戦場のかなたを見つめていた。おだやかだが決意をひめた瞳ひとみで。

　ただ一点。

　左さ翼よく方面と右翼方面の戦場の中間に生まれている間かん隙げき。その場所以外、他ほかには目を向けない。

　そして、沈ちん黙もくしていたその空間に暗あん雲うんがたちこめた。

　黒い点。それがひとつ、ふたつ。急速に数を増ましてゆき、やがて巨きよ大だいな塊かたまりとなった。

　叛はん軍ぐん主力。炎えん帝てい直ちよく属ぞくの部ぶ隊たいが動いた。

　九天は城壁に足をかけた。

「行くぞ」

　静かに下げ知ちし、城壁から軽く身を投げる。

　わずかに落らつ下かし、直後風に乗るように急きゆう上じよう昇しようした。

　彼女の跡あとを追って、崑崙の女たちも次々と飛ひ翔しようした。先頭をゆく九天に続いて、隊たい伍ごを組んだ崑崙軍千余の戦士が天空に舞まい上がる。その群れに寸すん分ぶんの乱みだれもない。

　敵てき影えいが次し第だいに形かたちを成なした。

　叛軍側も崑崙軍同どう様ように飛翔している。黒一色に統とう一いつされた軍ぐん装そう。背中には巨大な翼つばさが生はえていた。辺へん境きようでは剽ひよう悍かんさで知られる民みん族ぞく、羽う民みんだ。

　さらに並へい走そうして、酸さん與よとよばれる者たちもいた。

　酸與は竜りゆうに匹ひつ敵てきする体たい軀くをもつ蛇へびだった。四枚の翼、六つの眼め、三本の脚あし。人間ならひと吞のみにしてしまうだろう巨大な口。獰どう猛もうきわまりない魔ま獣じゆうだ。

「……あやつめ。羽民や酸與まで配下に加えたか。正せい道どうとは言いい難がたいな」

　冷ひややかな独どく語ご。だがそれは敵てき将しようをあざ笑ったのではなく、失しつ望ぼうの念ねんをいだいた響ひびきがある。

　双そう眸ぼうを閉じる。

　敵との距きよ離りは、至し近きん。

　叛軍の動きもあわただしくなった。崑崙軍の姿をみとめ、耳ざわりな歓かん声せいをあげて殺さつ到とうしてくる。

「……花はなは垂すい楊ように映えいじて漢かん水すい清きよし。微び風ふう林りん裏り一いつ枝し軽かるし……」

　仙せん呪じゆの詠えい唱しようと同時に腰こしの長ちよう剣けんを抜ぬき払はらった。紫むらさき水すい晶しようを思わせるような透とう明めいな剣身がおぼろな陽よう光こうにかがやく。

「……即すなわち今いま江こう北ほく還また此かくの如ごとし。愁しゆう殺さつす江こう南なん別べつ離りの情じよう」

　軽く剣を薙なぐ。

　直後、衝しよう撃げき波はに似た風の刃やいばが発せられ、その軌き道どう上にいた叛はん軍ぐん兵士が両りよう断だんされ血ちしぶきをあげた。何が起こったのか、彼らには永久に理解できない。悲鳴すらあげることができず数十の羽民が切きり刻きざまれ、血とともに墜つい落らくしていった。

「星せい剣けん……」

「星剣か！」

　彼女のたったひと振ふりは深しん刻こくな畏い怖ふを叛軍中に伝でん播ぱさせた。

「散さん開かいせよ！　固まっているとやられるぞ！」

「恐おそれるな！　星剣さえ斃たおせば我らの勝ちだ！」

　命令と叱しつ咤たが入り乱れる。叛軍の命令系けい統とうは確かく立りつされておらす、個々の集団でおもいおもいに戦っているようだ。それが九天にとっては逆に厄やつ介かいだった。戦せん術じゆつが立てづらいからだ。

　そのうちにも、死を恐れぬ勇ゆう猛もうな数十の羽う民みん兵が四方上下から襲おそいかかってきた。

「らちがあかぬか」

　九天は舌したうちした。羽民など敵ではない。だが尽つきることなく襲い来る大軍を相手にするには骨ほねが折おれる。蚊かでも大たい群ぐんでまとわりつかれると嫌いや気けがさす。それと同じだ。いちいち相手にしたのでは消しよう費ひする仙せん功こうもばかにならない。炎帝との戦いに備そなえて、なるべくなら余よ力りよくを十分に残しておきたかった。

　しかたなく剣をふるおうとする。その背後から、

「……晩ばん来らい風かぜ起おこりて花はな雪ゆきの如ごとし。宮きゆう牆しように飛とび入いりて人ひとを見みず」

　春はる風かぜのようにおだやかだが、響ひびきのよい声。それとともに無む数すうの桃もも色いろの花か弁べんが羽民兵を包つつんでいた。

　一いつ瞬しゆん、彼らは花に見とれた。戦争しか才のないような悪あく相そうが、花の力か、うっとりと花を愛めでるような穏おだやかな表情となる。直後、彼らは意い識しきを失ったかのように地上へと落ちていった。派は手でな閃せん光こうも爆ばく発はつ音おんもない。だがあまりにも風ふう雅がなやりかただ。

「玉ぎよく女じよか」

　ふり返ると、そこに侍じ女じよがたたずんでいた。侍女は軽くほほ笑えみ、

「ここは私たちが引き受けます。玄げん女じよ娘ニヤン娘ニヤンはお先へ」

「よし。任まかせた」

　九天もわずかに笑えみ、長剣を鞘さやに戻もどす。そして叛はん軍ぐんの陣じんの最さ中なかを疾しつ走そうした。

　羽民兵たちはそれを阻はばめない。阻もうとすれば後こう背はいから崑崙軍の攻こう撃げきを受ける事になる。

　崑崙軍本隊も戦せん場じように身を投じた。

「みんな、陣じん形けいを崩くずしてはだめ。決して後ろをとられないように！」

　その侍女、玉女が呼びかけると、九天玄女の命令と同どう等とうとばかりに、すぐに女仙たちは従したがった。前後左右上下、どの方向からの攻撃にも対たい処しよできるように彼女たちは球きゆう陣じんを組む。

　数では崑崙軍が圧あつ倒とう的てきに不ふ利り。五十倍から六十倍の敵を相手にしなければならない。だが、彼らが一いつ斉せいに襲いかかってくることはできない。攻せめる空間が限られているからだ。立て続けに迫せまり来る波なみを各かつ個こに打ち破やぶってゆけばよい。

　玉女は陣から離はなれ、ひとり浮ふ遊ゆうしていた。その彼女が相手していたのは、長ちよう大だいな蛇へび、酸さん與よの群れ。

　巨きよ大だいな顎あご、鋭するどい毒どく牙が。酸與は玉女の華きや奢しやな身体からだをひと吞のみにしようとする。それを彼女は花の舞まうような流りゆう麗れいなさばきでかわした。そして腰こしから蒼あおい錦きん繡しゆうの帯おびを取り出す。

「天てん乙おつ天てん都とに近ちかく、連れん山ざん海かい隅ぐうに到いたる。白はく雲うん望ぼうを廻めぐらせて合ごうせば、青せい靄あい看かんに入いりて無なし……」

　帯が淡あわい光を帯おびた。

　青せい靄あい軟なん索さく。

　右みぎ腕うでを軽くひるがえすと帯は風にたなびくように伸のび、先頭の酸與の頭部に巻きついた。

　たいして力も入れずに、引く。

　すると酸與の頭はたやすく断たち切きられ、腥なまぐさい血が飛び散ちった。その血は強い酸さんを帯びており、周囲の酸與の皮ひ膚ふや眼がん球きゆうまでも焼やく。酸與は身をくねらせて苦く悶もんし、突とつ撃げきしてくる速そく度どが弱よわまった。

「……分ぶん野や中ちゆう峰ほう変へんじ、陰いん晴せい衆しゆう壑がく殊ことなる。人ひと処ところに投とうじて宿やどせんと欲ほつし、水みずを隔へだてて樵しよう夫ふに問とう」

　さらに青靄軟索は無む限げんの変へん化かをみせる。伸しん縮しゆくする鋭するどい槍やりとなって酸與の頭ず蓋がいを次々と刺さし貫つらぬき、斧おのとなって胴どうを輪わ切ぎりにする。柔やわらかい布ぬのをこれほどまでに扱あつかう。彼女は相当な仙せん功こうの持ち主だといえた。

　彼女ひとりによって酸與の攻こう撃げきは止められた。酸與らには知ち能のうといえるものはなかったが、本能によって、玉女がかなわない相手だと知ったのだろう。おびえたように退しりぞいてゆく。

　羽う民みん兵も崑崙の堅けん陣じんを崩くずす事ができない。攻せめかかっても仙術の反はん撃げきを受けて、篩ふるいにかけられた砂のように撃うち落とされてゆく。一部が後こう退たいすると、他ほかの叛はん軍ぐんも引きずられるように退ひきはじめる。

　崑崙軍も前進するが、その陣じん形けいは崩くずしてはいない。

　まだ勝ってはいない。だが勝つ必要もない。天宮への道を守りとおし、九天玄女が炎帝を討うち取とるまでの時間をかせぐだけでいい。

　突とつ如じよ、不ふ快かい感かんをそそるかん高い翅は音おととともに新たな敵てき影えいが出現した。

　その数一万余。

　蜂はちだ。

　だが、鷲わしよりも巨きよ大だいな蜂だった。胴どう体たいは甲かつ冑ちゆうのような漆しつ黒こくの殻からに覆おおわれ、尻しりからは槍の穂ほ先さきを思い起こさせる針はりが突つき出ていた。

「……欽きん原げん」

　玉女の声がかげる。

　群れをなした欽原は、小型の蜂同様の俊しゆん敏びんな動きで崑崙軍に突とつ入にゆうした。崑崙の女仙たちも仙術で応おう戦せんし、閃せん光こうや炸さく裂れつ音おんが乱みだれ飛ぶ。瞬またたく間に二、三十の欽原がたたき落とされる……だが、大たい抵ていは堅かたい甲こう殻かくの前に弾はじき返かえされた。力の劣おとる女仙では傷きずをつけることができないのだ。

　欽原の針が、ひとりの女仙の肩かたを刺さし貫つらぬいた。

　彼女は苦く痛つうと恐きよう怖ふに美しい顔をゆがませる。そして解げ毒どくの仙せん呪じゆを唱となえようとするが、それよりも早く上半身が膨ふくれあがり、絶ぜつ叫きようを残したあと破は裂れつした。

　崑崙にとっては最初の犠ぎ牲せい者しやとなった。

　玉女も青せい靄あい軟なん索さくを駆く使しして、崑崙軍にとりついた欽原をたたき落とす。だが数は多い。絶たえ間まない波のように、後方から次々と襲おそいかかってくる。彼女が数すう匹ひき殺している間にも、女仙がひとり、ふたりと血の花となって散ちってゆく。

「一ひとたび遷せん客きやくと為なして長ちよう沙さに去さる。西にしのかた長ちよう安あんを望のぞめども家いえを見みず……」

　彼女は左手に剣けん訣けつを結むすんだ。

「……黄こう鶴かく楼ろう中ちゆう玉ぎよく笛てきを吹ふけば、江こう城じよう五ご月がつ梅ばい花か落おつ」

　仙呪を唱えると、指先に紅こう梅ばいの花が咲さく。それを何なに気げないそぶりで放はなった。

　風に乗って舞まう花びら。それは無む数すうの刃やいばに転てん変ぺんし欽原を襲った。花の刃は欽原の唯ゆい一いつ柔やわらかい場所、翅はねを切せつ断だんした。飛ぶ術すべを失った欽原は落下するしかない。

「みんな、翅を狙ねらって！」

　女仙はすでに十名あまりが落らく命めいしていたが、彼女の声に応おうじて気力をふりしぼる。

　だが、このままではさらに痛いた手でをこうむるだろう。

　本来欽原には敵味方を区く別べつするような知ち性せいはそなわってはいない。だとすれば、これらを操あやつっている者がいるはずだった。

　青せい靄あい軟なん索さくで道を切り開き、欽原の群れの中を突とつ破ぱした。

　そこにいたのは鷲わしに騎き乗じようした男だ。牛頭に、巨きよ大だいな一いち只じ眼がんが禍まが々まがしく光る。

「……ほう。星せい剣けん以外にも、崑崙には使えそうな奴やつがいたとはな」

　潰つぶれてくぐもった声を投げかけてくる。

　男は、蛇へびをかたどった軟なん鞭べんを所しよ持じしていた。それが擦こすれると耳みみ障ざわりな音を発し、欽きん原げんの翅は音おとと共きよう鳴めいする。どうやらこれで操っているようだ。

「玉女と申します」

　戦場にあっても、彼女は律りち義ぎに一いち礼れいする。その男は嘲あざけりの笑いで応じた。

「わしは蜚ひ。いざ参まいれ」

　軟索と軟鞭が同時に放たれる。

　双そう方ほうの武器は両者の中間で激げき突とつし、からみあった。というよりも、男がからませたのだろう。引っ張りあう力は均きん衡こうするが、わずかに男が上回った。少しずつ、玉女の身体からだは引き込まれてゆく。

　だが彼女もあせることなく仙せん呪じゆを詠えい唱しようする。

「……宮きゆう女じよは花はなの如ごとく春しゆん殿でんに満みつ。只ただ今いま惟ただ鷓しや鴣この飛とぶ有あるのみ」

　左手の指先に花びらをはさみ、軽く払はらう。すると舞まい落ちた花は一いち羽わの白い雉きじに変じた。

　雉は鋭するどい弧こをえがいて蜚の眼めを狙ねらう。蜚は眼を見開き、片かた腕うでをひるがえす。すると隠かくし持っていたのであろう二本目の鞭むちがしなり、雉をたたき落としていた。間かん髪はついれず、軟鞭が玉女の身体を鞭打ち、彼女の肢し体たいをからめ捕とっていた。

　仙せん功こうの力で反発する。だが鞭はほどけない。この蜚の妖よう力りよくが玉女の仙功よりも上回っているのだろう。

「四肢の自由を奪うばわれては自じ慢まんの仙術も使えまい」

　蜚の一いち只じ眼がんが愉ゆ悦えつに揺ゆれ、玉女の瞳ひとみは憂ゆう慮りよに沈しずむ。

　頭上……彼女の背後から不ふ快かいな翅音がせまった。欽原だ。

　その毒どく針ばりが彼女の胸、心しん臓ぞうを突つき刺さした。

　身体が弾はけ飛とぶような激げき痛つうに襲おそわれた。それを玉女は眉まゆをわずかにしかめて耐たえていた。だが雪の肌はだが青黒く変へん色しよくしてゆく。

「欽原の毒は即そつ効こうの猛もう毒どく。天界の霊れい薬やくであったとしても解げ毒どくはできぬ。血も肉も腐くさってゆくのだ。わずかの間だが、死の恐きよう怖ふに震ふるえるがよいぞ……」

　淫いん猥わいな笑い。だがその鼻先に……胡こ蝶ちようが舞っていた。

　戦場には似つかわしくない、はかなげな蒼あおい蝶。

　蝶の翅はねから光の粒つぶのような鱗りん粉ぷんが蜚の鼻に吸すい込まれていった。すると、蜚は睡すい魔まにおかされたようにうつらうつらとまぶたを閉じる。やがて鷲わしの背の上に伏ふせ、いびきをたてはじめた。

　二度と目覚めることのない永えい遠えんの眠ねむり。男が死の恐怖に震えることはない。

　傀かい儡らい師しの制せい御ぎよを失った欽きん原げんは隊列を崩くずし、にわかに叛はん軍ぐんの兵士たちに襲いかかった。兵士たちは逃にげ惑まどうが、逃げ切れず毒の針を受ける。

　玉女は軟なん鞭べんをほどき、青せい靄あん軟なん索さくを一いつ閃せんさせて頭上の欽原をたたき落とした。そして息を整ととのえる。

　すでに唇くちびるあたりまでどす黒い血で変色している。血が毒に変わっているのだ。

　死は目前。だが彼女の表情に陰かげりはない。瞳ひとみを静かに閉じて剣けん訣けつを結ぶ。

「……霜しもは薄うすくして花はな更さらに発さき、氷こおりは薄うすくして葉は互たがいに凋しぼむ」

　仙せん呪じゆを唱えると、毒どく素そはみずみずしい血けつ色しよくに押おし返された。完全に解毒できるわけではない。解毒するには九天玄女の至し純じゆんの仙せん功こうで浄じよう化かしなければならない。だがしばらくは持ちこたえられるだろう。

　あと一刻もあれば決着する。

　九天が生きて帰ってくることを心から願っていた。

　だが自分のためではなく、彼女のために。




　　　　４




　叛軍の列が左右に割れた。

　その中を悠ゆう然ぜんと飛ひ翔しようするのは九天玄女ただひとり。すでに彼女に斃たおされた兵は数千に達する。彼女の仙術の一撃げきによって五、六百単位が消しよう滅めつするのだ。

「何をやっている！　これ以上奴やつを行かせるな！」

　叛軍の将たちは叱しつ咤たするが、先せん陣じんをきる者がいない。もし彼女に襲おそいかかっても逆に殺ころされるのは目に見えている。将たちをふくめ、誰も彼女に鈴をつけにいく勇ゆう気きがない。

　それは彼女にとっても都つ合ごうはよかった。ここに至いたるまで少なからず仙功を消費していた。彼女の仙功は強きよう大だい無む比ひだが、乱らん発ぱつすれば回かい復ふくするのに多少の時間を要ようする。

　だが最後の防ぼう御ぎよ線せんで、たまりかねたように黒こく竜りゆうが襲いかかってきた。

　数は二十余。

「……柳りゆう条じようは色いろを弄ろうして見みるに忍しのびず。梅ばい花かは枝えだに満みちて空むなしく断だん腸ちようす」

　仙術を詠えい唱しようし、しなやかな指先をふりかざす。そこから拳こぶしほどの大きさの光が生まれ、弾はじけた。

　それは無数の光の雨となって黒竜にまとわりつく。直後、光が飽ほう和わし誰もが眼めをそむけた。光が消えた後に黒竜の姿はない。光とともに消しよう滅めつしてしまったのだ。

　もはや、誰も九天に近づくことはできない。彼らとしても命は惜おしい。元がん来らい、功こう名みようをあげるためだけに戦いに参加した者も多い。こんなところで無む駄だ死じにしたくないというのが本心だろう。それに、本気を出した九天の姿を誰も知らない。知った時、それは死ぬ時だからだ。それが逆に彼女の存在を神しん格かく化かさせていた。

　彼女の周囲にはまだ十万以上の兵が展てん開かいしているはずだが、誰も動けない。

　彼女の前に立ちふさがることのできる者は、ただひとり。

　ひときわ巨きよ大だいな深しん紅くの竜があらわれた。

　それを駆かるのは黒こく衣いの男。

　その姿を認め、彼女は飛ひ翔しようから浮ふ遊ゆうにきりかえる。

　距きよ離りは、百歩。

「……羿げい」

　そのつぶやき声はくぐもり、誰にも聞こえない。

　炎えん帝てい、羿。

　肌はだが冷ひえた。

　視し線せんを外せなかった。

　だが、直ちよく視しすることもできない。

　彼女は立ちつくしていた。無む防ぼう備びな姿で……。

　突とつ如じよ。

　殺気を感じた。

　わずかに反はん応のうが遅おくれる。

　とっさに落らつ下かし殺気から逃のがれる。数すう条じようの風の刃やいばが頭をかすめ、髪かみを数すう房ふさ切り取った。落下しながら体勢を整ととのえる彼女の身体からだをゆがんだ空気が包つつんだ。

「淑しゆく気き黄こう鳥ちようを催もよおし、晴せい光こう緑りよく蘋ひんに転てんず」

　ゆるく右の掌てのひらを開くと、身体の周しゆう囲いに真しん空くうの障しよう壁へきがひらく。だが遅れた分、完全な防ぼう御ぎよとはならなかった。掌が裂さけ、血の線が走る。

　傷はごく浅い。だが彼女の意識を戦場に連れ戻もどすにはそれで十分だった。

　浮上し、新たな敵手と相あい対たいする。

　敵はふたり。

「左さ竜りゆう指し揮き使し大だい風ふうと申す」

「右竜指揮使巴は蛇じやと申す」

　大風というのは鳳おおとりの頭。巴蛇は蛇へびの頭。首から下は人間だが、九天の背せ丈たけの二倍はあろうかという巨きよ漢かんだ。

　彼らは抱ほう拳けんの礼を送ってくる。本来の抱拳は左の掌に右の拳こぶしをあわせて「明めい」の一字をつくる。だが、彼らは左の拳に右の掌をあわせた。これは死し力りよくをつくして戦おうという決けつ闘とうの意思表示だ。

　九天も軽く冷れい笑しようし、彼らと同じように左拳と右掌をあわせた。

　敵手はともに双そう刀とう。だが柄つかの長い大だい刀とうを普ふ通つうの刀のように扱あつかい、それを両手に備そなえている。

　腕わん力りよく、妖よう力りよくともに優すぐれている。それは確かだった。今までの雑ざ魚こ敵てきとは違ちがう……おそらく副ふく将しよう格かくの男たちなのだろう。

　九天は腰こしに紫むらさき水すい晶しようの剣けんをつるしたまま立ちつくす。無防備だが、先ほどとは違う。泰たい然ぜんとして隙すきがない。

　大風は眼めを見開き、巴蛇は逆に眼を細める。間合いを計はかりながら彼女の隙をうかがっているようだ。容よう易いに飛び込んではこないが、それではいつまでたってもにらみ合ったままになる。

　先に動いたのは、九天。

「……花はなは剣けん佩はいを迎むかえて星ほし初はじめて落おち……」

　湖こ水すいの清せい涼りようさを感じさせる声で、仙せん呪じゆを歌う。

　仙術の発はつ動どう。それにつられるように大風と巴蛇は疾しつ走そうした。

　眼。

　首。

　胸。

　脚あし。

　四し筋きんの刀のきらめきが彼女の急所を狙ねらう。

　逃にげることはしない。わずかの差で刀かたな筋すじを見切り、四本の刀をかわす。次の瞬しゆん間かん、彼らの背後をとっていた。

「……柳やなぎは旌せい旗きを払はらいて露つゆ未いまだ乾かわかず」

　鋭するどい抜ばつ剣けん。すると鞘さやの中から光のしぶきが散ちった。敵てき手しゆは後方に飛び退のくと同時に胸の前で刀を交こう差ささせ、光をふせぐ。

　閃せん光こうの炸さく裂れつ。直後、衝しよう撃げきの波が空くう間かんを押おしつぶす。余よ波はは周囲の兵士たちにも及および、力の劣おとる数千の者を塵ちりに変えた。

　大風と巴蛇も吹ふき飛ばされたが、よろめきながらも体たい勢せいを建て直す。着ていた鎧よろいや臑すね当てなどは鉄くずにかわっていた。むき出しになった筋きん肉にく……鋭くえぐられた傷から血が噴ふき出していたが、生きている。

　辺境では、彼らは名のある勇ゆう者しやだったのだろう。九天の遠えん隔かくからの攻こう撃げきを防ふせぐには相当な力りき量りようが必要だ。それに、かなわぬ勝負だと知って挑いどんでくる勇気も申し分ない。

　彼女はひとりの剣士として、彼らに称しよう賛さんの念を覚おぼえていた。

　だが、彼らに勝ち目はない。

「……退ひけ」

　それは、彼らの発した言葉でも、九天の声でもなかった。

　彼女はふり返り、その声の主をあおぎ見た。

「おぬしらでは玄女娘ニヤン娘ニヤンを止めることはできぬ……玄女娘娘は私に用があるのだろう」

　竜りゆうに騎き乗じようする男の表情は、目ま深ぶかな兜かぶとにさえぎられて窺うかがいしれなかった。

　常に白い九天の頰ほおがわずかに紅こう潮ちようし、目め尻じりがつりあがった。

「……羿、おぬし」

　つぶやいたとき、それをかき消す咆ほう哮こうがとどろいた。

　大風、巴蛇が跳ちよう躍やくした。

　ふりむきざま、刺し突とつに構かまえた紫むらさき水すい晶しようの剣けんを閃せん電でんの速さで大風の胸に送り込んだ。剣は正確に心臓を貫つらぬいていた。

　だが、大風の太い腕うでが九天の腰こしを抱かかえ込んでいた。最後の死し力りよくを振ふり絞しぼって、彼女の自由を奪うばったのだ。

　後方に回り込んだ巴蛇の刀の横よこ薙なぎが彼女の首に吸い込まれる。

　九天は瞳ひとみを見開いた。

　首を刎はねられる。その寸前……わずか皮ひ膚ふ一いち枚まいの差で、彼女の左手、剣けん訣けつの二本指で刀を挟はさみ込んでいた。

「竜りゆう池ち竜りゆうを踊おどらせて竜りゆう已すでに飛とぶ。竜りよう徳とく天てんに先さき立だって天てん違たがわず」

　その一言の後、九天は指をはなした。すでに息いき絶たえている大風の腕を振りほどき、剣を鞘さやにおさめて飛ひ翔しようする。

　大風が落らつ下かしてゆく。同時に巴蛇もまた、魂こん魄ぱくを失った骸むくろのように地に墜おちてゆく。九天の指先からすさまじい量の崑崙の仙せん功こう『陰いん気き』が注そそぎ込こまれ、彼の神経は崩ほう壊かいしてしまったのだ。

　残す敵は、あとひとり。







　今、その男に投げかけるとすれば、冷れい笑しよう以外にはなかった。

「墜おちたものだな。かつては蓋がい世せいの英えい雄ゆうと呼ばれた男も、今では盗とう賊ぞくのまねごとか」

　その言葉が剣となって突つき刺ささったとしても、男は身じろぎひとつしない。

「……玄女娘娘、どいていただこう。あなたとは争あらそう理由はない」

（争う理由？）

　その言葉は心の底を揺ゆさぶったが、それ以上の反感があった。

「そうはいかぬ。おぬしは叛はん徒と。崑崙の名にかけてこの道を譲ゆずるわけにはいかぬ。どうしてもというなら、私を殺して通るがよい」

　炎帝……羿はゆっくりと弓を構え、矢をつがえた。鏃やじりの先はまっすぐに彼女の眉み間けんを狙ねらっていた。

「それでよい」

　冷笑し、長ちよう剣けんの柄つかに手をかける。その刹せつ那な。

　彼女の両耳を飾かざっていた紫むらさき水すい晶しようの耳飾りが砕くだけ散ちった。羿の矢の放はなつ所しよ作さも見えず、矢の風をきる音すら聞こえなかったが、彼女の両りよう頰ほおには風の摩ま擦さつで生しようじたような血の線が走っていた。

「心は錆さびついていても、腕うでは錆びてはおらぬようだな。だが狙う場所が違ちがうであろう」

　皮ひ肉にくまじりに告げるが、羿がわざと狙いを外はずしていることは分かっている。それがさらに彼女をいらだたせた。

「……嵩すう山ざんを下くだれば思おもうこと多おおし。佳か人じんを携たずさえて歩あゆむこと遅ち遅ちたり……」

　仙せん呪じゆを唱えつつ、羿に向かってゆるやかに滑かつ空くうする。

　まだ剣に手をふれていない。

　羿は次の矢をつがえている。

　だがまだ放ってこない。引きつけているのだろうか。
















　距きよ離りは半分……その時、彼女の右みぎ肩かたに焼やけつくような痛いたみが走った。

　射い貫ぬかれた。矢の突つき刺ささった肩に炎ほのおがまとわりついている。

　しかし、前ぜん進しんをやめない。

　彼女はふと、ある言葉を思い起こしていた。

　……羿こそあなたを斃たおすことはできませぬ。それはあなたが一番よくおわかりのはず。

　そう。わかっている。

「松しよう間かんの名めい月げつ長ながらく此かくの如ごときも……」

　瞬しゆん時じに抜ばつ剣けんした。

　抜ぬくと同時に放たれた数条の月牙児みかづき型の光の刃やいば。それは弧こを描えがいて羿の左右を襲おそう。だがそれを羿はたやすく弾はじき返した。

　遠えん隔かくからの攻こう撃げきはなにひとつ通つう用ようしない。そんなことは彼女も承しよう知ちの上。

　ふたたび羿が弓を構える。その瞬間。

　緩かんから急。

　身体からだを消しよう滅めつさせると同時に羿の背後に回り込んでいた。

「君きみが再ふたたび遊あそぶは、復また何いずれの時ときぞ！」

　刺し突とつ一いつ閃せん。

　羿の背中を刺し貫つらぬく。だがその直前、紫むらさき水すい晶しようの剣と羿の弓が交こう差さしていた。

　彼女と羿の視線も交まじわった。

　怒いかりに満みちた九天の瞳ひとみ。

　目ま深ぶかな兜かぶとの奥おくに沈しずんだ羿の眼光。

　そして宝ほう玉ぎよくの砕くだける涼すずやかな音とともに、長剣が折おれた。

　次いで、背中にひどい衝しよう撃げきを受けて吹ふき飛ばされていた。羿の騎き乗じようする深しん紅くの竜りゆうの尾おがしなり、彼女の身体からだを鞭むち打うっていたのだ。何の防ぼう御ぎよもできなかった。避よけることもできなかった。息がつまって仙せん功こうを失うしない、頭から落らつ下かしてゆく。

　だが残る気力をふりしぼって、ふたたび浮ふ上じようする。口をぬぐうと鮮せん血けつが手の甲こうを染そめた。仙功を練ろうとすると、丹たん田でんに鋭するどい痛みがはしる。内ない傷しようを負おったようだ。

　右みぎ腕うでも、紫し衫さんが血でどす黒く変へん色しよくしている。右腕に力が入らない。右みぎ肩かたの経けい絡らくを傷つけられたか切せつ断だんされたのだろう。そのため利き腕に仙功を送り出すこともできない。

　だが、もとより苦く戦せんは覚かく悟ごしていた。

「さすがだな。弓ゆみで私の愛剣を折るとは……」

「……玄女娘ニヤン娘ニヤン」

　羿が告げる。

「……今のあなたでは私に勝つことはできぬ。それはあなたもお分かりのはず」

　言われるまでもないことだった。それは彼女が一番よく知っていた。

「昔……あのころなら、おぬしとも互ご角かくに戦えたであろう。だが……」

　一いつ瞬しゆん声がつまった。

「だが、私の力を奪うばったのはどこの誰だ！　もし、おぬしと出会わなければ……」

　その先の言葉……怒いかりの絶ぜつ叫きようを押おし止とどめた。

　折れた長剣を捨すて、息を整ととのえて静かに眼めを閉じる。

「……北きた風かぜの其その涼りようなる、雨あめ雪ゆきの其その霏ひなる（北風は冷たく、雨雪は降りしきる）

　……恵めぐみて我われを好すくならば、手てを携たずさえ同どう行こうせん（私のことが好きならば、手をたずさえて一いつ緒しよに逃にげましょう）

　……其その虚きよ其その邪じや、既すでに亟すみやかなり（偽いつわりと邪じや悪あくが迫せまってまいります）」

　おだやかだが、悲しい声こわ音ねの長ちよう嘯しよう。だがそれには仙功はこもってはいなかった。ただの詩し……。

　だが羿は、何かに打ちすえられたかのようにうなだれ、九天の詩に聞き入っていた。

　諭さとすように彼女は告げた。

「『あの方』がよくそらんじておられた。……私のことなどどうでもよい。だが、あの方の気持ちをおぬしは考えたことがあるのか。天に背そむいて、あの方のためになるとでも思ったか！」

　肩と声が震ふるえた。だが彼女自身、それが誰に向けた怒いかりなのか分からなかった。

　羿は悄しよう然ぜんとしたように、弓をおろした。

　その隙すき。

　最後の……最大の機会を逃のがすわけにはいかなかった。彼女は疾しつ走そうした。

　動どう揺ようを誘さそう。それが卑ひ怯きようだとはわかっていたが、勝つためにはそれ以外にない。

　……勝つため？

　……何のために？

　……なぜ争あらそわなければならない？

　……どこで、こうなってしまった？

　すべての疑問を、天界の秩ちつ序じよを維い持じする……その一ひと言ことで押おし流した。今は全力をつくして、この男を葬ほうむり去さらなければならない。

「花はなは隠いんたり掖えき垣えんの暮くれ。啾しゆう啾しゆうとして棲せい鳥ちよう過すぐ」

　使えない右みぎ腕うでではなく、左腕に仙せん功こうを送り出した。

　腕に紫し電でんがまとわりつき、長大な剣けんをつくる。

　羿は……動かない。

「星ほしは万ばん戸こに臨のぞみて動うごき、月つきは九きゆう宵しように傍そいて多おおし！」

　瞬しゆん間かん的てきに距きよ離りをつめ、無む形けいの剣を振ふりおろした。

　いかなる武器でも防ぼう具ぐでも防ぐことはできない、威い力りよく無む窮きゆうの剣。

　星剣。

　絶ぜつ叫きようが響ひびいた。

　紅こう竜りゆうの太い胴どう体たいが斬きられた。いや、根ねこそぎ空くう間かんがそぎ落とされたのだ。おびただしい量の粘ねばり気けのある鮮せん血けつが彼女の全身を染そめた。

　竜の絶叫はすぐに途と絶だえた。星剣のひと振りによって生じた空間と時間のひずみの中に、竜の巨きよ体たいが引きずり込まれたのだ。直後、竜は消しよう滅めつした。

　羿はいない。

　巻まき添ぞえをくったのでもない。

（……上！）

　跳ちよう躍やくし、降下してくる羿を迎むかえ撃うった。

　星剣に最大の仙功を注そそぎ込こむ。

　羿を斃たおせるのは、この技わざ以外にない。だが、今の彼女の体力、仙功、精せい神しん状じよう態たいでは、みずからの技に耐たえ切れない。放った後のひずみに巻き込まれ、肉体も魂こん魄ぱくも四し散さんする。

　それでも構わなかった。

（すべてがここで終わるなら！）

　その時、彼女の目の端はしに映うつったのは……。

　凄せい惨さんな戦場にあって、どうにも似にあわない姿と声。

「ああ、もう！　追ってこないでよ、うっとうしい！」

「お待ちください！　せめて御ご尊そん名めいだけでも！」

（……緑雨）

　なぜ彼女がここにいるのか、九天にはとっさに理解できなかった。だが、ここで星せい剣けんを放てば、仙功の弱い緑雨も巻き添ぞえになる。

　躊ちゆう躇ちよし……剣を繰くり出せなかった。

　左ひだり腕うでを、強い力でつかみ取られていた。

　彼女の眼前には、陽よう光こうを反はん射しやする刀の尖せん端たん。彼女の身体からだに羿が覆おおいかぶさっていた。

　羿の瞳ひとみを間ま近ぢかで見た。そこには星のない闇あん夜やが広がっている。

　左腕から……紫し電でんが消えた。

「……最後におぬしと戦えたことに感謝する。悔くいはない」

　怒いかりは消えていた。自分でも驚おどろくほど、声が晴れていた。

「九天妹メイ妹メイ……」

　羿のその呼びかけに、彼女の心はかき乱されていた。

「……私にはこの道しか残されてはいないのだ。だが、あなたが立ちふさがるというなら、それもしかたない」

　羿は刀を引き、九天から離はなれた。

「玉ぎよつ皇こう爺や爺やには天界を騒さわがして申しわけなかったと伝つたえてくれ。それと……あなたと逢あうことは、もうあるまい」

　それだけ言い残すと、羿は飛ひ翔しようして彼女のもとを去った。

　九天には、もう余よ力りよくは残っていなかった。たとえ残っていたとしても、彼を背後から斬きりつけることなどできなかっただろう。

　恋こい人びとから別れを告げられた少女のように、九天は立ちつくすだけだった。







　緑雨たちのにぎやかな逃とう走そう劇げきはいぜん続いていた。

「いいかげんあきらめろ、コラッ」

　羅ら羅らのわめき声が至し近きんに迫せまった。

　緑雨はあせった。だが乗っている虹の飛行速度はすこしも速まらない。

「もっと速く逃にげてよ。誰が、ふりきるからしっかりつかまってろ、よ！」

「うるせえ！　ふたり乗ってるから重いんだよ。どっちか降りろ！」

　虹の抗こう議ぎに、それは当然とばかりに飛鼠の顔をのぞきこんだ。

「あんた、そういや自分で飛べるじゃない。降りて」

「え！　いやですよ。だって、ワタクシ飛ぶの遅おそいですから、追いつかれちゃいますよ」

「別にあんたが追われてるわけじゃないから、いいじゃないよ！」

「いや、だって、もし人ひと質じちになったりしたら……ぐるぢい」

　おもわずしぶる飛鼠の首に手を回し、ぐいぐい絞しめあげていた。

「そんときは助けてあげるわよ。それとも、あたしの命令がきけないわけ？」

「てめえら暴あばれるな！　ふたりとも突つき落とすぞ！　緑雨、てめえのほうが重いからおりろ、今すぐにだ！」

「冗じよう談だん言わないでよ！　あたし飛べないのに」

「仙せん人にんなら仙人らしく、根こん性じようで飛べ！」

「仙人と根性は関係ないでしょ」

「虹兄さんの言う通りですよ。根性ぎゅへ」

　頸けい動どう脈みやくにしっかりと腕うでがくいこんだのか、飛鼠は失しつ神しんした。

「……だけど逃げてばかりじゃ、らちがあかない。ここで一いつ気きに勝負に出るしかないわね」

　そう決意する。だが虹にはまったく相手にされなかった。

「やめとけ。笑い話になるだけだからな」

「笑い話？　あんたも絞め落としてほしいの？」

「アホか。おれまで失神したら、どうやって逃げるんだ」

「そうか……まあいいわ。絶対勝つから、引き返してよ」

「まったくよ！」

　阿あ呆ほうだのカスだのさんざん悪あく態たいをついた後、虹は言った。

「しょうがねえ奴やつだよな。わかったから、思う存分やってみろ。一度痛い目みたら、自分の力のなさがわかるだろ」

「気にくわない言い方だけど……ありがと、虹」

「勝ってから感謝しろ」

　虹がゆるやかに旋せん回かいすると、緑雨は大声をはりあげた。

「さあ、炎帝、ここで勝負よ！　崑崙最大級の仙術でぼろ雑ぞう巾きんのように……って、あれ？」

　彼女たちの背後に追つい跡せき者しやの姿はなかった。羅羅と狐きつね男おとこは人ひと影かげにさえぎられていたのだ。

　紫し衫さんのうしろ姿……。

「九天姉さま！」

　彼女を目の前にして、羅羅たちは身動きできないようだった。彼女を見上げる顔が今にも泣き出しそうだ。

「お……お」

　羅羅はふるえ、そして叫さけんでいた。

「鬼おにじゃあ！」

　彼らは鴉からすの首を返して一いち目もく散さんに逃にげて行った。それを見て、緑雨は内心ほっと安あん堵どするのだった。

「さすが九天姉さま。あの炎帝ですら、ひとにらみで尻尾しつぽ巻まいて逃げ出すなんてね」

「阿呆」

　感心しきりの彼女に、虹は冷ひややかに告げた。

「おれたちも、さっさと逃げたほうが良さそうだぞ」

「え、なんで？」

「なんでって……そりゃ」

「九天姉さま！」

　うれしさのあまり大声で呼びかけると、九天はふり返った。その姿に、彼女は啞あ然ぜんとするしかない。

　幽ゆう鬼き……。

　美び麗れいな容よう貌ぼうなど見る影かげもなく、浴あびた返り血が凝かたまり、どす黒く変色していた。怒いかりの眼がん光こうに射い貫ぬかれ、緑雨は羅羅たちと同様、身じろぎひとつできない。

　ゆっくりと近づいてきた九天に、襟えり首くびをつかまれ、持ちあげられた。

「おまえ、なぜここにいる！」

「あ、あの……その」

　言いわけしようとすると、容よう赦しやのない張り手が頰ほおを打った。首がちぎれそうな衝しよう撃げきに、瞬しゆん時じに涙なみだがあふれでる。

「ご……ごめんなさい」

　謝あやまることしかできない。そして、九天がふたたび手をふりあげる。

　だが挙あげた手を下ろすことはなかった。傷がうずいたのだろうか。九天は顔をしかめ、空を見上げていた。

　怒りをのみ込むように緑雨をつき放し、つぶやいた。

「……おまえという奴やつは。簡かん単たんな命令ひとつ聞けぬのか。なぜ、来るなと命じたのか、その理由がわからなかったのか……聞いているのか、緑雨！」

　黙だまり込んでいる緑雨を見下ろす……が、そこには緑雨はいない。ただ、あきれ顔の虹が怪け訝げんそうに尋たずねただけだった。

「あいつ、下に落ちていったけど……いいのか？」
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　空を舞まう小鳥。

　ゆるやかな風にゆれる深しん緑りよくの木々。

　緑ににじむような木もれ日が窓まどから差し込む。

　時の流れも感じない、いつもと変わらないおだやかな日々。

　つい先日の激しい戦いが、まるで夢の中の出来事のよう。

　こころさわいだ冒ぼう険けんを思い起こしてみると……。

「なにが冒険だ」

　頰ほお杖づえをついて何やらうっとりしている緑りよく雨うに、虹こうが嘲ちよう笑しようをあびせてくる。

「おめえひとりが、ぎゃーぎゃー騒さわいでただけじゃねえか。おめえのおかげで誰だれが迷めい惑わくしたと思ってるんだよ」

「でもね。崑こん崙ろんの中にいたんじゃ、あんな体験はできなかったわけでしょ？　あたしの初うい陣じんとしてはまずまずだったと思うし、得ええがたい経験だったとおもわない？」

「初陣だと知ってたら、絶対ついて行かなかったけどな。でもよ、なんでそんなに楽しそうなんだ？　普ふ通つう、落ち込むとかしねえか。あれだけの失敗してよ」

「落ち込んでないわけじゃないけど……失敗は失敗として、次につながるように前向きに考えなくっちゃ。あたしの『緑りよく雨う最さい強きよう天てん仙せん化か計画』はまだ一歩を踏ふみ出したばかりだからね」

「なんだそりゃ？　自分で言ってて恥はずかしくねえか？」

　どうせ緑雨のこと、良からぬ考えに違ちがいない。虹は失しつ笑しようしかける。

「おめえよ、能のう天てん気きなのか？　それとも、これが原げん因いんか？」

　と、虹の尻尾しつぽが緑雨の頭とう頂ちようをかるくなぞった。直後、緑雨は悲ひ鳴めいをあげて尻尾をふりはらい、両手で頭をかかえこんでいた。

「何すんのよ！　まだ腫はれひいてないんだから、さわんないでよね」

「よかったな」

「なにがよ」

　唇くちびるをとがらせる緑雨に、虹は苦く笑しようする。

「まだ痛いたいって感覚だけは残ってるようだから」

「ほっといてよ」

　天てん界かいをゆるがせた叛はん乱らん。それは九きゆう天てん玄げん女じよが羿を退しりぞけたことで終しゆう結けつした。羿が去った後、叛軍はあっけなく瓦が解かいしたのだった。結局、九天玄女や金きん童どうの予よ見けん通り、叛軍は羿ひとりの武ぶ威いによって支ささえられていたのだ。逃とう亡ぼうした羿の行ゆく方えはいまだ知れなかったが、当面は天てん廷ていから危機が去さったといってよかった。

　最大の功こう労ろう者しやである九天玄女と崑崙には、玉ぎよつ皇こう上じよう帝てい直じき々じきに賛さん辞じと報ほう償しようが贈おくられた。これによって崑崙は天界においてますます重きをなすことは間ま違ちがいないが、当の崑崙には勝しよう利りに浮うかれ喜ぶ空気はなかった。

　出しゆつ征せいした崑崙の女じよ仙せんたちのうち、結局四十名あまりは帰き還かんする事ができなかった。これは最近の戦いではもっとも被ひ害がいが甚じん大だいなのだ。

　九天玄女が羿との戦いで負った傷きずも重おもい。命にこそ別べつ状じようはなかったが、しばらくの間は静せい養ようを要し、崑崙の実じつ務むからは離はなれなくてはならない。

　その九天に、緑雨は帰還早々呼び出しをくらった。

　仙人としての心こころ構がまえが甘あまいだとか、仙術の修しゆ業ぎようが足たりないだとか、さんざん説せつ教きようされたあげく鉄てつ拳けんで頭を一発殴なぐられたのだ。そして仙術修業の無む期き限げん停てい止しと『修しゆう文ぶん院いん』での謹きん慎しんを命じられたのだった。

　修文院は崑崙の書庫であり、ここには天界人界のあらゆる書物が収しゆう蔵ぞうされていた。人界ではすでに散さん逸いつされたとされる上じよう古この書や、異い国こくの書も完全な状態で保ほ存ぞんされている。人類の英えい知ちのすべてがここにある……といっても、緑雨にそんなありがたみなど理り解かいできない。日当たりと風通しがいいので昼ひる寝ねにはもってこいの場所という程度の認にん識しきしかないが、今は机の上に積み上げられた書の山を見つめては、ため息をつくばかりだ。

「……でも、九天姉さまも大人げないって思わない？　たしかに普ふ段だんから厳きびしいお人だけど、あんなに怒おこらなくってもいいじゃない」

「あのな。命令違い反はんを見過ごしてたら、他ほかの者にしめしがつかなくなるだろうが。怒って当然だろ？　それに、まだ手て加か減げんしてるほうだな。あいつが本気で怒ったら、おめえ、どうなるか……」

「ど……どうなるのよ」

「あいつが、ほんのちょっと力をいれるだけで、おめえの腸ちようはぐちゃぐちゃ、骨ほねはくだけ脳のうみそは散さん乱らん、目玉はふっとぶ。あっという間に地じ獄ごく行き。お気きの毒どく」

「そんな……」

　つい、眼球が眼がん窩かからこぼれ落ち、割れた頭ず蓋がいから脳みそがたれ流れる様を想そう像ぞうしてしまい、緑雨は両手で顔を覆おおいうめいた。そんな様子をながめて虹はにやりと笑う。

「……でも、羿って一体なにしたかったんだろうな」

　ふいに虹が話を変えてくる。

「羿ってやつ、自分が天てん帝ていになるためにわざわざ叛はん乱らん起こして炎えん帝ていなんて名乗ったんだろ？　決けつ死しの覚かく悟ごだったはずだよな。それにしては、引ひき際ぎわがいいっていうか、あきらめが早いっていうか」

「それは……九天姉さまに叩たたきのめされたからじゃないの？　だから羿は逃にげ出した。みんなそう言ってるし」

「あほう。おめえ、何見てたんだよ」

　九天と羿の対決を見た者は天てん廷てい側にはほとんどいない。例れい外がいが緑雨たちだった。だが緑雨は追ってくる羅ら羅らたちに気をとられていて、彼女たちの対決に気づかなかったのだ。さすがに、虹はめざとく見つけていたようだが。

「羿が九天に覆いかぶさって、刀を頭に突つきつけていたぞ。それで、九天が羿をたたきのめした？　何言ってるんだよ。どうみても九天の負けじゃねえか。で、なんで羿のほうが退ひくんだ？」

　虹は沈ちん黙もくして考え込んでいた。緑雨も腕うで組ぐみして眉まゆをひそめているが、彼女の場合、何も考えていない。虹の様子を横目でうかがっている。

「……そういや、あいつら何か話してたな」

「なにそれ」

「いや、遠すぎてそこまではわからねえけど……あいつら知りあいみたいだったぞ」

「知りあいって？　どういうことよ」

「……おめえな。たずねてばかりじゃなくて、少しは自分で考えろよ」

　と冷ややかに虹は告つげる……が、結局彼が考えを披ひ露ろうすることになる。

「たとえばだ。九天は実は羿の愛あい人じんだとかな。で、九天が『あなたの言うことならなんでも聞きます。命ばかりは助けて』なんて懇こん願がんしてたとか」

「気持ち悪い声こわ音ね使ってんじゃないわよ！」

　師である九天を侮ぶ辱じよくされることは我が慢まんならなかった。とっさにかたわらの竹ちく簡かんをつかんで虹に投げつけるが、虹に軽くかわされたうえ、貴重な司し馬ば遷せん直じき筆ひつの『史し記き』は順じゆん番ばんがわからなくなるほど、ばらばらに飛とび散ちった。

「愛人だなんて……九天姉さまにかぎって、そんなことあるはずない！」

「待てよ。あくまでもたとえ話だ。でも愛人かどうかは別として、ありえねえ話じゃねえぞ。九天の奴やつ、普ふ段だんはすましてるけど、内心では何考えてるか分からねえからな。……実じつ際さい問もん題だい、もし九天が羿に寝ね返がえったとしたら、おめえ、どうするよ」

「ど、どうするって？」

「九天についてゆくのか、崑崙にとどまって九天と戦うのか」

「戦うって……」

　九天と戦う。崑崙と戦う。……そのような事、いままで想像したこともなかった。よく怒おこられもするが九天玄女のことは尊そん敬けいしているし、崑崙の女じよ仙せんが束たばになっても彼女には勝てないだろう。だからといって、崑崙を裏うら切ぎることもできない……。

　しょせんは虹の妄もう想そうなのだが、それを一いつ笑しようすることもできず、緑雨は頭をかかえてふたたびうめいた。

　悩なやめる下したっ端ぱ女仙を、虹はいたく満まん足ぞくげに見やる。そしてひそかにひとりごちた。

「ふん。単純馬ば鹿か女おんな」







　……その時、扉とびらのむこうで不ぶ気き味みな影かげがゆらめいた。

　白い影……よく見ると、それは白くふさふさした尻尾しつぽだった。それが上下に揺ゆれている。

「め～いめい」

「さ……むだ話はともかく、勉強しなくっちゃ。ねえ虹、なんか挿さし絵えつきの本ないの？　そのほうがわかりやすいんだけど」

「どうせ絵しか見ないんだろ？」

「ちゃんと文も読みますって」

「……め～いめい」

「それにしても、ここに本って何なん冊さつあるんだろね」

「知るかよ。でも、全部読み切らないと、九天にお許ゆるしもらえねえんだろ？」

「まさか、絶対無理。読み切るまでに何年かかると思ってんのよ。……まあ、ほとぼりがさめるまで、おとなしくしてるしかないわね」

「……妹メイ妹メイ、無む視しするなんて」

　すすり泣なく声。緑雨は苦々しげに舌した打うちし、

「ああ、もう。そんなところでいじけないでよね、うっとうしいから。飛ひ鼠そ、入っていらっしゃい」

　そう呼びかけると、扉とびら越ごしにネズミが顔をのぞかせてくる。前まえ脚あしで涙なみだをぬぐい、彼……飛鼠は弾はじけるような笑え顔がおをみせる。片手には籠かごをかかえていた。ウサギ跳とびではねるたびに籠から飴あめやらお菓か子しやらがこぼれおちる。それを拾ひろいつつ近ちか寄よってきた。

「緑雨、まじめに勉強してる？」

　別の声。もうひとりが姿をみせた。

「玉ぎよく女じよ姉さま！」

　彼女は茶ちや器き一式を奉ほう茶ちや盤ばんにのせて運はこんできた。真まっ直すぐの背せ筋すじ。律りつ動どう的てきな歩く様さま。九天玄女が冷れい厳げんな雪せつ原げんだとすれば、彼女、玉女は春のうららかな草原。笑顔には清せい涼りよう感かんが満みちており、美び貌ぼうなら九天玄女と甲こう乙おつつけがたいだろう。

　玉女が机つくえに盤を置いて、緑雨の隣となりに腰こしかける。すると飛鼠が籠を差し出してきた。

「妹妹、お腹なかへったでしょ。おやつにしましょうよ」

「お、気がきくわね」

「妹妹のために、ワタクシと玉女娘ニヤン娘ニヤンとで作ったんですよ！」

「え？　玉女姉さまって、今いそがしいんでしょ？」

　玉女は九天玄女の高弟のひとりだった。仙せん術じゆの実力は師に次つぎ、補ほ佐さ役やくとしても絶ぜつ大だいな信しん頼らいをよせられている。叛はん軍ぐんとの戦いでも活かつ躍やくし、帰き還かん後ごも負ふ傷しよう療りよう養よう中の九天の代行として崑崙の庶しよ務むをとりしきっていた。……自じ称しよう九天の一番弟で子し、自称九天に次ぐ仙術の使い手の緑雨などとは違ちがい、本物の実力者なのだ。

「今日一日、九天姉さまからお休みをいただいたの。暇ひまだったからお菓子でも焼いてみたんだけど、食べてみて。味は保ほ証しようしないけどね」
















　そう言って、彼女は茶ちや器きをならべる。

　沸わいた湯を蓋がい碗わんにそそぎ、茶ちや葉ばを入れる。湯と茶葉をゆっくりとなじませたあと、碗から茶ちや杯はいへ茶をそそぎいれた。優ゆう雅がで手て慣なれた手つきだ。

　緑茶の菊きくの花のくすぐったい香かおりがただよう。不ふ老ろう不ふ死しの効こう能のうがあるといわれる菊きつ花か茶ちやだ。

　杯を受けとると、緑雨は一気にのどに流し込み、飲み干ほしていた。

「ああ、だめですよ、妹メイ妹メイ」

　その様子を見ていた飛鼠に、いきなり渋じゆう面めんでとがめられる。

「なんでよ」

「本来、お茶は香りを楽しむものです。牛ぎゆう飲いんはみっともないですよ」

「……悪かったわね。のどが渇かわいてたの」

　するとすかさず虹も苦く笑しようする。

「ふん。こいつに礼れい儀ぎだの作さ法ほうだのがわかるわけねえだろ。言うだけ無む駄だだぜ」

「……悪かったわね。どうせあたしは不ぶ作さ法ほう者もののアホ仙人ですよ」

　神しん獣じゆうは本来仙人の下げ僕ぼくであるはずなのだが、からかいあう彼女たちを見ていると親したしい友人か兄弟のようだ。精せい神しん年ねん齢れいが似に通かよっているのだろう。

「仲間内だし、緑雨が好きなようにお茶を楽しめば、それでいいのよ」

　ほほ笑えましそうに玉女は言い、緑雨の空の杯にお茶をそそぎ足たした。

　飛鼠と虹の様子を横目でうかがいながら、今度は一口だけつける……。

「おお。さっそく実じつ践せんときたか。のみ込みがはやいな。大成長だ。……でも、明日になったら忘わすれてるんだろ？　別の意味ですごいな」

「ああ、あんた、うるさい！」

　熱ねつ湯とうをぶっかけてやろうかとも思ったが、さすがに玉女の前では不作法すぎる。いつの日かかならず目にもの見せてやる……と報ほう復ふくをちかい、怒いかりをおさめた。そして籠かごの中のお菓か子しをつまむ。

　小こ麦むぎ粉こを焼いたお菓子……崑崙八はつ宝ぽう酥そとよばれる物で、八種類の崑崙の霊れい薬やくが練ねり込こまれている。美容にも健康にもたいへんよろしい天界のお菓子だ。

　花や鳥、三日月など、その形はさまざま。緑雨が手にとったのは……。

「これって、あたし？」

「そうかもね」

　思わず緑雨は照てれて笑っていた。小さな顔だちとどこかで見かけたような髪かみ形がた。彼女の横顔を模もしたものだ。

「いやだな。あたしの顔って、もっと細ほそくない？」

　と言うものの、まんざらではなさそうだ。

「お、そっくりだな、しもぶくれ」

「はい？」

　虹も、自分をかたどったお菓子をまじまじと見つめていた。

「なあ、肉ねえのか？　こんな物食っても腹太ふとらねえぞ」

「嫌いやなら食べるな」

　虹からすばやく八宝酥をうばいとり、それをほおばる。薬草の香かおりがするが、苦にが味み自体はうまく消してある。胡桃くるみの素そ朴ぼくな甘かん味みが口の中にとけてひろがった。

「おいしい、これ！」

「……てめえ、なにしやがる」

「あんたの口には合わないんじゃないの、こんな物は」

「うるせえ、それとこれとは別だ！　食い物のうらみは恐おそろしいってことに、まだ気がつかねえようだな！」

「まあまあ、妹メイ妹メイも虹兄さんもケンカしないで。まだいっぱいあるんですから」

　仲ちゆう裁さいに入った飛鼠が、ふたりに次なるお菓子を手わたした。

「……なにこれ」

　うってかわって得え体たいのしれない形だった。イボイノシシかガマガエルか……。

「いちおう妹メイ妹メイのつもりです。ワタクシが作ったんですよ。ちょっと失敗しちゃいましたけど」

「……ちょっとどころじゃないと思うけど……ありがと、飛鼠」

　妙みようにべたべたした手て触ざわり。まだ生なま焼やけなのだろう。それを食べた虹の感かん想そうはというと……。

「見た目はともかく、結構いけるな」

「……そうなの？」

　その言葉を信じて、恐る恐るかじってみる……。

　しょっぱいのか、すっぱいのか、甘あまいのか。

　よくわからない味だが、断だん言げんできる事はひとつ……まずい。玉女と同じ材ざい料りようをつかって、よくここまで仕し上あげることができたものだ。

　しょせん、獣けものと人間の味み覚かくは違ちがうのだろう。しかし文もん句くはいえない。彼も不ぶ器き用ような手先で、彼女のために一いつ生しよう懸けん命めい作ってくれたのだから。

　ひとしれず、お菓か子しを籠かごにもどした。




　　　　２




　玉女は積つみ上げられた書の中から一冊手に取り、めくっていた。そして記しるされていた一いつ遍ぺんの詩を歌い上げる。

「寂せき寞ばくたる深しん閨けい。柔じゆう腸ちようは一いつ寸すん、愁うれいは千せん縷る。

　春はるを惜おしめども春はるは去いき、幾いく点てんの花はなを催うながす雨あめ。

　欄らん干かんに倚い遍へんす。只ただ是これ情じよう緒ちよ無なし。

　人ひとは何処いずこ、連れん天てんの衰すい草そう、帰き来らいの道みちを望ぼう断だんす」

　透すき通とおった歌声だった。ゆるやかだが悄しよう然ぜんとした旋せん律りつは、詞の物もの悲がなしさをいっそう際きわ立だたせた。

「……李り清せい照しようの『点てん絳こう唇しん』ね」

「どういう意味の詞なの？」

　詞をあじわっている玉女に、緑雨はたずねた。

「李清照は宋そう代の女じよ流りゆう詩し人じんでね。これは離はなれ離れになった親したしい人のことを想おもう詞なんだけど……。

　……ひとり寝ねの寂さびしい寝しん室しつ。あなたへの想おもいはかぞえきれないほどの愁うれい。春は惜おしんでも去さってゆき、幾いく点てんもの雨に花は散ってゆく。欄干によりかかり彼方かなたを眺ながめてみても、気持ちは沈しずんだまま。あの人はどこにいる？　天に連つらなる芳かぐわしい花はあの人の帰き路ろをおおいかくす。

　……悲しげだけど、いい詞よね」

「……なるほどね」

　ぎこちなくうなずいている緑雨に、待ってましたとばかりに虹が横よこ槍やりをいれてくる。

「なにが、なるほどだ。これっぽっちも理解できてねえくせによ」

「こ、これくらいならわかるわよ！　そういうあんたは、わかるっての？」

「おれはしょせん獣けものだからな。わかるわけねえ……」

　その時、どこからかすすり泣く声が……。

「……李清照さんって、心の底から待ちこがれていたんですね、好きな人が帰ってくるのを。……いいなあ。でもワタクシとしては李清照作でも『聲せい聲せい慢まん』のほうが好きですけどね」

　と言って、飛鼠は両りよう腕うでを胸むねの前に組み、恍こう惚こつとして長ちよう嘯しようする。

「……尋じん尋じんなり覓べき覓べきなり（さがしても、さがしても）

　……冷れい冷れいなり清せい清せいなり（さびしくて、さびしくて）

　……凄せい凄せいなり惨さん惨さんなり戚せき戚せきなり（かなしくて、かなしくて、かなしくて）

　……乍たちまち暖だんは寒かんに還かえりたる時じ候こう、最もつとも難がたき将しよう息そく（暖かくなったり寒くなったりするこの頃ころが、一番寝ねつくことができませぬ）

　……三さん杯ばい両りよう盞せんの淡たん酒しゆ、怎いかでか他それに敵かなわん、暁あかつき来らい風かぜ急きゆうなり（肴さかなのないお酒では、どうしてそれに敵かないましょう。明け方になってもずっと風が吹ふいています）……」

　彼の歌声は玉女に負けないほどの美び声せいだったが、途と中ちゆうから嗚お咽えつにかわって意味をなさなくなった。何かつらい事でもあるのだろうか？

「……玉女姉さま、質問」

　緑雨がたずねた。

「崑崙の仙せん術じゆつって、詩し詞しの形式になってるけど、どうしてなの？」

「それはね」

　玉女は詩集を閉とじて、緑雨にほほ笑えみかけた。

「仙術は仙功……つまり体内の気を練ねりあつめて、それを有ゆう形けい無む形けいの形に変えて発はつ現げんさせる。その際さいどのような効こう力りよくを発生させるか、それは詩の内容によって変わってくる。それは分かるわよね」

「う……うん。なんとなく」

「でも、単に詩を記き憶おくして唱えるだけでは仙術とはならない。いくら仙功が強くても仙術は思うようにはあつかえないのよ。その詩を理り解かいし、感情のおもむくまま気を導みちびかなくてはね。たとえば、同じ詩を唱えても、緑雨と九天姉さまでは仙術の効こう果かも威い力りよくも違ちがうのは、その詩をどう理解するかが違うからよ」

「う……う？」

「でも、うまく仙術が使えないからといって、あせることはないわ。九天姉さまが使うような高度な仙術を真ま似ねしようとしても今は無む理り。まずは、あなたの好きな詩を見つけてそれを理解し、そこから自分なりの仙術をあみださなくっちゃね」

「う……」

「気を落とさなくても大だい丈じよう夫ぶよ。あなたもこれからいろんな経けい験けんや恋こいをすることによって、自然と詩し情じようを理解できるようになるから」

「恋って？」

「あ、いえ」

　一いつ瞬しゆん、玉女は口ごもったようだった。

「花や鳥、自然を愛あいするということよ」

「なるほどね」

　本当に理解できたのか不明だが、緑雨はしきりに感心してうなずいている。

　彼女の背後では、我われ関かんせずとばかりに、神しん獣じゆうたちが仲なか良よくじゃれあっていた。

「虹兄さん、八はつ宝ぽう酥そ、もひとついかがです？」

「お、悪いな、でぶネズミ」

「……ぐぎゅああ！　腕うでまで食べないで！」

「菓か子しなんかより、おめえのほうがうまそうだ」

「ああ、もう。静かにしてよね！　今とってもいいお話してるんだから！」

　ふり返って叱しかりつける。その姿を見て、玉女が不ふ審しんげにつぶやいていた。

「……緑雨、服、やぶけてる」

「へ？」

　指し摘てきされて、緑雨はあわてて自分の腋わきの下をのぞき込んだ。すると、確かに腋から腰こしにかけて鋭するどい裂さけ目が走っていた。何か刃は物もののようなもので裂いたような破やぶれ目だった。

「あ！　いつの間に」

「着き替がえてきて。私が繕つくろってあげるから」

「……いや、これくらいなら、自分で」

　と言うものの、緑雨にとって裁さい縫ほうは勉強の次に苦手だったりする。不ぶ器き用ようなのは自覚しているのだが、さすがにそこまで甘あまえるわけにはいかないだろう。玉女のせっかくの休日に、そんなことのために時間をとらせるのは心苦しい……。

「遠えん慮りよしない。たまにはお姉さんぶらしてよ。お言葉に甘えなさい」

　そんな彼女の心情をみすかしたように、玉女はほほ笑えんだ。







　……ついでに、たまっていた縫ぬい物も頼たのんでいる間に、緑雨は読書に没ぼつ頭とうしていた。

　と見えて、実のところ、波なみのように迫せまり来る睡すい魔まにもてあそばれていた。机に頭をぶつけて、驚おどろいたように跳はね起き、口元のよだれをぬぐう。あくびをしても目をこすっても眠ねむ気けは去らない。お茶を飲んでも、ますます瞼まぶたは重くなるばかりだった。

「……ねえ……りょくう」

　玉女の声が、はるか遠くから響ひびいているように聞こえた。

「あなた、他ほかの地ち仙せんの子たちと仲良くしてる？」

「ふえ？」

　地仙は最下級の仙人。この崑崙においては見み習ならいあつかいであり、当然緑雨も地仙のひとりだった。一方、九天玄女は最上級の仙人……天てん仙せんであり、玉女などは次位にあたる真しん仙せんということになる。

「あなた、あまり他の子と一いつ緒しよにいるのを見かけないから。……ケンカでもしてる？」

「……そんなことはないけど」

　眠気か、別の理由があるのか、緑雨は言いよどんでいた。そんな様子に、玉女も彼女の置かれた情じよう状じようをなんとなく察さつしていたようだった。

「これからずっと、みんなとはつき合っていかなければならない。ありきたりな言葉だけど、ひとりでは何もできないから、助け合わなくちゃ。……狭せまい崑崙だから、何かと嫌いやな事もあるでしょうけど、あなた明るいから、きっとみんなとうまくやっていけるわ」

　叱しつ咤たではなく、優やさしく諭さとす言葉。それに緑雨はうつむいて聞き入っていた。

「……私がずっとそばにいてあげられたらいいのだけど……そうできるとも限らないし」

「え？」

　意味を理解しかねて、緑雨は玉女を見上げていた。そんな反はん応のうに、玉女は一いつ瞬しゆん驚いたようだった。

「それは……これから崑崙もなにかと忙いそがしくなりそうだし、私も九天姉さまのお手伝いで、あなたに構かまえなくなるかもしれないから」

「そうよね。玉女姉さまって才能あるからなあ……いいなあ、あたしもいつかは玉女姉さまや九天姉さまのようになりたいよ。でも、九天姉さまには怒おこられてばかりだし……。九天姉さまって、あたしのこと嫌きらいなのかな」

「そんなことないわよ。九天姉さまは地仙の中では、あなたのことを一番期き待たいしている」

「え、本当？」

「もちろん。九天姉さまが厳きびしいのは、あなたに立りつ派ぱな仙人になってほしいからなのよ。私だって昔はさんざん怒られてたんだから」

「な、なるほど」

　九天の厳しさが愛あい情じようの裏うら返がえしだと知って、単純な緑雨としては有う頂ちよう天てんにならざるをえない。しかし玉女はつけくわえた……九天の口まねをして。

「ただ、こうもおっしゃっていた。『あいつ、ほめるとすぐに調子に乗るからな。だからつまらない失敗ばかりする。玉女も、緑雨に甘あまい顔をするな』……そういうことだから、見返すためにも、いっぱい勉強しなくちゃね」

「……それが一番の問題でございますよ」

　途と端たんにうなだれて、緑雨は本の上に顔をうずめていた。




　　　　３




　……見覚えのない風景。

　茫ぼう洋ようとした景け色しきが眼めに映うつし出されていた。

　周囲には切り立った岩いわ山やまがつらなり、とがった岩がむき出しに転がっている大地には樹じゆ木もくや草は一本も生はえてはいなかった。鳥や動物の姿はなく、風もない。物音ひとつない。

　彼女の前には祭さい壇だんのような台が置かれ、線せん香こうの束たばが燃もえ盛さかっていた。その煙けむりで、あたりの空気は白く濁にごっている。

　彼女は純じゆん白ぱくの長ちよう衣いをまとっていた。絹けん服ふくであるらしく、おぼろげな陽光の下でもかがやいていた。腕うでよりも長い袖そで口ぐちには赤い紋もん様よう……炎ほのおの帯が蛇へびのようにからみついている。

　髪かみは結ゆってはおらず、腰こしまでさらりと流れている。背の丈たけは変わりないが、胸むねまわりだけは少しだけ成長したかのよう……。

　ちょっと得した気分だ。

「ん？」

　人の気配……それに気づいて顔を上げると、眼前には人々がひざまずいていた。何人いるのか……端はしのほうは白い靄もやの中に消えてわからないが、千、あるいは二千、それ以上はいるようだった。

　みな両りよう膝ひざをついて、額ひたいを地面にこすりつけるほど頭をたれている。その彼らが一いつ斉せいに叫さけんだ。

「緑雨様！　万ばん歳ざい！　万歳！　万ばん万ばん歳ざい！」

　歓かん呼こは大海のようにうねり、大地が揺ゆれた。

「ちょ、ちょっと」

　異い様よう。それを前に、彼女はあわてふためいた。

　彼らは何者なのだろうか。男もいれば女もいる。老人から童わらべまで年ねん齢れいはさまざまのようだが、共通していることといえば……服装。みな、ところどころ破れた泥どろまみれの汚きたない服を着ており、頭には色あせた赤い布を巻いている。彼らは天てん帝ていにでも拝はい謁えつするかのように彼女に対してかしこまっていた。

　彼女のとまどいをよそに、歓呼はしばらく続いた。それがおさまると逆に静せい寂じやくにもどる。人々が身動きひとつしなくなったのだ。

「……緑雨様」

　呆ぼう然ぜんとしていると、かたわらから呼びかけられた。そこからひとりの男が進み出てきた。彼女と同じような白い長衣をまとっており、頭には人々と同じ赤い布を巻いていた。顔は浅黒く、どこかいかがわしい雰ふん囲い気きがある。彼女の知らない男だった。

　男はひざまずき、恭うやうやしそうに一礼する。そしておごそかに告つげた。

「緑雨様のご威い光こう、まさに天地を覆おおい尽つくし、東とう海かい西せい域いきの果はてまでも響ひびき渡わたってございます。緑雨様の御おん名なを聞けば、どのような鬼き畜ちく邪じや鬼きでもひれふしましょう。先日も民たみをしいたげる極ごく悪あく官かん匪ぴを成せい敗ばいいたしましたところ、苦く役えきと重じゆう税ぜいから解とき放はなたれた民たみ草くさも緑雨様のご神しん徳とくにうたれ、我わが教団に帰き依えしたいと申し出てまいりました」

「ちょ、ちょっと待ってよ」

　ご神徳だの教団だの、この男が何を言っているのか、さっぱりわからない。しかし、男は意に介かいそうともせず勝手にしゃべり続ける。

「本日はその極悪官かん吏りを捕とらえてまいりました。緑雨様。この官匪になにとぞ神のご沙さ汰たを！」

「神のご沙汰を！」

　男に続いて、人々が一いつ斉せいに唱しよう和わした。彼らはみな、目つきが異様だ。何かにとりつかれたように血走っているのだ。薄うす気き味み悪さに彼女は怖おじ気けづいた。

　数人の武装した兵士……やはり頭に赤い頭ず巾きんを巻いている……が、囚しゆう人じんを引きずってきた。

「妹メイ妹メイ、たすけて！」

　あまりにも聞きおぼえのある声……捕らわれていたのは飛ひ鼠そにほかならない。

「まさか、飛鼠が極悪官吏？」

「さようでございます。このでぶネズミでございます」

「この子が何したっていうのよ」

「は。こやつは恐おそれ多くも、緑雨様にご献けん上じようするはずであったおやつを奪うばい取り、そのうえ盗ぬすみ食ぐいまで働はたらきました。ああ、畜ちく生しようの分ぶん際ざいでなんと強ごう欲よくな！　その罪つみ万ばん死しに値あたいしましょう」

　男はおおげさな身み振ぶり手振りで答える。自分に陶とう酔すいしているようだ。

　体中縄なわで縛しばりつけられている飛鼠は、涙なみだと鼻はな水みずをたれ流して泣きじゃくっていた。

「……ごめんなさい、妹メイ妹メイ。ちょっとお腹がすいてただけなんですよう」

「え？　でも、ひどいじゃない。そういや、部屋に隠かくしておいたお菓か子しがなくなってることがあるけど、それもあんたの仕し業わざ……じゃなくて、そんなことは構かまわないわ。はなしてあげてよ」

「首と胴どうをきりはなせ？　斬ざん首しゆですな。わかりました、では」

　男は刀をすらりと抜ぬき放ち、鈍にぶい光をはなつ刃やいばを飛鼠の首にそえた。

「違ちがうって！　縄をほどけって言ってんの！」

「縄で首をくくれ？　縛り首ですな。わかりました、では」

「あんた、わざと言ってるでしょ！」

　怒ど鳴なると、男は鞭むちで打たれたかのように身体からだをふるわせ、額ひたいを地面にこすりつけた。

「りょ、緑雨様、出すぎたまねを……どうかお許しくださいませ」

　何度も額を地面にたたきつける。そのうち血が噴ふき出し、男の顔面は真っ赤に染まっていた。そして兵士たちに怒鳴った。

「こらっ、はやくそのでぶネズミ様を解き放たぬか！」

「は！　方ほう教きよう主しゆ！」

　自由の身になった飛鼠は、感かん涙るいして彼女の胸に飛び込んできた。とめどなくあふれ出る涙と鼻水とよだれで、彼女の衣い服ふくはどろどろに……。押おしのけようとするが、飛鼠はひしっとしがみついて離はなれない。

「ありがと、ありがと、めいめい～」

「う……うん。飛鼠、もう盗み食いはしないでね」

　諭さとすが、とたんに飛鼠はそらぞらしく顔をそむける……。

　その時、

「おい、緑雨！」

　背後から鋭するどく呼びすてられ、彼女は振ふり向いた。

　そこにいたのは……虹。

　だが彼の様よう相そうの違いに、彼女はのけぞっていた。

　長大な体たい軀く。大たい樹じゆのように太い四肢。鉄てつ板ぱんすら一撃げきで引き裂さきそうな鉤かぎ爪づめ。犀さいの角つのを連れん想そうさせる鋭く巨きよ大だいな牙きば。身体からは、赤や青、紫むらさきといった鮮せん烈れつな光こう芒ぼうが絶たえ間まなくほとばしる。

　美しい竜りゆう……というよりも、その名の通りまさしく……虹にじ。

「……あんた、なにそれ」

「格かつ好こいいだろ」

「そ……そうかな」

「なんだ？　文もん句くあるのか！」

「……いえ。ありません」

　姿は変化しても、性格はまるでかわってない。冷れい酷こく凶きよう猛もう残ざん虐ぎやく無む比ひな眼光でにらみつけられ、彼女は沈ちん黙もくするしかない。

　彼の貪どん欲よくそうな顎あごから、多量の唾だ液えきがしたたり落ちてくる。

「そのでぶネズミ、おめえが食わないなら、おれ様がいただくぜ！」

　鉤爪が飛鼠の首くび根ねっこをつかみ取っていた。

「ぎゃ、たすけて、妹メイ妹メイ！」

「虹、やめなさい！」

　だが命令は完全に無む視しされる。泣きわめく飛鼠を虹はひと吞のみし、味わうようにゆっくり咀そ嚼しやくすると、口の端はしから鮮せん血けつが飛び散ちった。骨ほねを砕くだく嫌いやな音が鳴なり響ひびく。そして愉ゆ悦えつにひたった笑えみをうかべ、

「思った通りだぜ。こいつ、うめえ！」

「ちょっと、あんたひどすぎる！」

　突とつ如じよの惨さん劇げきに目を背そむけられなかった。彼女は怒いかりにふるえ、拳こぶしをにぎりしめた。

「あんたはね、いつも自分勝手！　少しはまわりの迷めい惑わくを考えたらどうなのよ！」

「それは、おめえのことだろうが」

「はい？」

　そう言い返されると、思い当たる事ばかりで二の句をつぐことができない。

「……そ、それはとにかくよ。すこしは飛鼠ともなかよく……」

「おい、緑雨！」

　ふたたび背後から呼びすてられた。彼女は振ふり向きもせず、怒ど鳴なり返した。

「うるさい！　いま説せつ教きよう中なの！」

「ほう、他人に説教とはいい身分になったな、緑雨。地ち仙せん風ふ情ぜいのくせに」

　冷ややかな言葉の槍やりが彼女を串くし刺ざしにした。

　条件反射的に彼女の身体からだは硬こう直ちよくする。ぎこちないそぶりで振り向いてみると……。

　そこに紫し衫さんの女がいた。彼女は腕うで組くみし、渋しぶい表情で彼女を見下ろしていたのだ。

「きゅ、きゅ」

　言葉が続かない。

　九天玄女は不ふ快かいさを隠かくそうともせず、怒ど気きまじりの声を振りおろした。

「説教も結構。だが、他人にあれこれ言う前に、やるべきことをおまえはやっているのだろうな！」

　伸のびてきた腕に、襟えり首くびをつかみ取られていた。

「『文もん選ぜん』は当然、熟じゆく読どくしたのであろうな？」

「……えっと……これから」

「なにがこれからだ！」

「ふぎゃん！」

　瞬しゆん時じの平手打ちが、彼女の頰ほおに爆ばく発はつした。

「杜と甫ほは！　李り太たい白はくは！　白はく楽らく天てんは！　李り商しよう隠いんは！　蘇そ東とう坡ばは！　陸りく游ゆうは！　おらおらっ、どうした！」

　左右の殴おう打だは延えん々えんと続き……しまいには腕の振りすら見えなくなった。

「万ばん歳ざい！　万歳！　万歳！」

　殴打にあわせて、人々が唱和する。白衣の男も、虹も、なぜか食われたはずの飛鼠までも……。万歳万歳の歓かん呼こがいつまでもくり返される。

「ごめんなさい！　ごめんなさい！」

　謝あやまっても、ゆるしてはもらえなかった。

「これからまじめに勉強するから、堪かん忍にんしてえ！」







　迷めい穀こくの花の光は、彼女の心の動どう揺ようを映し出すかのようにゆれていた。

　小さな灯火が暗くなった部屋を照らしている。跳はね起おきた緑雨はしばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、そのやわらかい光に、我にかえったようだ。

「……うう。こわかったよ」

　頰をぬらしていた涙なみだをぬぐった。

　夢……。

　九天玄女の叱しつ責せきが夢でよかった……と、ようやく安あん堵どした。

　いつの間にか眠ねむってしまったようだ。読みかけのまま開いていた『文選』の上には、大きなよだれのしみが残っていた。墨すみで書かれていたために、その個か所しよの文字がにじんでいる。あわててふき取ろうとすると、その頁ページが派は手でに破けた。

「……まずっ」

　大事な書を損そこねたことを九天に知られると、どんなお仕し置おきを受けるかわからない。夢の中のできごとを思い出してふるえるが、決して大げさな夢む想そうではなかった。現実に起こりえるのだ。そっと書を閉とじ、書しよ籍せきの山の中の下のほうに押おし込む。しらばっくれるつもりだろう。

　窓の外は、すでに夜の闇やみに覆おおい隠かくされている。

「……さて、今日もがんばった。部屋で休もうかな」

　何をがんばったのかは知らないが、彼女は背せ伸のびして立ち上がる。

　足元では、虹と飛鼠がなかよく寄より添そい眠っていた。こうしてみると、なかなかほほ笑えましい二匹ひきだ。

　虹が何やらつぶやいた。

「……おもったとおりだぞ、こいつ、うめえ……りょくう……おめえも……くって」

　食ってみろ、と言いたいのか……あるいは、食ってやる、と言いたいのか。

　飛鼠もつぶやいていた。

「……いつのひか……ぶちのめす……」

　日ごろ温おん厚こうな彼には似合わない不ふ穏おんな発言だった。鬱うつ積せきしているものがあるに違ちがいない。しかし、だれをぶちのめそうというのだろうか。

「あれ？　玉女姉さま……」

　そこに、彼女の姿だけ見当たらなかった。茶ちや器きやお菓か子しの籠かごは置いてあるので帰ってはいないようだが。

「なるほどね。奥おくの書庫で本読んでるのか」

　勉強嫌ぎらいの緑雨などとは違い、玉女はまじめで読書家なのだ。

　緑雨は眠ねむ気けの残る足どりで、ふらふらと書庫に向かっていた。

「さすが玉女姉さま、あたしには到とう底てい真ま似ねできないよ。すぐに眠くなるからね～」

　それを九天玄女が聞いたら、ゲンコツのひとつやふたつは落ちてきそうだ。確実に。

　迷めい穀こくの花か光こうが通路を照てらし出してくれているため、つまずくことはなかった。通路の両側には十の房ぼうがあり、それぞれに膨ぼう大だいな書籍や経きよう典てんが収められている。それは房によって種類分けされており、どこに何が収められているのか、すぐに分かる。もちろん緑雨以外……。管かん理りしている九天玄女がおそろしく几き帳ちよう面めんだからだろう。

　房の扉とびらを開けると、紙や竹ちく簡かんの酸すいにおいに押おし包まれる。それに圧あつ倒とうされ、目まいと頭ず痛つうをおぼえた。苦にが手てなにおいだ。

　中は暗くら闇やみで、ひとけはない。

　他ほかの房をのぞいてみても同じだった。

「あれ……おかしいな」

　どこにも玉女の姿はなかった。それとも、すでに帰ったのだろうか。

　探しているうちに、最さい奥おうの房にまでたどりついていた。

　はじめて来る場所。修しゆう文ぶん院いんですら、謹きん慎しん中以外は昼ひる寝ねのために訪おとずれる程度なのだ。こんな奥おくまで来たことは今までなかった。

　その扉に、まず目をうばわれた。

　その部屋だけ扉が違っている。鉄てつ格ごう子しの扉だった。

　さらに、その奥にもぶ厚あつそうな木の扉が行く手をはばむ。二重扉になってるようだ。

　表の表ひよう札さつには、なにやら札ふだが掛かけられてある。

　それには……。

『禁書房　不得許可者不要入房　九天玄女』

「なんだこれ？」

　九天が書いたものだろうが、あまりにも流りゆう麗れいな筆ふで遣づかいのために、緑雨には意味がまるで読み取れなかった。

「……なんか、おっかなそうなところだけど……」

　鉄格子を押してみる……と、意外にもあっさり開いた。

　ためしに奥の扉も押してみると、こちらも同様にかるく開く。

　その奥には、まだ通路が続いているようだ。灯ひはなく、そこから先は確かく認にんできない。

「ほんとにここ、書庫？」

　足を踏ふみ入れると、ざわり……とした冷つめたい空気が全身を包み込む。

　暗闇の中を壁かべ伝づたいにゆっくりと進んでみる。一歩踏み出すにしたがって、鼓こ動どうの高たか鳴なりをおぼえた。

　侵しん入にゆうを拒こばむような鉄格子の扉とびら……。

　意味あり気な表札……。

　どこまでも続くような暗い通路……。

　何がこの奥に隠かくされているのだろうか。

「……この奥に、古い井い戸どがあって……そこに太たい古この魔ま物ものが封ふう印いんされていて……封印を解とかれた百八の魔物は天界を破は滅めつにおいやる……とか」

　ひとりごちて、緑雨はおもわず身ぶるいする……が、それは二、三日前に彼女が読んだ通つう俗ぞく小説のあらすじだ。

「それで……崑崙の英えい雄ゆう九天姉さま、玉女姉さま、そしてあたし緑雨が崑崙軍をひきいて……激げき戦せんのすえ魔物を退たい治じする……なんてことは」

　ありかもしれない。

　などと妄もう想そうしている間に、曲まがりくねった通路をすぎて広間へと出てきた。そこは、どこからか光が漏もれており、明るいとはいえないが内部の輪りん郭かくはわかる。

　その部屋には五、六列の書しよ架かが並べられていた。

「……そんなわけないか。普ふ通つうの書庫じゃない」

　なかば残ざん念ねんそうに、なかばほっとして、緑雨は息をつく。

　その奥おく、書架に隠れた陰かげで光が揺ゆれた。

「……ん？」

　そこへ向かおうとしたとき、壁かべに人の影かげが映し出された。

　見み慣なれた輪りん郭かく。

　玉女だ。

（やっぱり本読んでるみたいね。……驚おどろかせてみようか）

　と、ひそかに笑った。背後から近づき大声をあげたら、普段落ち着いた彼女はどういった反はん応のうをみせるのだろうか。

　忍しのび足で、彼女に近づこうとした……その時。

「すまない」

　その声に、緑雨自身が叫さけびそうになった。

「……すまない。こんなことに君まで巻き込みたくはなかったのだが」

　聞きおぼえのない……低く、凍こごえるような声。

（……男？）

　崑崙は女じよ仙せんの世界。つまり男なん人にん禁きん制せいなのだ。崑崙の長おさである西せい王おう母ぼが招まねいた賓ひん客きやくや天てん廷ていからの使者以外、たとえ高こう位いの神しん仙せんであろうと部外者の男がみだりに崑崙内に立ち入る事は許ゆるされない。

　だが、今の声はとうてい女のものとは思えなかった。だが、なぜこのような書庫に男がいるのか……。

　緑雨はとっさに書架の陰にかくれていた。

　女の影の前に長身の影が映った。

　背の高い男だ。

「かまわない。あなたのお役にたてるのだったら……」

　女の声……それはまぎれもなく玉女のものだったが、やさしい声こわ音ねでも、緑雨に聴きかせるものとは異い質しつに感じた。

　他ほかには誰もいない。彼女たちふたりだけのようだ。

　ひそめた男の声がかすれながら聞こえてくる。

「……これさえあれば……玉女娘ニヤン娘ニヤン、君には感かん謝しやしている。君の助けがなければ、これは手に入らなかった」

「いいの。気にしないで」

　玉女の影かげがうつむき、しばらく沈ちん黙もくがつづいた。そして、

「……もう逢あえなくなる？」

　胸の奥おくから押おし出すような声……それが続く。

「私も連つれて行って。あなたのお手て伝つだいがしたい……」

　懇こん願がんする声に、男は答えなかった。

「……それとも、私では足あし手でまとい？」

「……いや。君は私などより数倍優すぐれた人だ。手伝ってくれるなら、ぜひそうしてほしい。……ただ、君にも崑崙にも迷めい惑わくをかけてしまうことになるが」

「関係ない。これは私自身の意志。私の責任においてすること……王母さまや九天姉さまには迷惑をかけない」

「……そうか。わかった」

　聞き入っていた男は沈黙し、やがてうなずいた。

　男の腕うでが、玉女の肩かたにのびたようだ。

「……では、常じよう陽よう山ざんのふもとで落ち合おう……次の新しん月げつの夜に」

「……うん」

　それ以上、ふたりはなにも語り合わなかった。

　ふたつの影が寄り添そい……重かさなった。







　もうそこには留とどまっていられなかった。顔をそむけ、身体からだのふるえを感じながら、ふらついた足取りで書庫から出ていた。もとの部屋に戻もどると、椅い子すに腰こしかけて、机の上に身をふせた。
















（……落ち着いてよ）

　そう自分に言いきかせても、動どう揺ようは増すばかりだった。

　しばらくすると、背後に気配を感じた。

　振ふり向けない。息もせずに耳をそばだてると、ふたり分の足音が鼓こ膜まくをうつ。そのうちのひとりは足早に修文院から出て行った。その場に残ったのは、もうひとり……。

　それが玉女だとわかっていたが、話しかけることはもちろん、身じろぎひとつすることもできなかった。

（……玉女姉さま、あそこで何してた？）

（……あの人は誰？）

　そう問いただすことなどできない。彼女の隠かくされた秘ひ密みつをのぞいたようで、罪ざい悪あく感かんにさいなまれていた。

　それ以上に。

　……怒おこるかもしれない。

　嫌きらわれることが……なによりも恐こわかった。

　緑雨の背に、ゆっくりと気配が近づいてくる。それは背後で止まり、足元の飛鼠を揺ゆり起おこしていた。

「……もう遅おそいから、部屋で休みましょう」

「……ふみゅ」

　鼓こ動どうが乱みだれ打ち、身体がふるえそうになる。それを必ひつ死しでこらえていた。玉女の腕うでが、彼女の顔をかすめて差し出されていた。そして、机に置かれた茶ちや器きと籠かごを取ると、玉女は飛鼠とともに部屋から出てゆく。

　その時……目の端はしで、玉女の表情をうかがう事ができた。

　紅こう潮ちようした顔……。

　うるんだ瞳ひとみ……。

　頰ほおが、灯とう火かをうけて光っていた。

　ひとすじの涙なみだ……。

　しばらく緑雨は、そのままうつ伏ぶせていた。

　静かに時はきざまれる……。
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　数日後、緑雨の謹きん慎しんは解とかれた。

　意外と早く許してもらえたのだ。だが、九天玄女に呼び出されると、さんざんお小言をもらうはめになった。

　そして最後に一言。

「……もう勝手な行動はとらぬと誓ちかうか？」

「ふえい、ちかいますう」

「なんだ、その言いぐさは」

「あ、いえ、誓います！　九天姉さまの言いつけは絶対に守ります。……ほら虹。あんたも誓って」

「なんで、おれまで謝あやまらなきゃならねえんだよ！」

「だって、あんただって同どう罪ざい……」

「やめぬか！」

　九天の一いつ喝かつに、緑雨はたじろいで肩かたをすくめる。虹はというと素そ知しらぬふりだ。

「率そつ直ちよくに反はん省せいせぬのが、おまえの悪いところだ。緑雨、もっと崑崙の仙せん人にんであるという自覚をもて。ゆくゆくは私の跡あとをついで崑崙を統とう率そつしてもらわねばならぬのだぞ」

「えっ、あたしが」

　九天の意外な言葉に、緑雨は瞳ひとみを見開いた。

（やっぱり、九天姉さまはあたしの本当の実力をわかってくれている！）

　だが、その浅あさはかな心情を見み透すかしているのか、九天の瞳は冷ひややかだ。

「勘かん違ちがいするなよ。おまえのその態たい度どでは何百年かかろうとも無理だと言っておるのだ。今のおまえの力では何の役にもたたぬ。仙術うんぬんよりも、まず性しよう根ねからたたきなおせ」

「……ふい」

「なんだ？」

「あ、いえ、はい、わかりました！」

　弾はじかれたように背せ筋すじをのばす緑雨に、九天は苦く笑しようをむける。

「あとで、玉女に礼を言っておけよ」

「え、なんでです？」

「玉女がな……緑雨はまじめに詩し詞しの理り解かいに取り組んでいる。心をいれかえただろうから、許してやってくれ……そう申しておった。本当なら、あと十年は謹きん慎しんさせるつもりだったのだからな」

「じゅ……十年」

　おおげさではない。九天玄女ならやりかねないのだ。その間修文院に閉じこめられていたら、書の山の中で発はつ狂きようしてしまう……。

「玉女がいつまでもおまえに優やさしいと思うなよ」

　表情は変わらないが、目だけを細めて九天は告げた。

「……どういうことです？」

　緑雨の脳のう裏りに浮うかんだのは、あの夜の出で来き事ごとだった。あれ以来、玉女とはまだ顔をあわせていなかった。自分から会いに行く勇ゆう気きはだせなかったし、会ったところで何を言っていいのかわからない。もちろん、差さし障さわりのない話をすればいいのだろうが、態度に出そうで恐こわい。それがどういう結果になるのか予想もつかない。優やさしい友人のままでいてくれるのか、わからない。

　だが、九天が告げたのはまったく別の事だった。

「玉女は、この間の戦いでもみなをよく指し揮きしていたし、私が休んでいる今も崑崙をよく取り仕切っている。もう実績は十分だろう。あいつをそろそろ私と同どう格かくの天仙に昇しよう格かくさせてもよい頃だ。崑崙を指し導どうしてゆくためにも、もう少し厳きびしさをもってほしいところだがな」

「玉女姉さまが……天仙」

「これからは玉女も忙いそがしくなる。その分、私の手が空すくというわけだ。だから、おまえには今以上の時間をかけて修しゆう練れんを見てやることができる。厳しくいくからな、覚かく悟ごしておけよ。……おい、あからさまに嫌いやそうな顔をするな」

「あ、いえ、そんなことは……」

　緑雨はうつむいたが、考えていたのは別の事だった。

　玉女が天仙に昇格すること自体は喜よろこばしいことだ。以前に玉女が言っていた……これから崑崙も何かと忙しくなりそうだし、私も九天姉さまのお手伝いで、あなたに構えなくなるかもしれないから……というのは、天仙昇格のことを指していたのだろうか。

「ところで緑雨」

「はい？」

　おもわず声が裏うら返がえった。

「謹慎中、唐とう詩しのひとつやふたつは、当然おぼえたのであろうな」

「そ、そりゃ、もちろん」

「では、李り白はくの『秋しゆう浦ほ歌か』は？」

「えっと……頭はすっかり真っ白け。悩なやんでばかりでこんなになっちゃった。鏡かがみを見るのも恐いけど、この白髪しらが、どこからやって来たんだろ？」

「……孟もう浩こう然ねんの『春しゆん暁ぎよう』は？」

「春の夜明けは眠ねむくてたまんない。鳥の鳴き声もうっとうしいわ。そういや夜、雨降ってたよね。おかげで庭にわの花も全ぜん滅めつだ」

「……どうしたらそんな風に覚えるのだ」

　九天は怪け我がをしていない左手で目め頭がしらを押おさえていた。感動したはずもなく、頭ず痛つうを感じたようだ。わずかの間うつむいていた後、彼女はふいに声をたてずに笑った。苦く笑しようのようだが、表情は明るかった。

「いや。あせる必要はあるまい。時間はたっぷりあるのだ。ひとつひとつ覚えてゆけばよい」

「……ふえっす」

　緑雨は一礼し、早々に九天の前から退たい出しゆつした。これ以上長なが居いして、さらに嫌いやみを言われるのもつまらない。

「よう、今の詩、良かったぞ」

　彼女の背中にしがみついている虹は感心しきりだった。

「本当！　あたしなりに詩し情じようをこめてみたんだけど、どうよ」

「ああ、何て言うか、久々に笑わらえた」

「……そうですか」

　しょせん虹のような低てい俗ぞくな獣けものには、高こう尚しような詩情など理解できない……と緑雨はきめつけていた。

　ともあれ、緑雨たちは軟なん禁きんを解とかれ自室に戻もどってきた……といっても、謹きん慎しん中ちゆうも寝ねる時は自室で眠っていたのだが。

　女じよ仙せんたちにはそれぞれ個室が用意されてはいたが、緑雨は虹と同室だった。飛鼠はというと、もっぱら玉女の部屋に入りびたっているらしい。

　彼女の部屋は手て狭ぜまだ。家か具ぐ類るいは少なく、牀しよう、卓たく、椅い子す、衣い服ふく棚だなが置いてある程度なのだが、それだけで部屋いっぱいになる。日当たりのよい部屋で、大きな窓の外は桃とう園えん。花が咲さくころには甘あまい香かおりが部屋いっぱいにひろがる。物ぶつ件けんとしては結構上じよう等とうだろう。

　虹を椅子の上におろし、彼女は牀に飛び乗る。それと同時に、

「にゅわっ！」

　意味不明の奇き声せいをあげて飛び上がっていた。

「どうしたよ。何の病気だ」

　怪け訝げんそうな虹に、緑雨は何も言い返さなかった。ただ、牀を愕がく然ぜんとして見つめ……かすれた声でつぶやいていた。

「……お蒲ふ団とん……濡ぬれてる」

　牀しようの上一面が、桶おけの水をぶちまけたように濡れていたのだ。水すい滴てきが床ゆかにまで水たまりをつくっている。

　立ちつくす彼女に、虹は失しつ笑しようを隠かくさず、

「だらしねえな。その歳としでおもらしか？」

「ち、ちがう」

「じゃあ、自じ覚かく症しよう状じようがないのか。末まつ期き的てきだな」

「ちがう……けど……」

　気もそぞろな返答。その時、彼女は気づいていた。

　部屋の隅すみ、衣服棚の周囲に色とりどりの布の切きれ端はしが散さん乱らんしているのだ。

　棚の扉とびらを開ける。

　その中の服……。

　長ちよう衫さんも袍ほうも裙くんも下した着ぎも……玉女に縫ぬい繕つくろってもらった物も……すべて刃は物もののようなもので切り裂さかれていた。

「こりゃ、ひでえな。ちなみに、おれじゃねえぞ」

「……わかってる」

　声が、やっとの思いでのど奥おくから絞しぼりでた。

　服の悲ひ惨さんな末まつ期ごを虹も不ふ快かいげに見つめていたが、眼めを鈍にぶく光らせ、

「はあん、わかったぞ。犯人はでぶネズミの野や郎ろうだな。あいつ、おめえにいつもいたぶられてるから、その仕返しのつもりなんだ。愛あい嬌きようあるふりしやがって、陰いん険けんな野郎だぜ」

「……ちがう」

「よし待ってろ、おれが仇かたきを取ってきてやるぜ！」

「ちょっと待ってよ！」

　緑雨が制せい止ししようとするが、虹はふりきって部屋を飛び出していた。それをあわてて追った。

「違ちがうって、飛鼠じゃない！」

　ようやく追いつき、虹の尻尾しつぽを握にぎりしめた。

「こら、離はなせ！　もう我が慢まんならねえ！」

「落ち着きなさいって。それに、なんであんたが怒おこってんのよ」

「何でって？　いや、なんとなく」

　そうしている間に、通路の先から誰かの話し声が風にのって届いてきた。軽かろやかな笑い声だった。

「……今ごろあの馬ば鹿か、どういう顔してると思う？」

「……いい気き味み。目め下したのくせにでしゃばるから、こうなるのよね」

「……たいした才能もないくせに、玄女娘ニヤン娘ニヤンや玉女娘娘におべっかばかり使ってさ。あいつ見苦しいのよ」

「……さっさとここから出て行ってくれたら、崑崙も平和なのにね」

「……同感。でも、あいつって鈍にぶいじゃない？　これくらいじゃ、悟さとらないでしょ」

　軽やかな悪あく意い。

　その笑い声を聞きつけた虹が、低くうなった。

「……あいつらの仕し業わざか？」

「知らないわよ」

　素そっ気けなく答える緑雨に、虹の鼻息はますます荒あらくなった。

「知らねえだ？　おめえ、馬鹿にされてるんだぞ。腹たたねえのか！　あいつらぶち殺ころせ！　おれが許す」

「許すってなによ。あんたには関係ないことでしょ」

「見み損そこなったぜ、腰こし抜ぬけめ！　おめえができないなら、おれがやってやる！」

「やめてよ、みっともないから！」

　牙きばをむきだし、怒いかりで荒あれ狂くるう虹を必ひつ死しで取り押おさえているうちに、通路の先から来た数人と鉢はち合あわせすることになった。

　女じよ仙せんが四人。服ふく装そうからすると、みな緑雨と同格の地仙のようだった。容よう貌ぼうは全員緑雨よりは秀ひいでていただろう。だが、唐とう突とつにゆがんだ顔は醜みにくくもあり、個性というものが感じられない。

　四人も、緑雨も無む言ごん。視し線せんすら合わせようとしない。

　沈ちん黙もくを破るのは虹以外にはいない。

「おうおう、腐くされ仙人どもめ。さっき言ってたこと、今ここで言ってみろ！」

「……虹、もういい」

「良かねえ！　確かに、こいつは馬ば鹿かでどんくせえ奴やつかもしれねえがなあ、てめえらみたいな陰いん険けんな畜ちく生しようより、よっぱど人間としては上じよう等とうだぜ！」

「もうやめてよ！」

　興こう奮ふん過か剰じようの虹の首を強ごう引いんにかかえ、緑雨は背をむけた。女仙たちも立ち去ったようだ。なにやらぶつくさ話しているが、どうせ悪口と自じ己こ弁べん護ごだ。そんな話に興味はなかった。

　自分では冷れい静せいさを装よそおっていたつもりが、彼女の顔は引きつっていた。それを見上げた虹が言った。

「……おい、いつものおめえらしくねえぞ。叛はん軍ぐんの奴らと戦ったときみたいに、ガツンと一発……」

「あんたには関係ない」

「なんか、あんな嫌いやがらせされる理由でもあるのか？」

「あんたには関係ない！」

　強ごう情じような返答に、虹は鼻を鳴らした。

「……まあ、どうせ屁へみたいな理由なんだろうけどな。態たい度どが気に入らねえとか。でもな、一回ぶちのめしておかねえと、いつまでたっても同じことやられるぞ」

　緑雨はこわばった表情で、まっすぐ前を見つめているだけだった。そしてつぶやく。

「……もう騒さわぎは起こさないって九天姉さまと約束したんだから。それに、あたしがさっさと地仙から昇しよう格かくして上位の仙人になればいいことでしょ」

「……はあん。なるほどな」

　結局、あせっていたのだ。叛軍との戦いで、九天の命令を無視してまで炎帝を捕とらえようと出向いたのは、誰からも文句をつけられない実じつ績せきを作りたかったからに違ちがいなかった。

「おめえらしいけど、少しばかり浅あさはかじゃねえか？　きちっと基き礎そから勉強して少しずつ前進して行ったほうが、結局は昇しよう格かくへの早道だとおもうけどな」

　彼女は何も答えない。

　部屋に戻もどると虹を外におきざりにして、緑雨はひとり荒あら々あらしく扉とびらを閉めた。

　間を置かず……椅い子すやら食器やらを壁かべにたたきつけ粉ふん砕さいする騒そう音おんが立て続けに響ひびく。

「……まったくよ。どうしようもねえ阿あ呆ほうだよな」

　虹は吐はき捨すてていた。
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　……新月の夜。

　……常じよう陽よう山ざん。

　それがなにを意味する？

「おい、緑りよく雨う」

　……玉女姉さま。

　……男の影かげ。

　……抱ほう擁よう。

「おい、馬ば鹿か女おんな」

　……懇こん願がんする声。

　……うるんだ瞳ひとみ。

　……涙なみだ。

「おい、ムネナシ」

「ん？」

　呼びかける声にようやく気づいて振ふり向くと、隣となりで虹こうがむっとした瞳を向けていた。

「さっきから呼んでるのに、何たそがれてるんだよ」

「あ、ごめん……何か言った？」

「おめえよ。最近ぼけっとしてるけど……大だい丈じよう夫ぶか？」

「大丈夫にきまってるでしょ」

「何か悩なやみごとがあるんだろ？　おれに話してみろよ。一発で解かい決けつしてやるぜ」

「どうせ『一発ぶん殴なぐってやる』で終わりでしょ？　あいにく悩みごとなんて全然ないから、あんたの出番はございません」

　などと憎にくまれ口をたたいてみるが、本当は虹の気づかいがうれしかった。ふてぶてしくて人を見下したような虹だが、意い外がいと友達がいのあるやつなのだ。だがそれでも彼に話せるようなことではなかった。

　緑雨は箒ほうきをかかえて木こ陰かげにすわり込んでいた。わずかに水分をふくんだ清せい涼りような風が髪かみをすいてゆく。

　崑こん崙ろんの女じよ仙せんは位くらいの高こう低ていにかかわらず、みな何らかの仕事を受け持っていた。ある者は機はた織おりだったり、ある者は料理だったり。そして緑雨の担当は菜さい園えんの管かん理りだった。広こう大だいな崑崙の敷しき地ち内には大小さまざまな菜園が点てん在ざいしているのだが、その中の小さなひとつを彼女は任まかされていた。

　貴き重ちような食べ物……たとえば、神仙以外の者が口にすれば不老不死になれるという不ふ死し樹じゆの果か実じつなどは、緑雨のような見習い仙人にはあつかわせてもらえない。それは九きゆう天てん玄げん女じよ直ちよつ轄かつの管理下にある。緑雨の菜園で栽さい培ばいしている物といえば、日々の食しよく卓たくに出される野菜などだった。

　彼女の菜園は崑崙と外がい界かいとの境さかいにあった。崑崙は広大だが、門も城じよう壁へきも存在しない。その気になれば誰だれでも入ってこられるが、その場合、崑崙を敵に回す覚かく悟ごが必要だった。その覚悟のある者は、神仙、妖よう魔まをふくめ、ほとんどいないだろう。

「妹メイ妹メイ、お水くんできましたよ」

　崑崙内に流れる河のほうから、両りよう腕うでに桶おけをかかえた飛ひ鼠そがぱたぱたと飛んできた。

「ありがと。ついでに水、まいておいて」

「うん」

　緑雨は樹きの根ね元もとにもたれかかり、空を見上げていた。

　靄もやのかかったような白い雲。今の彼女の心しん境きようと同じ色だ。

「……ねえ、虹」

「なんだ」

　彼女のとなりで虹は眠ねむたげにまどろんでいる。

「次の新月って、何日後？」

「新月？　さあな。それがどうした」

「……ん。なんでもないけど」

　あの夜の件から数日がたったが、まだ状じよう況きようが整せい理りできないでいた。

　なぜ、男なん人にん禁きん制せいのはずの崑崙に男がいたのか。

　なぜ、玉女と会っていたのか。

　もし男が天てん廷ていからの使者であったならば一応の説明はつきそうだ。玉ぎよつ皇こう上じよう帝てい直じき々じきに命じられた用があって、修しゆう文ぶん院いんの奥おくで会っていた……。

　だが、彼女たちはどこか人目をしのんでいるようだった。だとしたら、男はひそかに崑崙に忍しのび込んできたということになる。それは不ふ法ほうな行こう為いなのだ。

（修文院に何の用があったんだろう？）

（これから、何をするつもりなんだろう？）

　疑問ばかりが渦うず巻まくが、答えは何ひとつ見つからない。

　最悪の場合……。

　ふいに、虹の言葉を思い出していた。

　……もし九天が羿げいに寝ね返がえったとしたら、どうする？

　その言葉の名前だけを入れかえると……。

　……もし玉女が羿に寝返ったとしたら、どうする？

　不法に侵しん入にゆうしていた男が羿の手下……あるいは羿本人で、玉女に裏切るようそそのかしていたとしたら？

（まさか……だって玉女姉さまはもうすぐ天てん仙せんに昇しよう格かくするのに……そんな時になんで崑崙を裏切らなけりゃならないのよ）

　疑心をふりはらった。そのような邪よこしまな考えに一いつ瞬しゆんでも捕とらわれた事に後こう悔かいし、彼女は顔を腕うでの中ににうずめた。憶おく測そくにすぎないし、玉女の事を信じたい気持ちにかわりない。

「妹メイ妹メイ。水まき終わりましたよ」

「……ああ。ついでに雑ざつ草そう抜ぬいておいて」

「うん」

　ひとりではとうてい解決できない。だが、九天玄女に話すのはどうにも気がひけた。気き性しようの激しい彼女のこと、もし期待を裏切るようなことであれば重い罰ばつをくだそうとするに違ちがいない。

　そういえば、玉女の言葉……ひとりでは何もできないから、みんなと助け合わなくちゃ……。

（……虹に相談してみようか）

　それが最さい良りようの方法なのかわからなかった。が、今は唯ゆい一いつの方法なのは確かだった。彼も意外と思し慮りよはあるし、何か名めい案あんを出してくれるかもしれなかった。

　しかし喉のど元もとにまで出かかると、とたんに躊ちゆう躇ちよする。一度言葉にしてしまえば、どんな事じ態たいになるのかわからない。取り返しがつかなくなる事だってありえた。

　別の想おもいもあった。

（……なにも起こらないのかもしれない）

　崑崙内部で女仙が男と会っていることなど緑雨が知らないだけで、日常的なものかもしれない。騒さわぎたてることではないのではないか。

　それが願がん望ぼうにすぎないことも理解していたが、今はそう願うよりほか何もできない。

「……なあ、緑雨。あんまり思いつめねえほうがいいぞ。仙術だってそのうちうまくなるだろうし、気にくわねえ奴やつらだって、一発ぶん殴なぐっておけば、おとなしくなるんだからな」

　彼の心配はまるで見当違いだが、想ってくれていることには心がふるえた。

「……ありがと、虹」

　今はただ、それだけしか返す言葉がない。

「妹メイ妹メイ、雑草抜きましたよ」

「……ああ……ついでに夕食用の野菜とっておいて」

「う……うん」

　やわらかい陽光にうたれて虹はあくびするが、その表情はどこかつまらなさそうだった。

「おめえの悩なやんでる姿みても、全然おもしろくねえ。らしくねえからな」

「ん？　らしさって、あたしらしさ？」

「そう。お気き楽らく、単たん純じゆん、あほうでがさつ。でもって、大失敗をやらかす。おれは大笑い。そんなところだな」

　馬ば鹿かにするのが彼流のなぐさめ方だ。

「どうせ、あたしは何も考えてませんよ。アホ仙せん人にんですから！」

　いつものように彼女もあごを突つき上げにらみかえすが、頰ほおがゆるみ、自然と笑えみがこぼれ落ちてくる。

「あほくさ。自分で言うなよな」

　虹は苦く笑しようし、ふたたびあくびする。そして身体からだをまるめて瞳ひとみをとじた。

「あんたって、いつも眠ねむたそうね」

「うるせえ。しかたねえだろ……眠いんだから。……寝ねたい時には……寝る」

　そのうち、静かな寝息をたてて眠りはじめていた。その頭を緑雨は何度となくなでてやると、気持ち良さそうに虹の耳がぴくぴく動いている。

　彼女も横おう臥がし、頭を虹の背にのせた。

　少しだが気分が晴れた。

　虹の言ってくれたとおり……悩んでばかりでは何も解決しない。それに、いざとなれば崑崙の長おさ、西せい王おう母ぼだっている。あの人なら、みなをより良い方向に導みちびいてくれるはずだ。あの人の考えに間ま違ちがいはないのだから……。

「妹メイ妹メイ、野菜とり終わりましたよ」

「……ああ……ついでに」

「ええ？　まだ何か？」







　ゆさぶられて、緑雨はあさい眠りから引き戻もどされた。

「妹メイ妹メイ」

　彼女の顔をのぞきこんでいたのは飛鼠だった。

「……ん？　水まき、終わった？」

「それはずっと前に……いや、そうじゃなくて」

　飛鼠の背後に人ひと影かげがあった。

（……男？）

　あわてて身体からだを起こしていた。その男が彼女に話しかけてくる。

「お嬢じようちゃんや。お休みのところ、起こして申しわけないのう」

　しわがれた声。その男は小こ柄がらな老人だった。長い白はく髯ぜんは地面にまで届き、白はく眉びも両眼を覆おおい隠かくすほどたれ下がっている。活かつ力りよくを失った髪かみは手入れなどされていない。かつては鮮あざやかな青色だっただろう道どう袍ほうはうす汚よごれ、ところどころ破やぶけていた。道みち端ばたで拾ひろったような曲がりくねった杖つえで老おいた身体を支えている。

「……どなたでしょう」

　誰何すいかの声に、警けい戒かい心しんがこもった。

　老人といえども男にはちがいない。もし不法に侵しん入にゆうしてきたのなら追い返すか、すぐに九天玄女のもとに知らせに行かなくてはならない。
















　彼女の動どう揺ようを察さつしてか、その老人は柔にゆう和わそうに告げた。

「いやいや。ご心配にはおよばん。わしは王母娘ニヤン娘ニヤンのふるい友人でな。近くまで来たもんじゃから、立ち寄ってみたまでじゃ」

　おだやかな言げん動どうで、敵意や悪意はまったく感じられなかった。うらぶれた様よう相そう。だがそれとは裏うら腹はらに、この老人は全身から荘そう厳ごんな気を発していた。

　息がつまり、圧あつ倒とうされそうになる。

　しかし老人は気にかける様子もなく、飄ひよう々ひようとした態ていであたりを一いち望ぼうしていた。

「崑崙も昔とすこしも変わってはおらぬのう。よいことじゃ。じゃが、老いぼれとはいえ、男であるわしが無む断だんで立ち入るのも勝かつ手てが悪い。……お嬢ちゃんや、すまぬが玄女娘娘に取り次いでもらえぬかの。『北ほく斗と』が参まいったと言うてもろうたら、ご聡そう明めいな玄女娘娘のこと、わかってもらえるはずじゃ」




　　　　２




　もしもこの人に苦にが手てな人物がいるとすれば、まさしくこの老人だった。

　一見表情は普ふ段だんと変わらないように思える。だが北斗と名乗ったこの老人を出で迎むかえた九天玄女は、どことなく緊きん張ちようしているようにもみえた。

「玄女娘娘、お久しぶりじゃ。前からお美しいが……さらに数すう段だん別べつ嬪ぴんになられたようじゃの。よいことじゃ」

「……北斗爺や爺やもご壮そう健けんのようで、なによりでございます」

　敬けい意いを払はらっているのか、それとも見えざる壁かべを築きずいているのか……緑雨には判はん断だんしかねた。それと同時に不ふ審しんに思う。この老人は何者なのだろうか。九天の丁てい重ちような態度からすると、天界でもかなりの有力者のようだ。少なくとも崑崙の敵ではないようだが。

「前もって、来る、とでもおっしゃっていただけたなら、おもてなしの用意でもできましたのに……」

「いや、結構じゃ。所しよ用ようでちょいと寄っただけじゃなから。用がすみ次し第だい、すぐにおいとまする。崑崙のすみきった陰いんの気を、わしみたいなくそじじいが穢けがすのも迷めい惑わくじゃろ」

「いえ、そんなことは……」

「冗じよう談だんじゃ！」

　矍かく鑠しやくとして大たい笑しようする老人に、九天すらも困こん惑わく気ぎ味みだった。老人のほうでは、そんな彼女の様子を気にもかけていないようだが。

「で、王母娘ニヤン娘ニヤンはご在ざい所しよかの？」

「はい、玉ぎよく山さん宮きゆうで静せい養ようしておりますが」

「なるほどのう。些さ事じは若い連中にまかせて、おのれは楽らく隠いん居きよか。よいことじゃ。はよう、わしもそんな身分になりたいものじゃて。のう、玄女娘娘」

「はあ……」

　老人は一方的にしゃべりまくり笑いを絶たやさないが、目も口も毛に覆おおわれているため表情はほとんど変わらない。

　啞あ然ぜんとして突つっ立っている緑雨に九天が告つげる。

「緑雨、おまえは持ち場にもどってよいぞ」

「あ、はい」

　老人に深く一礼して立ち去ろうとする。すると。

「ほう、緑雨娘娘か！」

　老人に唐とう突とつに呼び止められた。

「雰ふん囲い気きがずいぶんと変わったのう。気がつかんかったぞ」

「え？」

　何と答えて良いのか、言葉につまった。この老人のことなど何ひとつ知らないのに、老人のほうでは彼女の事をよく知っている口ぶりなのだ。

「だいぶ落ち着かれたようじゃな。よいことじゃ。崑崙の生活にも慣なれたかの？」

「……北斗爺や爺や」

　九天の沈しずんだ声が老人をさえぎっていた。緑雨は彼女に眼めをむける。だが、九天は故こ意いか偶ぐう然ぜんか、視線をあわせなかった。

「おお、そうじゃった。悪かったのう」

　誰だれに対して謝あやまったのか、老人はまた大笑する。そして緑雨からは背をむけた。

　気になる態度。

　崑崙の生活に慣れたも慣れないもない。ずっとここで生活しているのだから。

　老人は適てき当とうな事を言っているだけなのだろうか。それとも何か意味があるのか。それに九天の意味あり気なそぶり……。

　理由もわからず、緑雨は不安にかられた。

「……ああ、それと玄女娘娘」

　何事もなかったように、老人はそっけなく告げていた。

「王母娘娘とふたりきりで話し合うことがあるゆえ、そなたもついて来んでよいぞ。道順はよう知っておるからの。……おお、そうじゃ。それと崑崙の女じよ仙せんを全員、適当な広間にでも集めておいてくれぬかの」

「全員……でございますか」

「そうじゃ。よろしゅう頼たのむぞ」

　そう言い残すと、老人は鼻はな歌うたをまじえて奥おくへと消えて行った。

　緑雨と九天は無む言ごんのまま立ちつくしていた。







　九天の言葉は何よりも重い。彼女の号ごう令れいひとつで崑崙は動いているのだ。九天の上位には西王母がいるが、彼女が直接命令を下すことはない。すべて九天の口を通される。

　崑崙の女仙……見習い地仙をあわせると千五百名あまりは、数すう刻こくもたたず全員が集合した。

　九天の高こう弟ていたち……すなわち真しん仙せんや霊れい仙せんといった高位の女仙から最下級の地仙まで、彼女たちが一堂に会すことなど戦時以外では滅めつ多たにない。数十人いる高位の者たちは静かに待機しているのだが、中級以下の者たちとなるといたるところで雑ざつ談だんし、大庁ひろまは緊きん張ちよう感かんのないざわめきにあふれている。

　緑雨は虹も飛鼠も連つれて来ていなかった。そのため話し相手がいない。しかたなく、ひとり人ごみのなかにたたずんでいた。

　視線の先にいるのは九天玄女。彼女はいつもと変わらない姿だ。冷ひややかな表情の彫ちよう像ぞうのように身じろぎひとつしていない。

　九天からすこし後方に玉女が従したがっている。だが緑雨の場所からでは人にさえぎられて、彼女の表情をうかがうことはできなかった。

　これから何がはじまるのだろうか。

　絶たえ間まなくざわめく周囲の雑ざつ音おんがうっとうしい。その大半は他た愛あいない話ばかりだった。

「……今度の休みっていつ？」

「……あたらしい服にかえてみたんだけど、どう？　似に合あってるかな」

「……あたしの使ってる薬草、豊ほう胸きように効こう果かがあるのよ、本当に！」

「……あはは、ばかじゃない、あんた」

「……あのじいさんて、ちょっと気味悪くない？」

　その会話は、すぐ背後から聞こえた。緑雨は思わずふり返っていた。

「聞かれてもしらないよ。北斗星せい君くんって、すごい地じ獄ごく耳みみらしいからね」

「まさか。どこからみてもヨボヨボのじいさんじゃない」

「あの……」

　緑雨は、会話しているふたりに声をかけていた。

「ん？　なによ」

「北斗……星君って、どんなお人なんですか？」

「知らないの？　あんた、地ち仙せん？」

「あ、はい」

　彼女たちは中級の仙人のようだ。同格の地仙で、彼女の話に耳を傾かたむける者などいない。

　その女仙は声をひそめ、

「北斗星君は、玉ぎよつ皇こうさまや王母さまと並ぶほど偉えらいお人よ。でも別に神々や仙人をひきいてるってわけじゃない。簡単に言うと、仙人の監かん督とく官かんね」

「どういうことです？」

　もうひとりが話を継ついだ。

「つまりよ。あのじいさん、仙人に過か失しつがないか、日ひ々び目を光らせてるってわけ。ひとたび見み逃のがしがたい罪があると、その仙人を容よう赦しやなく罰ばつするらしいわ……あんたも気をつけなさいよ。いつ悪あく事じがばれて、豚ぶたや牛うしに転てん生せいさせられるか」

「……そんな」

　身体からだをこわばらせる緑雨を見て、女仙は微び笑しようをうかべた。

「こら、おどかさない。……大だい丈じよう夫ぶよ。よほどの事がないかぎり、そんな重い罰なんて受けないしね。実際、崑崙で北斗星君に罰せられた仙人がいるなんて話、聞いた事がないから」

「でも……その北斗星君が来たのは、どうしてなんですか？」

「知らないけど。……まあ、あの人、相そう当とう気まぐれらしいから」

「訓くん示じのひとつでもたれようってんじゃなの？　『諸しよ君くん、先の叛はん軍ぐんとの戦いではよく働はたらいてくれた』とか」

「『近ごろの若い仙人はなっとらん。わしの若いころには』とか？」

「最悪。で、おなじ話が延えん々えんつづくんだよね」

　ふたりは顔を見合わせて笑いはじめていた。

　だが緑雨はとうてい楽らく天てん的てきにはなれない。

　そうだろうか？

　胸に突つき刺ささっているのは、あの夜のこと……。玉女と関係のあることなのか。

　それとも……。

　あの老人は自分のことを知っていた。緑雨自身に関係のあることなのかもしれなかった。そのことも気にはなるが、自分のことは今はかまわない。

「静かにせよ！」

　九天の声がひびくと、大庁ひろまは一いつ転てんして静せい寂じやくに押おしつつまれる。誰もが姿し勢せいよく直ちよく立りつし、身動きしない。物もの音おとなどひとつもしなくなる。

「見み事ごとじゃな、玄女娘ニヤン娘ニヤン。あいかわらず皆みなをよう統とう率そつしておる。よいことじゃ」

　物もの陰かげから老人……北斗星君がおぼつかない足取りで進み出てきた。そして椅い子すに腰こしかける。

「最近腰を痛めてのう。いろいろな薬やら鍼はりやら試ためしておるが、なかなか良うならん。玄女娘娘、よい崑崙の秘ひ薬やくでもないかの？　いただいて帰りたいのじゃが」

「それは用意させますが……」

　まさか、そんな話をしにきたのではないだろう。緑雨はとまどっていた。

「さて……」

　北斗星君はゆっくりとつぶやいた。

「……ふむ？　何を話そうと思うとったんじゃ……物おぼえが悪うなってかなわんわい……うむ……いやいや……違ちがうのう……ああ、そじゃそじゃ」

　なにか口の中でもごもご言ったあと……。

「お美しい玄女娘娘や」

「は？」

「陰いん陽よう路ろを開いた者がおる」

　氷こおりが割われた。

　その一ひと言ことで顔色を劇げき的てきに変化させたのは……九天玄女だったのだ。

「そなたなら、その意味がわかるじゃろ」

「……まさか」

　これほど狼ろう狽ばいした九天を緑雨は見た事がなかった。少々のことでは動じない彼女が、声をふるわせている。

「……まさか……羿が」

　視し点てんを失う九天に、老人は冷ややかな言葉をあびせた。

「陰陽路を開いたのが羿で、それを手助けしたのがそなたであったとしたら、決して許すわけにはいかぬ！」

　おだやかだった老人の声に雷らい鳴めいが轟とどろく。九天は稲いな妻ずまに打たれたように身体からだを硬こう直ちよくさせていた。だが。

「冗じよう談だんじゃ。羿ではない」

　その意味を理り解かいするのに、九天ですらしばらくの時間を要ようしただろう。直後、彼女の頰ほおは一気に紅こう潮ちようし、激しい怒いかりをふくんだ眼がん光こうを老人に突つき刺さしていた。斬きりかかるのではないか……そう思わせるほどだった。

「そなたのような美女を怒おこらすのはおもしろいのう……いやいや、少しばかり口がすぎたようじゃ。悪かった。このとおりじゃ」

　彼女の怒りを飄ひよう々ひようと受け流し、一転してあやまる老人に、九天はどう対たい処しよしてよいかわからずにとまどっているようだった。

「羿めはまだ逃にげ回っておるようじゃがの。玉ぎよつ皇こうもあちらこちら探しておるようじゃが。まあ、見つからぬのが誰にとって幸か不幸か」

「誰が陰陽路を開いたのです！」

「まあまあ、落ち着かれよ。怒ると目め尻じりにしわが寄るぞ。それもまた艶なまめかしいが……まあ、それはよいとしてじゃ。そなた、金きん童どうという男を知っておるか？」

　北斗星君の声から軽けい薄はくそうな抑よう揚ようが消えた。本題に入ったのだ。

　……金童。

　その名を、緑雨は聞いた事がない。

　だが……。

　彼女の視線の先にもうひとりの姿がはっきりと映し出されていた。

　玉女……。彼女は九天玄女以上に青ざめていた。
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　遠とお目めからでも彼女の変化ははっきりとわかった。

　玉女は目を見開き、口元をふるわせていた。先ほどの九天の狼ろう狽ばいと同様、普ふ段だんでは決して見せない表情だった。

　彼女から目が離はなせなかった。その間にも、九天玄女と北斗星君の会話は続いている。

「……金童とは、たしか玉皇爺や爺やの」

「さよう。幕ばく僚りようだった男じゃ。奴やつと会ったことは？」

「一度だけ……ですが、なぜ」

　次し第だいに九天の態度には落ち着きがもどっていた。

「理由など知らぬ。じゃが、奴は昨日きのう、陰いん陽よう路ろを開きおった」

　玉女の表情がかげったとみえたのは、ほんの一いつ瞬しゆんだった。さらによく観かん察さつしてみると、やや鬱うつげではあるが、普段とそれほど変わらない表情を見せている。

　気のせいだったのだろうか。

「玄女娘ニヤン娘ニヤン、そなたなら知らぬはずがあるまい。陰陽路を開くのに何が必要か」

「……『陰いん符ふ経きよう』でございますか」

　緑雨にとっては知らない言葉ばかりが羅ら列れつされる。

　陰陽路とは？

　陰符経とは？

「さよう。あれ以外に陰陽路を開くことはできぬはずじゃ」

「しかし、あれは私が『禁きん書しよ房ぼう』で管かん理りを……」

「ほう。まさか、そなたが金童を手引きしたのではあるまいの」

「ありえませぬ」

（禁書房！）

　修しゆう文ぶん院いんの奥おく底そこの部屋……鉄てつ格ごう子しの扉とびらの部屋。たしか、その表ひよう札さつには、禁書房という名前が書かれてあった。

　身体からだが冷ひえ、ふるえた。心しん臓ぞうに細いひもで束そく縛ばくされたような痛いたみが走った。

　玉女と男が逢あっていたのが『禁書房』

　玉女が禁書房で男に渡わたしていたのが『陰符経』

　渡した相手が『金童』

　その金童が陰符経をつかって『陰陽路』なるものを開いた。

　あの夜のふたりの会話を思い起こしていた。

　……私も連つれて行って。あなたのお手伝いがしたい。

　……常じよう陽よう山ざんのふもとで落ちあおう。次の新月の夜だ。

　金童が陰陽路を開く。それに玉女はついて行こうとした……。

　だが。

　陰いん陽よう路ろとは何なのか。

　彼らはどこへ行こうとしたのか。

　なにひとつ分からなかったが、九天と北斗の会話からすると、おそらく陰陽路を開くということは大たい罪ざいなのだろう。

「では、金童が直ちよく接せつ盗ぬすみに入ったか、崑崙内部の者が盗んで渡したかじゃな。崑崙は外部の者がおいそれと入って来れるような場所ではないが、内ない通つう者しやがいれば別じゃ。おそらく後者じゃろ。そのような者に心当たりはないかの、玄女娘娘」

　九天は唇くちびるをかみしめ、拳こぶしを握にぎる。崑崙の女じよ仙せんに裏うら切ぎり者がいる……そのような事実を信じたくない、とばかりに。

　一いつ瞬しゆん……玉女の身体がゆらめいた。

（いけない！）

　鼓こ動どうが乱れ打ち、四し肢しに緊きん張ちようがはしった。玉女が一歩を踏ふみ出したのだ。

　進んではならない道……。

　その先を、玉女は決けつ意いの瞳ひとみで見み据すえていた。

「申しわけありません」

　その声に北斗星君はかるく振ふり向き、九天は顔をこわばらせた。

　ふたりの前にひざまずいたのは……緑雨。

　今できることは、これ以外になかった。

「……緑雨、おまえ」

　九天の血の気のひいた唇から、震ふるえをおさえようとして失敗したうめき声が漏もれ出ていた。

「あ、あたし、見たんです、あたし、修文院で、本を、九天姉さまのいいつけで、本を、読んでいたから」

　うまく話すことなどできない。思いついた先から言葉になってあふれでる。

「緑雨娘ニヤン娘ニヤン、あわてんでもよい。ゆっくり話せ。何を見たんじゃな」

　北斗星君は詰きつ問もんすることもなく、最初会ったときのようにおだやかで優やさしかった。

「は、はい、あたし、男が、修文院に忍しのび込んでゆくのを、見ました、しばらくしたら、いん……陰いん符ふ経きようを持って、でてゆきました」

「なぜそれを言わなかった！」

　九天の怒ど声せいを背中に受け、押おしつぶされる。

「まあ待たれよ、玄女娘娘。あんまり怒おこると緑雨娘娘がかわいそうじゃぞ」

　北斗星君はひと呼こ吸きゆうをいれ、

「まず玄女娘娘に聞くが、その禁書房の管理は万ばん全ぜんじゃったか？　まさか出入り自由だったのではあるまいの？」

「……いえ。扉とびらには封ふう印いんをかけておりました」

「その封印を解とくには？」

「鍵かぎが……必要でございます」

「で、その鍵を管理していたのは？」

「……私でございます」

「そなたともあろう者が、なぜ鍵を盗ぬすまれたことに気づかなかったのじゃ」

「それは……」

　彼女の回答を待たず、北斗は告げた。

「つまり、そなたのもとに鍵は戻もどっておった。だから陰符経を盗まれたことに気づかなかった。そうじゃな？」

「……はい」

「いったん陰符経を盗んだら、すぐに崑崙を離はなれて逃にげるじゃろう。わざわざそなたの元に鍵を返しに行くなど危き険けんきわまりないからの。それができるのは、内部の人間だけじゃ。……さて緑雨娘娘、もう一度確かく認にんするが、その男は陰符経を持って逃げたのじゃな」

「……あ……あの」

　返へん答とうできなかった。禁書房に鍵がかけてあったことなど知らなかったのだ。もし、首しゆ肯こうすれば、誰が鍵を持ち出したかが問題となる……。

「あ……あたし」

「ん？　どうしたのじゃ」

「あたしが……九天姉さまの所から……鍵を盗み出して……陰符経を男に……渡わたしました……おどされて、恐こわくて……九天姉さまに報告、できなかった」

「そうか。それは恐かったであろうの。気きの毒どくなことじゃ」

　その言葉に納なつ得とくしたのか、北斗星君は二度ほどうなずく。

「……それで緑雨娘娘。陰いん符ふ経きようは上下二巻に分かれておるのだが、それを両方とも渡したのじゃな？」

「……はい」

　剣つるぎの刃やいばの上を綱つな渡わたりしている。足を踏ふみ外はずせば、すべてが終わり。

「陰符経の他ほかにも、陰符経外がい篇へん全十巻を読よみ解とかねば陰陽路を開くことはできぬ。それも渡したのじゃな？」

「はい」

「その他にも『陽よう符ふ経きよう』全百巻を読み解かねば陰陽路は決して開けぬ。それも渡したのじゃな？」

「はい」

「……ふむ。しつこいのう」

　老人の口から笑えみがもれた。

「では『陽符経』全千巻でどうじゃ！　これを読み解かねば陰陽路は決してひらけぬ。それも渡したのじゃな！」

「あ……」

　ようやく、緑雨は絶ぜつ句くした。

「緑雨」

　九天の声は沈しずんでいた。怒いかりなどは消えていた。あるのは、失しつ意い。

「陰符経は経きよう典てんなどではない。剣けんなのだ」

　その意味を、すぐに理解できなかった。

「陰符経はひと振ふりの長剣。外篇も陽符経なども存在せぬ。北斗爺や爺やの作り話だ」

「正確には、剣に刻まれた経きよう文もんじゃが……修文院にあるゆえ経典だと緑雨娘ニヤン娘ニヤンは勘かん違ちがいしておったようじゃの。この腐くされじじいをだますには、ちょいとばかし人じん生せい経けい験けんが足りぬのう。……まあ、それはよいとしてじゃ。緑雨娘娘、何を知っておる。誰をかばっておるのじゃ」

　孫とたわむれているような口調だが、この老人はすべてを見み透すかしているかのようだった。

「あ、あたし……だれも」

「緑雨、知っていることがあれば、言ってくれ」

「し、しりません、なにも」

「緑雨……もういいの」

　寂さびしげな声こわ音ねに、九天と緑雨は振り返った。

「玉女……姉さま」

　彼女の足取りはふらつくことなく、しっかりと地を踏ふみしめていた。いつもと変わらない優やさしい瞳ひとみ。

　大好きな、玉女姉さま。

「私が鍵かぎを盗ぬすみ、金童兄さまの手引きをいたしました。陰符経を渡わたしたのも私です」

　居い直なおってもいない。慚ざん愧きしてもいない。落ち着いた口く調ちようですべてを打ち明けはじめていた。

「なぜ、そのような事を。そなたが知らぬはずがあるまい、天界の禁きん忌きを」

　かすれ声の九天の問いには答えず、玉女は緑雨に手をさしのべて立たせていた。

　柔やわらかく、温あたたかい手。わずかに汗あせで湿しめっていた。

「……玉女姉さま」

「うん」

　軽くうなずいた玉女は、緑雨にかわってその場にひざまずいた。

「玉女娘娘、聞かせてもらおうかの。金童めが人界で何を企たくらんでおったのか。そなたが金童になぜ加か担たんしたのか」

　北斗星君の問いは詰きつ問もんではなかった。静しずかに、昔むかし語がたりを話すように。

「……あのひとは」

　玉女はまっすぐ老人をみすえていた。しかし彼女の視線の先にあるのは、この場にいない男。

「あのひとは人界に降りて、災さい厄やくや戦せん乱らんに苦しむ民みん衆しゆうを救うのだと……そう申しておりました」

「ほう」

「今、人界は途と方ほうもない混こん乱らんに陥おちいっている。それを見み捨すてることはできない。私たちのような神しん仙せんが力を発はつ揮きし、人々を幸こう福ふくにみちびくべきだと」

「玉女！」

　九天が悲ひ鳴めいをはさんでいた。

「そなた、だまされておるのだ。あの金童、そのような男か！　自じ己このためなら他者の犠ぎ牲せいなど何とも思わぬ、そのような男ではないのか！　現にそなたは陰いん符ふ経きようを得るために利用されただけではないか。甘かん言げんでそなたをたぶらかし、みずから人界の皇こう帝ていにでもなるつもりだったのではないか！」

「九天姉さまは、あのひとのことを何ひとつ知らない」

　玉女の瞳ひとみに映うつるのは、悲ひ哀あいと情じよう愛あい。

　それに直ちよく視しされ、九天は言葉を継つげないでいた。

「……ようわかった。その言葉、信じようではないか」

　北斗星君は浅く嘆たん息そくした。

「いかんのう。若い者は一時の激げき情じようにかられて、まわりを見ようともせず突つっ走りおる。玉女娘ニヤン娘ニヤンも知っておろうが、現状では天界の者が人界に干かん渉しようすることはできぬ。玉ぎよつ皇こうのじじいめが禁じおったからの。人界のことは人界の民たみがみずから決めればよいこと。その結果、民衆がどのような痛いた手でをこうむろうと、自じ業ごう自じ得とくじゃな。誰の責任でもない」

　聞き入っていた玉女は北斗に頭を下げ、

「……私はどのような罰ばつでも受けます。ですが、金童兄さまにはどうかご寛かん恕じよを。もともと、陰符経のことを教えたのは私、陰符経を盗ぬすんだのも私です。それがなければ、金童兄さまが陰いん陽よう路ろを開くことはできなかったのですから」

「ふむ。そなたよい子じゃの。そこまでして金童のことを守りたいか。……じゃが、それはできぬ。そなたらの処しよ遇ぐうは決まっておるし、第一、金童はすでに死んでおる」

　卒そつ倒とうするのではないか……そう思わせるほど、玉女の身体からだから力が脱ぬけてゆらめいた。

「玉皇は、金童の挙きよ動どうがおかしいのを察さつ知ちしておったのじゃな。だが羿の叛はん乱らんの直後だったゆえ、目が届かなんだ。その隙すきをついて金童は陰符経を手に入れ、陰陽路を開こうとした。そこで、玉皇の送り込んだ手て勢ぜいと戦せん闘とうになり、落らく命めいしたそうじゃ。悪いことに、陰陽路はすでに開かれてしもうた後じゃったがの。玉皇の部下もなんと手て際ぎわの悪いことよ」

　金童と玉女は新月の夜に落ちあってのち、陰陽路を開くと約やく束そくしていたはずだった。金童が予定より早く陰陽路を開いたのは、天てん廷ていからの追っ手に追いつめられたからなのか、あるいは最初から玉女をだましていたのか。それは金童本人にしかわからない。

　だが。

　玉女の、あの夜の涙なみだ。

　金童に連れて行ってはもらえないことをさとった涙なのかもしれなかった。

「……金童の魂こん魄ぱくは陰陽路の中に落ちていったのじゃ。陰いん符ふ経きようも見つからんかった。おそらく、奴やつの魂魄とともに人界へ落ちたのじゃろう」

「……北斗さま、玉女姉さまはどうなるのですか？」

　絶ぜつ望ぼう的てきに沈しずんだ声で、緑雨はたずねていた。

「ふむ。玉女娘娘の罪は軽かるくはない。まず、陰陽路を開く幇ほう助じよをした。そなたには理解できぬかもしれぬが、これは天界人界の秩ちつ序じよををゆるがす大だい罪ざいなのじゃ。さいわいにも、開かれた陰陽路はせまい。明日にでも復ふつ旧きゆうできるじゃろ。もっとも、その間に羿などに陰陽路を発見されでもしたら一いち大だい事じじゃろうがな。のう、玄女娘ニヤン娘ニヤン」

「……は」

　九天の返答の声も、かぎりなく小さい。

「ふたつめは、陰符経を紛ふん失しつしたこと。玉女娘娘が無くしたわけではないが、同じことじゃ。三つめは……なんじゃったかな……崑崙の」

「玉女……」

　言いよどんでいる北斗星君のかわりに、九天が玉女のもとに歩み寄り、その腕うでをとった。そして、脈みやくをとるように指をそえた。

「仙せん功こうを……こめてみよ」

　その言葉にも、玉女はただうつむいているだけだった。九天も悄しよう然ぜんとして……そうか、とうなずいた。

「……玉女は……『色しき誡かい』を破やぶりました」

「おお、それじゃ。本来なら魂魄を冥めい府ふ送りにして地じ獄ごくの責せめ苦くを味あじおうてもらうところじゃが……まあ、玉女娘娘には酌しやく量りようの余よ地ちがないともいえまい。崑崙の『色誡』に則のつとって、人界に転てん生せいさせるのが妥だ当とうじゃろ。金童も……玉女娘娘の言葉を信じるなら動どう機きが邪じや悪あくともいえまい。同じく人界に転生じゃな」

　神仙の資し格かくのまま人界に降りることはできないが、普ふ通つうの人間に生まれ変わったとしたら話は別だ。二度と天界へ戻もどることはできなくなるが、彼女たちにとって悪い選せん択たくではなかった。

「寛かん大だいなご処しよ置ち、感謝いたします」

　深々と一礼したのは九天だった。玉女の表情にはわずかながら安あん堵どがみえた。

「……人界で……あのひとにめぐり逢あえるかもしれない」

　そうなれば良かった。

　神仙の資格はなくしても、彼女たちが普通の人間として暮くらせていけるなら喜よろこぶべきことだ。

　しかし。

「玉女娘娘、残念じゃが、そなたたちは人間としては転生できぬのじゃ。金童は豺さい狼ろう、そなたは馬うまとして転生することになっておるからの」

「馬……そんな！」

　悲鳴じみたうめき声を緑雨はあげていた。

　馬と狼おおかみ……その二者がどうして交まじわることなどできる？

「北斗さま、どうかご寛かん恕じよを！」

　ひざまずき、床ゆかに額をすりつけた。

「決まりだからのう、仕し方かたないんじゃ。それに、これが精せいいっぱいの減げん刑けいじゃしの」

「で、では、あたしも罰ばつしてください！　あたしがいけないんです。あたしが居い眠ねむりなんかしてたから、あたしがちゃんと起きて勉強していたら、玉女姉さまと金童さんが禁きん書しよ房ぼうで逢あうことはできなかった！」

「もうよい。黙だまれ、緑雨」

　九天の制止もきかず、緑雨は北斗星君の長ちよう髯ぜんをつかんで、しがみついていた。それに引っ張られて、老人の上半身が折おれ曲がった。

「お、おい、やめてくれぬか、腰こしがもげるではないか……」

「あたし、虎とらにでも狐きつねにでも鼠ねずみでも生まれ変わります！　だから、玉女姉さまは人間として転生させてあげて！」

「黙れと言っておろうが！」

　鋭するどい一いつ喝かつ。九天の容よう赦しやない張り手が彼女の頰ほおに炸さく裂れつした。

　緑雨は軽く吹ふっ飛ばされ、顔面から床ゆかに叩たたきつけられていた。額を切り、あふれだす血が顔面を染そめた。

　身体からだが動かない。それでも立ち上がろうとした。立ち上がらなければならない。

　その時……。

「……馬ば鹿かじゃない？　あいつ」

　ささやき声。それに追つい従しようの笑い声が続いた。それは注ちゆう意いしていても聞き逃のがしてしまうほど、小さな声ではあったが。

「……誰だ」

　九天はそれを聞き逃さなかった。

「今笑った奴やつ、ここに出てこいっ！」

　本気の逆ぎやく上じようだった。出て行ったら殺ころされる……それを感じたのか、誰も出てゆく勇気などない。関係ない者ですら無む言ごんでうつむいている。

「……玄女、静まりなさい」

　その声こわ音ねは、激げき情じようの炎ほのおを鎮しずめる静せい寂じやくの湖こ水すい。

　いつの間にか、ひとりの女性が姿をみせていた。ふくよかな女で、容よう貌ぼうは中年。だがととのった眉び目もくは慈じ愛あいにあふれている。

「王母娘ニヤン娘ニヤン、出てくるのが遅おそいのう。どこへ行っておったのじゃ。わしでは収しゆう拾しゆうがつかんぞ」

「申しわけありませぬ、北斗爺や爺や」

　崑崙の長おさ……西王母。

　彼女の到とう来らいに、北斗星君はしわだらけの顔をさらにしかめた。

「……王母さま、私……」

　うなだれている玉女に、西王母は慈じ母ぼのほほ笑えみを向けていた。

「玉女。すぎたことは、しかたありません」

「……はい」

　そして居ずまいを正し、北斗星君に告げる。

「この度たびのことは崑崙の不ふ祥しよう事じ。私にも責任はございましょう。玉女の始し末まつは崑崙の長おさである私に任まかせてはいただませんでしょうか」

「ふむ。しかたあるまい。本来ならできぬことじゃが、王母娘娘の頼たのみとあってはのう。それで緑雨娘娘も納なつ得とくできるのであれば、よいことじゃ」

　西王母は北斗星君から杖つえを受け取った。見かけは何の変へん哲てつもない、曲がりくねった杖だった。

　それを両手で持つと、静かな足取りで玉女の後背へと移動した。

「覚かく悟ごはできましたか？」

「はい。転生として馬となり、狼おおかみとなったあのひとの空くう腹ふくを満みたしたいと存ぞんじます」

　ゆるぎのない覚悟。

「なにか言い残すことはありますか？」

　その問いに、玉女は顔を上げ、明めい朗ろうに告げた。

「緑雨には何の罪もありません」

　倒たおれて意識が朦もう朧ろうとしている緑雨にも、その声だけははっきりと伝つたわった。

「緑雨には何の罪もありません。私が金童兄さまと逢あっているとき、あの子には薬を飲ませて眠ねむってもらっていただけですから。……あの子を怒おこらないでやってくれますか？」

「ええ。わかっています」

　あの日、差し入れてくれた菊きつ花か茶ちやか八はつ宝ぽう酥そに、彼女は睡すい眠みん薬やくをまぜていたのだろう。

「……それから」

　わずかな沈ちん黙もく。

　しぼり出されるふるえる声。

　あふれる涙なみだ。

「……緑雨妹メイ妹メイ……ありがとう。あなたのことは、絶対にわすれない」

　涙に濡ぬれた笑え顔がお。それに一点のくもりもなかった。

「よろしいですね」

「はい」

　まっすぐ伸のばされた彼女の背に、西王母の杖がそえられ、軽く叩たたいた。

　杖から光こう芒ぼうが生まれ、彼女の肢し体たいは光にくるまれる。光は膨ぼう張ちようしてゆき……一いつ瞬しゆんののち、彼女は弾はじけた。
















　目をそらすことはできなかった。

　玉女が座すわっていた場所には……さっきまで彼女が存在していたことを示す衣い服ふくしか残されていなかった。

　……友を失ってしまった。

　……助けることができなかった。

　緑雨の頰ほおに、涙と血が伝つたわり……落ちた。
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　夜空に浮うかぶ下か弦げんの月は誰を嗤わらっているのだろう。

　窓まど辺べをさすらうそよ風が、九天玄女の髪かみをやさしくなでていた。母親の手が赤あか子ごをあやすように。

「……北きた風かぜの其その涼りようなる、雨あめ雪ゆきの其の霏ひなる。

　……恵めぐみて我われを好すくならば、手てを携たずさえ同どう行こうせん。

　……其その虚きよ其その邪じや……既すでに亟すみやかなり……」

　力のないかすれ声で、無意識のうちにその詞しをつぶやいていた。

　自室……たいした調ちよう度どもない簡かん素そな寝しん室しつの牀しようの上に彼女はすわり込み、壁かべにもたれかかっていた。そこから窓の外、中ちゆう天てんにひっかかっている月を、ただぼんやりと見上げていた。

「……恵めぐみて我われを好すくならば……手てを携たずさえ同どう行こうせん……か」

『詩し経きよう』の一いつ篇ぺん、「北ほく風ふう」……。

　かつての親友から教えてもらった古こ詩しだった。それが知らず知らずのうちに口をついて出てくる。その詩を口ずさむたび、忘れていたこと、想おもい出したくもないこと……さまざまな想いが浮うかんできては、弾けた。

　ふと、背後に気け配はいを感じてふり返った。

「……王母娘ニヤン娘ニヤン」

　足音を響ひびかせない静かな歩ほ様ようで、西王母は来らい訪ほうしていた。みずから運んできた茶器を卓たくに置き、椅い子すに腰かける。ふたつの茶ちや杯はいにお茶をそそぎいれる西王母を見て、九天はあわてて腰を浮かせた。

「私が淹いれます」

「いいのですよ。あなたは楽にして」

　桂けい花か茶ちや……金きん木もく犀せいの甘あまい芳ほう香こうが、部屋いっぱいに広がった。

「……北斗爺や爺やはお帰りになられたのですか」

　きりだす話も見つからず、九天はどうでもよいことをたずねていた。西王母は軽くほほ笑えみ、うなずいた。

「一ひと晩ばん泊とまっていってはどうか、と訊きいたんですけどね。あの方、顔を赤らめてね……『崑崙陰いん気きに当たったりしたら、王母娘娘に求きゆう婚こんしてしまいそうじゃ』とか申もうされて、そのまま立ち去られてしまいました。あなたにはそのほうが良かったのかもしれませんけどね」

「……ええ。どうもあのご老人は苦手で」

「北斗爺爺が申されていましたよ」

「何と？」

「『わしの老ろう後ごの楽しみは、玄女娘娘をちくりちくりといじめることじゃ』と。でも、あの方に悪わる気ぎはないのですよ。天てん真しん爛らん漫まんなお方ですから」

「ええ。承しよう知ちしています。童わらわじみた性格はよく知っています。昔から全然お変わりありませんから」

　九天がうすく苦く笑しようすると、西王母もその顔をのぞき込んで安あん堵どしたようだった。

「すこし落ち着きましたか？」

「……はい」

　茶杯を西王母から受け取って、一口つける。その杯をひざの上でかかえた。

「……いえ。実のところ、かなり落ち込んでいて……私自身どうしていいのかわからなくて……」

　たどたどしい言葉。西王母以外には決して見せることのない、不ふ安あんげな表情だった。

「……玉女は……手のかからない子でした。物おぼえは良いし、仙せん術じゆつの才さい能のうにも秀ひいでていました。面めん倒どう見みも良くて、下の仙人たちからも尊そん敬けいされていた。私自身、あの子だけは道に外はずれるようなことはするまいと安心しきっていた……いえ。私が『色しき誡かい』から目を背そむけたいばかりに、あの子の心に生まれた変化に気づいてやることができなかった。もし、気づいていたらこんなことには……」

　慚ざん愧きし、目をふせた。

　だが、肩かたのふるえ……心のふるえをおさえようと、必ひつ死しで耐たえていた。

「いえ……もし気づいていたとしても、あの子を救ってやることができたかどうか……。私にはどうすることもできなかったのかもしれない。私にとがめ立てする資格などないのに……あの子を導みちびく資格などないのに」

　沈しずんだ言葉と激しい自じ責せき。それを西王母は軽くさえぎっていた。

「……あの子のことは天てん命めいだったのですよ」

「天命……ですか」

「金童とやらと出会ったのも、愛してしまったことも、天の規き律りつを破やぶってしまったことも……それは玉女が自分自身の心に従したがったまでのこと。そのような性さがが運命を引き寄せたのでしょう。私たちのような仙人であろうと、人にはそれぞれ立ち入れない領りよう域いきがあるものです。それを他人がどうこうすることはできない。すべてがあなたの責任ではないのです」

「ですが……」

「仙人だからといっても、心の弱さは普ふ通つうの人間とたいして変わりありません。あやまちを犯おかすこともあるでしょう。それを受け入れて乗り越えなければ……。それはあなたにも言えることでしょう？」

「私は……あの事を……乗り越えられたかどうか」

　力のないつぶやきに、西王母はかぶりを振ふる。

「もし、あなたが過あやまちを乗り越えようとしない惰だ弱じやくな人間なら、崑崙を任まかせようとは思わなかったでしょう。しかし、失敗を何ひとつ犯おかさないような完かん璧ぺきな人間だったとしても、崑崙を指し導どうさせなかったでしょうね。犯した過ちによって、あなたは心の痛みを、弱さを感じられるようになった。他人の心の機き微びを感じられるようになった。それは人としての弱さではありません。私があなたに崑崙を任せているのは、何も仙せん術じゆつがうまいからとか、指導力があるからとか、そういうことが理由ではないのです」

「……はい」

　弱さ。

　自分でそれを認めることはできなかった。

　かつて経験した『あの事件』以来、弱さを隠かくそうとして、強さばかりを追い求めていた。だが強くあればあろうとするほど、心は脆もろくなり、錆さびた破は片へんとなって剝はがれてゆく。

　それをどう乗り越えればいいのか……彼女自身、答えを導みちびき出せてはいなかった。

　だれも見ていないところで、もがいていた。

　その方法を西王母に尋たずねたところで、教えてはもらえないだろう。彼女の深しん層そうにある領域は、西王母であっても立ち入ることのできない所にあるのだから。

　訊きいたのは別のことだった。

「王母さま……崑崙の女仙にとって、色誡は逃のがれることのできない天命なのでしょうか」







　闇やみの幕まくにおおわれた桃とう園えんから、誰かの泣き声が聞こえてくる。

　……秋しゆう夜や沈しん沈しんとして此ここに君きみを送おくる。

　……陰いん虫ちゆう切せつ切せつとして聞きくに堪たえず。

　虫の鳴き声……それは親しい人との別べつ離りを悲しんでいる嗚お咽えつに思えた。

「なあ、緑雨」

　虹こうがつぶやいていた。

　寝しん室しつの床ゆかに敷しいた毛もう布ふに、虹と飛ひ鼠そが一いつ緒しよになってくるまっていた。さっきまでさんざん泣ないていたのは飛鼠だった。彼にとっても玉女は本当の姉あねのような存在だったのだろう。緑雨や虹の目も気にせず泣きじゃくっていた。今は泣き疲つかれたのか、静かに寝ね息いきをたてている。

　緑雨は、彼らに簡かん単たんな事じ情じようを説せつ明めいしたあと、何も言わず、ただ牀しように伏ふせていた。虹の呼びかけにも答えなかった。

「おい、いつまですねてる気だよ」

　普ふ段だんなら何か言い返してくる緑雨だが、身動きひとつせず、ずっと黙だまり込んでいる。

　何を言ってもなぐさめることはできない……そのことは虹もわかっていたが、何か気を引こうと話しかけた。

「なあ、なんで玉女のこと、おれにも話してくれなかったんだよ。おれなら何とかしてやれたかもしれねえのに。第一、要よう領りよう悪いおめえが、ひとりでなんとかしようと考えるのが間ま違ちがいだぜ。それとも何か？　そんなにおれのことが信用できねえか？」

　挑ちよう発はつしてみるが、怒ど声せいもいじけ声も返ってこなかった。

「おい、聞いてるのかよ」

　無む反はん応のうぶりにいらだち、毛布を脱ぬけ出して牀によじ登った。

　彼女は身体からだを丸めて、枕まくらを抱だいていた。小さな胸に抱かかえ込んでるのは枕だけではなく……彼女の宝物。

　玉女との想おもい出。

　それを決して手て放ばなさないように。

　口先で彼女の頰ほおをつついてみる。つねってみる。くすぐってみる……。

　だが、何の反応も返ってこない。

「おい……まさか……おめえ」

　眼めを見開き、口くち元もとをひきつらせた。

　青白く微び弱じやくな月げつ亮りように、彼女の横顔が照てらし出だされていた。かたく閉とざされた瞳ひとみ。頰には拭ふき取れていない血ちと、乾かわいていない涙なみだの跡あと……。

「おめえ……寝ねてるのかよ」

　寝息をたてる彼女の横顔をひっぱたきたい衝しよう動どうをおさえ、虹は牀から飛び降りて毛布にもぐりこんだ。

「あほくさっ、心配して損そんした！　もう寝る！」

　吐はき捨すてた後、ほとんど間を置かずに、彼は睡すい魔まに誘さそわれていた。
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　虹が寝静まるのを待って、緑雨は寝しん室しつを脱け出していた。

　動どう揺ようがまだ治おさまってはおらず、今はとうてい寝つくことができない。虹の前では眠ねむったふりをしていたにすぎなかった。

　おぼろげな月亮と鉢はち植うえの迷めい穀こくの花か光こうの導みちびきをうけて、細い道をのぼってゆく。その道は小高い丘おかへと続いていた。丘からは崑崙の敷しき地ち内を一いち望ぼうできるが、夜や半はんを過ぎてほとんどの建物からは灯ひが落ちていた。所々に残っている灯は、彼女と同じように眠れない夜を過ごしている女じよ仙せんのものだろう。

　丘の頂上には一本の大たい樹じゆが枝えだをひろげていた。

　その樹きは太たい古こからここにあった。崑崙が存在するずっと昔から。崑崙の女仙たちの成長をただ静かに見守り続けていた。丈たけはそれほど高くはないが、幹の太さは五十人あまりが手をつないで囲かこんでもあまりある。その根ね元もとに、緑雨は背中をあずけて座すわった。

　その樹の名前「不ふ死し樹じゆ」は、不老不死の果実を実らすことに由ゆ来らいしていた。ただその果実は数百年に一度、たったひとつしか実みのらない。実った時には崑崙の女仙総そう出でで実を狙ねらう下か等とうな妖よう魔まから樹を警けい護ごするのだが、今は閑かん散さんとしていた。樹に果実はなく、葉も落ちていた。つぎに果実を実らすために休きゆう養ようしているのだという。緑雨はまだそのような奇き蹟せきにめぐりあったことはない。

　それでも、彼女は時々この樹を訪おとずれていた。

　虹や飛鼠の前でこそ明るくふるまっているが、決してお気楽な生活を送っているのではなかった。

　仙術はなかなか上達しない。

　地仙たちとも仲良くなれない。

　何をしてもうまくいかない。

　今日のようにひどく落ち込んだ時には、夜中ひとりで不死樹に身をあずけ、夜空を見上げていた。

　空には細い下か弦げんの月。

　新月の夜は、明日か、明後日あさつてか。

　本当なら、玉女は金童とともに陰いん陽よう路ろを開くために、崑崙を脱ぬけ出したころかもしれない。この数日、彼女はどのような気持ちで月をながめていたのだろう。

　期待。不安。罪ざい悪あく感かん。

　緑雨には後こう悔かいがあった。

　禁きん書しよ房ぼうでのできごとがあった夜から今日まで、玉女とはなにひとつ話すことができなかった。

　もし、話をしていたら……。

　もし、金童のことを聞いていたら……。

　玉女の脱だつ出しゆつ行こうを手助けしたか、やめるよう説せつ得とくしたか、緑雨自身わからない。しかし何か力になることができたのではないか。

　もちろん、彼女をまきこむことを恐おそれて玉女は口をつぐんだだろう。だが、何もできなかったことに無む力りよく感かんをおぼえていた。何もしなかったことに罪悪感をおぼえていた。

「人界……か」

　そうつぶやいた。

　今まで気にしたこともなかった。天界の下に人界という世界が存在することを。彼女にとって天界が世界のすべてだった。玉女の転生させられた人界がどのような場所か想そう像ぞうもつかなかったが、いろいろ考えているうちに、自分の世せ界かい観かんが狭せまく息苦しく感じられた。

「……ねえ、あたしはどうしたらいい？」

　大たい樹じゆにたずねた。

　今、何をすべきか。

　大樹は語かたらない。だがこの樹きのふところに抱いだかれていると、自然と心が安まり、行くべき道を指し示してくれる気がした。

　母のような存在なのかもしれない。

　ふいに笑えみみをこぼした。

（樹が母親なんて……虹が聞いたら大笑いするわね）

　そう言えば、虹の言っていた「らしさ」。

「お気楽、単純、あほうでがさつ……そうよね。あたしらしさを忘れちゃだめよ。……あれこれ考えるまえに……まず……行動」

　大樹のぬくもりに見守られて、瞳ひとみを閉じた。







　……白い煙けむりがたちこめていた。

　何も見えない。ただ両手で煙を振ふり払はらうと、周しゆう囲いの景けい観かんが少しずつはっきりとしてきた。

　暗い部屋。

　彼女の寝しん室しつではなかった。それよりは広いが何の調度もなく、どこか陰いん気きだ。壁かべに明あかりが掛かけられているが、それは迷めい穀こくの花ではなく、蠟ろう燭そくだった。

「……あれ？」

　彼女の衣服は着なれた袍ほうと裙くんではなく、純白の長ちよう衣い。袖そでに炎ほのおの柄がらがまとわりついた服……それには覚えがあった。

　以前……一度見た夢。

　それとまったく同じだ。

　髪かみは結ゆってはおらず、胸まわりはさらに豊ゆたかになったよう……。

「いや、それはいいんだけど」

　同じ夢をまた見たようだ。それを自じ覚かくすると妙みようにうれしくなった。これは自分の夢の中。自分の意い識しき下か。何をやっても自由。たとえば、虹を自分のいいなりにしたり、九天玄女を自分の部下にしたり……。

「……それはやめておこうかな」

　その部屋には彼女のほか誰もいなかった。ただ白い煙が次し第だいに黒く変色し、部屋の中に充じゆう満まんしてくる……といっても夢の中なので息いき苦ぐるしさを感じることもないし、実じつ害がいもないのだが。

「何か知らないけど……ここから出ろって事なのかな？」

　だれかと会わないことには、この『夢の中で大だい冒ぼう険けんの章しよう』は始まらないようだ。戸と口ぐちに行き、扉とびらに手をかける。

　だが開く前に、向うから勢い良く押おし開かれた。ちょうど彼女は扉で顔面を強きよう打だするはめに。

「ぶぎゃ！」

　悲ひ鳴めいをあげるが、これは夢。当然痛いたみは感じない。

「あ、こんな所にいらっしゃったのでございますか」

　部屋に入ってきたのは中年らしき男だった。その男も白い長衣をまとっていたが、彼女のものとは違ちがい、袖に炎の紋もん章しようはない。かわりに頭に赤い布を巻いていた。

　男は片かた膝ひざをつき、彼女に一礼する。そしてあわてた様よう子すで告つげてきた。

「ご無事で何よりでございます。ですが、ここは危険です。はやくお逃にげくださいませ、聖せい女じよ様」

「はい？」

　おもわず聞き返していた。

「聖女？　誰それ」

「これはまたご謙けん遜そんを。われらが聖女様」

　彼女と男はたがいに怪け訝げんそうな顔で見合った。彼女にも、この男が何者なのか、さっぱり理解できない。

「……まあいいか。どうせ夢だし」

　夢の中ではたいてい辻つじ褄つまのあわないことが起こるものだ。それで納なつ得とくしようとすると、

「いえ、残念ながら、夢ではございませぬぞ」

　男はうつむき、無む念ねんそうに肩かたをふるわせていた。

「夢じゃないって、どういうことよ」

「はい。官かん匪ぴの手て勢ぜいがこの宮きゆう殿でんのまわりを取り囲んでおります。洞どう主しゆたちもそれぞれ信しん徒とをひきいて防ぼう戦せんにあたっておりますが、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい、持ちこたえられそうにありませぬ。まもなくここも落ちるでしょう。みな殉じゆん教きようする覚かく悟ごではございますが、聖女様だけでも脱だつ出しゆつされ、安全な場所にお隠かくれくださいませ」

　中年男は立ち上がり、彼女の腕うでを無む理りやり引っ張った。とまどう彼女のことなどお構いなしに、細く狭せまい通路を先へと進んでゆく。

「ちょ、ちょっと待ってよ。どういうことか説明してくれない？」

「は」

　足こそ止めないが、男は語りはじめた。

「……そもそも私は憂ゆう慮りよしておったのです。あの男が教団をわが物とし、聖女様をないがしろにしておることに。事実、奴やつめはだいそれた野心をいだいて大勢の信徒をだまし、朝ちよう廷ていに対して叛はん乱らんを起こしました。しかし結けつ果かはこの様ざま。さんざんに敗やぶれ、いまやこの宮きゆう殿でんを残すのみ。このままでは聖女様も官軍に捕とらわれ、処しよ刑けいされてしまいます。ここは一時の恥はじをしのんで逃のがれ、再さい起きを期きしてくださいませ」

　と言われても、わけがわからない。叛乱といえば羿の叛乱だが、出てくる名前からすると別の話のようだ。

（……なんか、やたらと凝こった夢ね）

　だが。

　聖女。叛乱。処刑……。

　冒ぼう険けん心しんをくすぐる言葉の数々。こんな夢もたまには悪くない。

「さあ早くお逃にげくださいませ。官軍だけでなく、あの男も聖女様のお命を狙ねらっておりますれば」

「あの男って？」

「もちろん、方ほう教きよう主しゆでございます」

「……方教主？」

　どこかで聞いたような名前。たしか……。

「宮殿の裏の河かわに脱だつ出しゆつ用ようの船を用意しております。早くそちらへ」

「う……うん」

　拒きよ否ひする理由もない。とりあえず、導みちびかれるままについて行く。

　通路は板いた壁かべから土壁……洞どう窟くつのような道に変わっていた。薄うす暗ぐらく曲まがりくねっているため、どこまで道が続いているのかわからない。何度目かの角を曲ったとき、だしぬけに男が立ち止まり、うめいた。

「ほ……方教主」

　彼女たちの行く手をさえぎるように別の白衣の男があらわれたのだった。

　思い出した。

　以前の夢に登場した、いかがわしそうで偉えらそうな男。その時は軽けい薄はくそうにへつらっていたのだが、今は尊そん大だいにふんぞりかえっている。鋭するどい眼光で彼女と男を見み下くだしているのだ。

「聖女様を連れてどこへ行くつもりだ、李り洞どう主しゆ」

「ど……どこへと申されても」

　それまで方教主を罵ののしっていた男が、卑ひ屈くつな態たい度どに急きゆう変へんした。男は背中を丸め、うわずった声で狼ろう狽ばいしている。格かくの違ちがいというべきか方教主のほうが、この男……李洞主よりも数段威い厳げんがある。

　方教主の詰きつ問もんする声が李洞主に突つき刺ささる。

「きさまの浅あさはかな企たくらみは、すでに白はく日じつのもとにさらされておる。聖女様を官かん匪ぴに売り渡わたし、みずから富ふう貴きを得るつもりであろう」

「な、なにを言われる！」

　話が妙みようにずれてきた。

　李洞主の話では方教主こそ悪者だったのだが、方教主によれば李洞主こそ悪わる巧だくみを働はたらいているのだという。

　彼女は方教主に訊きいた。

「この人、あたしを助けてくれようとしてたんじゃないの？」

　ふたりの男は同時に訴うつたえかけてくる。

「その背はい信しん者しやを信じてはなりませぬ！」

「その売ばい教きよう奴どに騙だまされてはなりませぬ！」

「……別にどっちでもいいけど」

　どうせ夢の中のできごとなのだ。方教主と李洞主、どちらが悪者だろうが知ったことではなかった。眠ねむりからさめれば、彼らふたりとも消えてなくなるだけなのだから。

　だが、彼らにとっては抜ぬき差さしならない状じよう況きようのようだ。

　李洞主の眼めに鈍にぶくゆがんだ光が閃ひらめく。すると、いきなり彼女の身体からだに腕うでをまきつけてきた。

　抱だき寄よせられると、彼女の眼がん前ぜんに刀がかざされた。

「ちょっと、なにすんのよ！」

「……そこをどいてもらおうか、方教主」

「正体をあらわしおったな、鼠そ賊ぞくめ」

　方教主は薄うすく笑い、口をゆがめた。彼女が人ひと質じちにとられても脅きよう迫はくに従う様子などなく、泰たい然ぜんとして行ゆく手てを阻はばんでいる。

「ど……どけ！　どかぬなら、聖女をここで殺すぞ！」

「って言いますか……刀、ほっぺたに当たってるんですけど……」

　李洞主の腕がふるえているため、刀の刃はが彼女の頰ほおに食い込んでいた。しかし夢のおかげで、出しゆつ血けつすることもないし、痛みも感じない。もちろん死ぬこともない。

　方教主は右腕をゆるく伸のばし、掌てのひらを向けていた。そして、何事かつぶやく。

（……まさか、仙せん術じゆつ？）

　次の瞬しゆん間かん、見えない圧あつ力りよくにおされ、彼女と李洞主の身体は吹ふき飛ばされていた。彼女の身体は李洞主が下した敷じきとなったために何の傷きずも負わなかったが、李洞主はというと、激しく岩いわ肌はだに叩たたきつけられ、重おも苦くるしいうめき声をあげていた。

「聖女様、はやくこちらへ！」

「え？　う、うん」

　李洞主の腕をほどき、彼女は言われるままに方教主の背はい後ごに隠かくれた。

「……妖よう術じゆつなど使いおって」

　刀を杖つえがわりに李洞主は立ち上がる。だが、右腕の関かん節せつがあまり想そう像ぞうしたくない方向に折おれ曲がっていた。骨折したようだが、その激げき痛つうに耐たえるように吠ほえた。

「おのれ、方ほう臘ろう！」

　跳ちよう躍やくし、身体ごとぶつかる。

　だが直前、方教主の右腕がひるがえった。同時に、水の溜たまった革かわ袋ぶくろが裂さけるような乾かわいた音。

　李洞主の頭が破は裂れつした。

　頭ず蓋がいが砕くだけ、鮮せん血けつ、脳のう漿しよう、眼がん球きゆう、皮ひ膚ふ、その他わけのわからない物があたり一面に彩いろどりをそえた。

　彼女はとっさに顔を覆おおった。しかし、純白の衣ころもには血けつ痕こんが紅こう梅ばいのように咲さき乱みだれていた。方教主も全身に返り血をあびていたが目元口元が悦えつ楽らくにゆれる。そして転ころがっている眼球を鞋くつで踏ふみつぶしていた。

　何とも言えない総そう毛け立つ音に、彼女は吐はき気けをおぼえた。

「叛はん徒とは成せい敗ばいいたしました」

「……でも、ちょっとやりすぎじゃないの？」

「我らが教団に逆さからう者は、みなこうなるのです！」

　狂きよう気きにひたる眼まな差ざし。この男も、とうてい正常とはいえない。

「こ……これから、どうするのよ」

「私が聖女様を安全な場所にご案内さしあげます」

　方教主は恭うやうやしげに一礼するが、信用などできるはずもない。

「あ、あたし、仙せん術じゆつの勉強しないと、九天姉さまに怒おこられるから。これで」

　わざとらしく立ち去ろうとするが、腕うでをつかまれた。強い腕わん力りよくであり、振ふりほどこうとしてもびくともしない。

「さあさあ、こちらです」

　無理やり引きずられて、さらに奥おくへと進んでゆく。

（……そ、そういや）

　はっと、彼女は思い出していた。

（これって夢だったんだ。いざとなれば目をさませばいいだけのことよね）

　そう考えると案あん外がい冷れい静せいになれた。今すぐ目をさましてもいいのだが、恐こわいもの見たさというか、この先に何が待ち受けているのか知りたくなった。

「こちらでございます」

　案内されたのは暗い部屋。

「……ここが安全だっていうの？」

　と問う。だが返答はなかった。方教主の姿が、霞かすみのように消えてなくなっている。

　取り残された……。

　その部屋はまったくの暗黒。どれだけの広さがあるのかさえわからない。物音もなく、彼女の声も反はん響きようしない。

　ただ……。

　どこからか、声が聞こえてきた。

　それは嗚お咽えつするような響ひびき。

　か細い声。

　女の声だ。

　それが次し第だいに意味をなした。

　……北きた風かぜの其その涼りようなる、雨あめ雪ゆきの其その霏ひなる。

　……恵めぐみて我われを好すくならば、手てを携たずさえ同どう行こうせん。

　……其その虚きよ其その邪じや、既すでに亟すみやかなり……。

「……なんなのよ」

　悲ひ痛つうで清らかなる怨うらみ。その歌うた声ごえに、彼女はひどい寒さむ気けをおぼえていた。

　眼前に、おぼろげな人ひと影かげが浮うかび上がった。

　長身で、艶あでやかな紅くれないの長ちよう袍ほうをまとっている。

「……九天姉さま？」

　暗黒に浮かび上がる白い肌はだ。それが美び貌ぼうであったので、一いつ瞬しゆんそう思ったのだが……。

　しかし、違ちがっていた。髪かみの毛はやや赤みがかり、目元は柔やわらか。沈しずんだ顔色ではあったが、つややかさという意味では九天玄女すら上回る美女。

「……あんた、誰」

　誰何すいかするが、返答はなかった。ただ、慟どう哭こくに似にた声だけが響いてくる。

　……暗い。

　……寒い。

　……寂さびしい。

　……ここから出して。

　その言葉が何度となく繰くり返された。

　捕とらわれているのだろうか。

　拘こう束そくされているようには見えないが、ここから出ようと思えば簡かん単たんにできるはず……と、ふり返ってみると、さっきまで存在していた出口は暗やみの中に消え去っていた。

「あの……ここはどこです？　どうしてここにいるんですか？」

　おずおずと尋たずねてみても、やはり返答はない。無む視ししているというよりも、彼女の存在自体に女は気づいていないようだった。

　……たすけて。

　……たすけて。

　……羿げい。

「……羿って」

　女が口にした名前……炎えん帝てい、羿。

　……たすけて。

　……羿。

　……嫦じよう娥がをここから出して。

　……九天を殺して。

「え？」

　……九天を殺して。

　聞き逃のがすことのできない言葉だった。この女は九天の知り合いなのだろうか。九天玄女に恨うらみを抱いだいているのだろうか。

（……九天姉さまの敵てき？）

　だとしたら、戦うべきなのだろうか。だが、女からは悲しみに打ちのめされた哀あわれみしか感じ取れなかった。警けい戒かいを押おし隠かくし、訊きいてみた。

「どういうことか、事情を教えてくれません？」

　しかし女は同じ呪じゆ詛そをくり返すだけ。ただ、九天を殺してと。

　女が目の前にまで近寄ってきた。

　危険を感じ、仙せん術じゆつの発はつ動どうを準じゆん備びする。自分の夢の中だから普ふ段だん使えないような大おお技わざだってきっとできるはず。

　丹たん田でんに仙せん功こうを集中させる……だが、何も感じない。仙功の脈みやく動どうを感じ取ることができない。身体からだから仙功が失われたかのようだった。

　手をかざそうとする。しかし何か見えざる力に全身が束そく縛ばくされ身動きできない。身体がまるで言うことをきかない。

　……九天を殺して。

　……九天を殺して。

　狂くるい、女はそれだけを反はん芻すうしている。

　その両手が差し伸のべられた。

　掌てのひらが、彼女の両りよう肩かたにふれた。それにはぬくもりがあった。

　夢の中では感じることのない感覚……それが熱あつさに変わった。衣い服ふくの上からでもはっきりとわかる感覚だった。

　直後。

　一いつ瞬しゆんのうちに熱さは灼しやく熱ねつに変わり、激しい痛いたみとなった。衣服が燃え出したのだ。

「あ、あ……ああ！」

　耐たえ切きれず絶ぜつ叫きようしていた。全身が紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包つつまれたが、消すことができない。指先すら曲げられない。

（夢なのに！）

　痛みなど感じないはずなのに、皮ひ膚ふと肉にくが焼やき尽つくされる痛みと、吐はき気けを催もよおす焼け焦こげる臭においだけは、はっきりと知ち覚かくしていた。

　倒たおれることすらできない。棒ぼう立だちになったまま、叫さけぶしかない。

　その姿を、女は悲痛な表情で見つめているようだった。双そう眸ぼうからひとすじの涙なみだが流れ落ちていた。

　血の涙だ。

　衣服がすべて焼け落ち、裸はだかになっても炎は肢し体たいにまとわりついていた。皮膚が溶とけ、血が蒸じよう発はつし、眼球が弾はじけ、肉はただれ落ち、むきだしになった骨ほねが炭すみになる。

（夢よ、さめて！）

　彼女は必ひつ死しで念ねんじていた。

（夢よ、さめて！）

（夢よ）

（夢よ）







　あまりの恐きよう怖ふに飛び起きると、そこには崑崙の見み慣なれた光こう景けいが広がっている。

　涙と涎よだれをぬぐい、周囲を見回して、ほっと安あん堵どする。

　訝いぶかしげに顔をのぞきこむ虹と、飛鼠。

　一瞬ののち、弾はじける彼らの笑い声に、彼女もふくれっ面つらを返す。

　そして、何の夢を見たのか、すぐに忘わすれる。

　……そのはずだった。

　だが、今は視界が暗あん転てんしたまま、彼女は宙ちゆうをさまよっていた。

　夢からさめてはいない。

　いや……。

　このまま、ずっとさめないのかもしれない。

　崑崙での平和な生活が虚きよで、この情じよう景けいが実じつなら……。

　これが、死。

　その言葉がふさわしいのか、彼女にはわからなかった。

　意い識しきはある。だが、それが生きているという証あかしなのかもわからない。

　間ま近ぢかに気配を感じた。

　ふたつ。

　それが誰なのか確かく認にんできなかった。

　眼を見開いているつもりだったが、視野は黒いとも白いともいえない幕まくに覆おおわれている。

　……方教主と女？

　いや、違ちがう。その気配は、もっと彼女の身近な存在。

　……虹と飛鼠？

　それも違った。その気配は強大だが、彼女の意識をやさしく包つつんでいた。

　どこからか声が聞こえてくる。近い所からのような気もするし、はるか遠くからのような気もする。

「……この子を……いかがするつもりじゃな？」

　しわがれた声。それには聞き覚えがあった。

　北斗星君だろう。

「……崑崙に連れて行こうと思っていますが……もちろん、北斗爺や爺やのお許しがあれば……でございますが」

　その声を聞き間違えることはない。

　九天玄女。

　九天に声をかけたかった。抱だきついて泣き叫さけびたかった。夢のことを話しても、一いつ笑しように付されるに決まってはいるだろうが……。

　しかし、声を出すことも、身動きすることもできない。ただ朦もう朧ろうとして浮ふ遊ゆうしている。

　北斗と九天の会話は続いていた。

「……しかたないのう。玉ぎよつ皇こうめには内ない緒しよにしておいてやるわ。……じゃが、その子は仙せん人にんではないし、天界には留とどまれんぞ。それに魂こん魄ぱくを収おさめる肉体を失うしなっておるし、すぐにあの世よ行いきじゃ」

「それは……私に任せてはいただけませんか。考えがありますので」

「考え？　なんじゃ、それは」

「今、崑崙の不ふ死し樹じゆに実がなっております……それで」

「ふむ。なるほど、それは名案じゃ。不死樹の実で不ふ老ろう不ふ死しにしてやろうというわけじゃな。……で、名前はどうするのじゃ？　聖女では格かつ好こうがつくまい」

「そうですね」

　ふたりの声がかすれて小さくなった。やがて聞こえなくなる。九天の言葉を残して。

「そうですね……緑雨……とでも」
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　翌よく朝ちよう。

　九きゆう天てん玄げん女じよはふらりと中なか庭にわへ足を運はこんでいた。

　まだ陽ひは昇のぼってはおらず、霧きりとなった冷たい空気が彼女にまとわりついていた。石いし畳だたみは夜よ露つゆに濡ぬれ、屋根からは水すい滴てきがしたたり落ちてくる。それが彼女のはりを失った頰ほおをうるおした。

　結局、寝ねつくことはできなかった。

　西せい王おう母ぼが帰ったあとも、彼女はぼんやりと夜空の月を見上げていた。

「……私がしっかりしないでどうするのだ」

　かるく頰を張り、つぶやいていた。

「……あの時、誓ちかったはずであろう。私は崑こん崙ろんのために生きると。間ま違ちがってなどいない。後こう悔かいなどしていない。今さら思い悩なやんでどうするのだ」

　静かに自分自身を叱しつ咤たする。

　湿しめった壁かべに身体からだをあずけてみた。衣い服ふくを通して感じられる冷れい気きが心ここ地ちよかった。

　まだ早朝。崑崙が一日の営いとなみをはじめるまで、まだ時間がある。そのうち、飯めしを炊たくかまどの煙けむりがたちのぼってくるだろう。

　この時間、中庭からにぎやかな声が聞こえてくるのが日常の風ふう景けいだった。

　……飛ひ鼠そ！　あたらしい技わざ思いついたんだけど、試ためしたいの。相手して！

　……ええ？　いやです。

　……なんでよ？

　……だって妹メイ妹メイ、いつも本気で、手て加か減げんしてくれないんですもの。

　……あのね、手加減なんかしてたら練れん習しゆうにならないでしょ。そんなんじゃ実じつ戦せんで通つう用ようしないんだからね。……もういいわ。虹こう、あんたが相手して。

　……いやだ、眠ねむいからな。だいたい今何時だと思ってるんだよ。

　……少しは身体動かして、眠ねむ気けさましなさいよ！

　……うるせえよ。修しゆう練れんなんてひとりでできるだろ。

　……緑りよく雨う、朝早くから熱ねつ心しんね。私が相手してあげようか。どんな技か見てあげる。

　……あ、玉ぎよく女じよ姉さま……いや、まだ人に見せるほどのものじゃないんだけど。

　……結局おれたち実じつ験けん台だいか？

　それは、もう戻もどってこない光こう景けいなのだろうか。

「……緑雨のやつ、焦あせらなくてもいいものを」

　愛いとおしげに笑えみをうかべた。

　緑雨の微び妙みような立場は、彼女も理り解かいしていた。

　数多くいる崑崙の女じよ仙せんの中で緑雨が一番年若く、仙人歴れきが浅い。彼女は早く一人前になって九天や玉女の役に立ちたいと願っているのだが、それが空から回まわりしているのだ。仙術を極きわめるのに近道はない。まず仙せん功こうを鍛きたえ、仙せん呪じゆつとなる詩し詞しを理解することからはじめなくてはならない。技をおぼえるのは、そのあとでいい。たしかに緑雨の仙功の修練具ぐ合あいは良いとはいえなかったが、それは仕方ないことなのだ。彼女の身体からだに、彼女自身が知らない首くび枷かせがあるかぎり……。

　しかし、背せ伸のびして頑がん張ばろうとするあまり、他ほかの地仙の者たちから反感を買っているのも事実だった。平たく言えば、浮ういた存在なのだろう。普ふ通つうなら中級以上となってはじめて従したがえることができる神しん獣じゆうとも彼女は仲良くしているし、みなの尊そん敬けいをあつめる玉女とも親しい。また、彼女自身勝かち気きな性格だ。そのようなことで孤こ立りつしてしまっている。

　九天は知っていた。だが……崑崙の女仙の質も落ちたと苦にが々にがしくは思うものの、緑雨の現状に介かい入にゆうする気はなかった。これは緑雨が乗り越えなければならない問題であるし、師しとして甘あまやかすことはできない。

　緑雨には、これまで以上に強くなってもらわなければならなかった。仙人としても人間としても。彼女は、いつか自分の領りよう域いきに持つ障しよう壁へきを乗り越えなければならない。それは九天が取りのぞいてやることはできないのだから……。

「そろそろ『色しき誡かい』のことも教えておかなければ。あいつには、私や玉女のような過あやまちを犯おかさせたくないから」

　なせ崑崙の女仙には色誡などあるのか……。

　忘れていた問いを、九天は思い返していた。

　色誡とは……恋れん愛あいの禁止。

　異い性せいに対して恋こい心ごころを抱いだくことを禁じているのだ。

　当然、彼女もその理由は理解していた。

　女仙といっても、本質的には普通の女性にすぎない。恋におちれば周囲が見えなくなり、邪じや心しんに惑まどわされてしまう。それが崑崙を乱みだすおそれがあった。今回の玉女の件のように。それがひとつ。

　もうひとつの決定的な理由。それは崑崙の仙せん功こうにあった。

　崑崙の仙功は至し純じゆんの陰いんの気き。それが男の陽ようの気と交まじわれば、陰気は穢けがされ、仙功を失ってしまう。仙術が使えなくなるばかりか、最悪の場合、神仙としての力も失ってしまう。

　玉女の査さ問もんの際さい、九天は彼女の腕うでをとり、仙功を調べた。だが、彼女からはわずかな仙功も感じ取れなかった。最さい悪あくの一いつ線せんを越えてしまったのだろう。

　……九天姉さま。

　声が聞こえたような気がして、九天はふり返った。

　だが、そこには誰だれもいなかった。小こ鳥とりが数すう羽わ舞まい降おり、石いし畳だたみの上の餌えさをついばんでいるだけだった。小鳥のさえずりが、そのように聞こえたのだろう。

「……緑雨のやつ、遅おそいな」

　そうつぶやいた。緑雨たちはまだ現れていなかった。毎日のように、朝はここで仙術の修練にはげんでいるはずなのだ。しかし昨日のこともあり、さすがに今朝はそんな気になれないのかもしれない。

　九天の足は、自然と緑雨の部屋へと向かっていた。

「……せっかく私みずから指し導どうしてやろうというのに、何をやっておるのだ。こんな時こそ気分転てん換かんをかねて……」

　しかめっ面つらで吐はき捨すてるが、ふいに笑えみをこぼした。

　彼女自身が今はすべてを忘れて何かに没ぼつ頭とうしたいだけなのかもしれなかった。

「緑雨！　いつまで寝ねている！」

　部屋の前で扉とびら越ごしにはりきった声をあげる。だが、何の返答もなかった。

　ふと胸むなさわぎを感じた。

「……緑雨、入るぞ」

　部屋の中は閑かん散さんとしていた。緑雨の姿はもちろん、虹や飛鼠の姿もない。

　……菜さい園えんか？

　仕事場にいるのかもしれない。ため息をつき、その部屋を見回した。

「……まったく、少しは掃そう除じしたらどうなのだ」

　緑雨の基き準じゆんからすればかなりきれいに整せい頓とんしているつもりでも、極きよく度どに几き帳ちよう面めんな九天からしてみると乱らん雑ざつきわまりない。読みかけの本が床ゆかに散ちらばり、洗あらっていない食器が卓たくに残っている。部屋の隅すみには、衣い服ふくらしき切きれ端はし、割われた皿さら、脚あしの折おれた椅い子すが山やま積づみに放ほう置ちされていた。

　床の本を取り上げ、ほこりをはたいて机の上に重ねる。

　卓には、なにやら開きっぱなしの帳面がある。

　日記か……と思い、手に取ってみると。

「……『緑雨最強天仙化計画』？」

　最初の二、三行ぎように目を通しただけで、九天は失しつ笑しようして卓に戻もどした。

　その他ほかは、下へ手たな落書きが描かかれた紙が散さん乱らんしているだけだった。

「……ん？」

　その中に、筆ふでで殴なぐり書がきされた紙し片へんがあった。それを手に取り、一いち読どくする。直後、彼女は眉み間けんをよせていた。

「……何と書いてあるのだ……字が汚きたなくて読めぬが」







「……おめえと一いつ緒しよにいるとな。なぜか同じことばかり訊きいてるような気がするんだけどよ」

　虹が、なにやら不ふ満まんげに鼻を鳴らしている。

「同じことってなによ」

「それはな……おめえ、本当に大だい丈じよう夫ぶなのかよ？」

「あたりまえでしょ。今さら何言ってんのよ」

「……あの……重いんですけど」

　虹は緑雨の背中にしがみついている。緑雨はというと飛鼠の背中にまたがっていた。その下で飛鼠は必死の形ぎよう相そうで羽をはばたかせるものの、乗せたふたり分の重さで、浮ういたり沈しずんだりしている。

　はるか先まで連なる山さん嶺れいを眼がん下かにながめながら、彼女たちは陽ひの立ち昇のぼる方角へと進路をとっていた。後方にある崑崙の姿は、とうの昔に確かく認にんできなくなっている。

　緑雨の耳元に、虹があくびまじりの声でささやいてきた。

「正しよう気きとは思えねえけどな。いきなり崑崙を飛び出すなんてよ」

「もう決めたんだから。玉女姉さまを連つれ戻もどすまで、崑崙には戻らないって」

　それが、不ふ死ろう樹じゆの下で導みちびき出した結けつ論ろん。

　人界へ行き、馬に転てん生せいさせられた玉女を見つけ出す。そして天界に連れて帰り、人間の姿に戻してもらえるように頼たのむのだ。できれば仙せん人にんに戻してもらい、また一緒に生活を送りたかった。

「そんなこと誰に頼むんだ？」

　興こう奮ふんしきりの緑雨に対して、虹はあくまでも冷れい静せいだ。

「うん。それは北ほく斗とさまに。あのおじいちゃん、変な人だけど、悪い人には見えなかったし」

「でもよ。玉女を馬に転生させるよう決めたのは、その北斗だろ？　無理なんじゃねえか？」

「じゃあ……王母さまは、どう？」

「あのな。直ちよく接せつ手を下したのが、その王母だろうがよ。仙人に復帰させるつもりがあるんなら、みずから処しよ刑けいしないとおもうぞ」

「むう……。じゃ、最後の手段。玉ぎよつ皇こうさまに直接お願いしてみるしかないわね。みんなで一いつし生よう懸けん命めい頼めば、きっと分かってくださると思うのよ」

「みんなって、おれも入ってるのか？」

「あたりまえじゃない。あんたも、飛鼠も。あと、できれば九天姉さまも」

「面めん倒どうくさいことだよな」

「これも玉女姉さまのため。がまんして」

「……どうでもいいですけど……ふたり乗りはやめてくれません？」

　飛鼠がうめいているが、議ぎ論ろんに熱中しているふたりに届とどくはずもない。

「おめえが玉女を助け出したいって気持ちはわかるけどよ。実じつ際さい問題として、どうやって助けるんだ？　玉女は人界に飛ばされたんだろ。まず、どうやって人界に行くんだ？」
















「そこが重要」

　緑雨はにやりと笑ってみせる。

「北斗のおじいちゃんの話では、人界に行く方法はたったひとつらしいのよ。それが陰いん陽よう路ろ。路っていうくらいだから、そこを通とおれば人界へたどりつけるってわけ。多分だけど」

　計画性は十分……と思っているのは緑雨本人だけで、虹にはさほど感かん銘めいを与あたえなかったようだ。

「人から聞いた話とおめえの想そう像ぞうか？　頼たよりねえ話だよな」

「悪かったわね。……まあいいわ。あたしが間ま違ちがってないことはすぐに証明されるに決まってるんだから。金きん童どうって人が陰陽路を開いたのは、たぶん常じよう陽よう山ざんってところ。陰陽路は今日にでも閉とじちゃうらしいから、急がなくっちゃ。がんばって、飛鼠！」

「……だからオモイんじゃ。ジブンでトンでみいや」

「え？　何か言った？　飛ぶとか飛ばないとか……」

「あ、いえ、急に崑崙を飛び出してきて、玄女娘ニヤン娘ニヤンが心配してないかな……なんて思ったりして」

　なぜか飛鼠の声が裏うら返がえっているが、緑雨はたいして気にもとめなかった。

「それは心配しないで。ちゃんと書き置きしてきたから」

「はあ？　書き置きだ？」

　すっとんきょうな声をあげたのは虹だった。

「うん。『玉女姉さまを探しに人界へ行ってきます。あたしのことは心配しないで』って」

「それって、心配してくれって言ってるようなもんじゃねえかよ。なんでそんなもん残すんだ？」

「いいじゃないよ！　九天姉さまがあたしの部屋に来ることなんか滅めつ多たにないからね。九天姉さまが気づいた時は、すでにあたしは人界ってわけ。それに玉女姉さまを想おもう気持ちは九天姉さまも一いつ緒しよだと思うし、あたしがやろうとしていることを、きっと九天姉さまも応おう援えんしてくれるはず」

「……また始まったよ。自じ分ぶん勝かつ手てな思おもい込こみが……」

「なに？」

　それ以上の抗こう議ぎは無む駄だだとさとったか、虹は口をつぐんだ。

　緑雨と虹にくわえて旅りよ行こう荷に物もつ一いつ式しきを背せ負おい、地図を片手に必ひつ死しで飛んだ飛鼠の献けん身しん的てきな努ど力りよくのかいもあり、崑崙を出発して半日後には常陽山へとたどりついた。

　ここから太陽が昇のぼると伝つたえられる常陽山だが、実じつ際さいは巨きよ大だいな火か山ざんだった。火口からは白はく煙えんが絶たえ間まなく噴ふき上がっており、近寄るだけで熱ねつ気きが肌はだを焼やいた。溶よう岩がんの冷ひえて固まった奇き岩がんがそそりたっており、山全体が煙けむりと靄もやでかすみ、霊れい的てきな雰ふん囲い気きをつくりだしている。

「でもよ」

　虹が言った。

「玉女や金童が罰ばつせられたのは、陰陽路を開こうとしたからだろ？　当然、人界へ行くことも罪になるはずだよな」

「そうかもね」

　いともあっさりと緑雨は答える。

「人界へ行くことは玉皇さまが禁止しているらしいし、もしかしたら陰陽路を開くことよりも重い罪かもしれない」

　陰陽路を開いた金童はともかく、それを幇ほう助じよしただけの玉女でさえ重い罪に問われた。だとすれば人界へ降りることがどれほどの罪に値あたいするのか、想像もつかない。

　だが、それを犯おかしてまでも人界へ行く価か値ちがあるのかと問われれば、迷まよいなくうなずく。

「なんでそこまでするんだ？　玉女が親友だからか？」

「もちろんそれが第一。だけど、もうひとつ思うところがあってね」

「思うところ？　なんだそれ。聞かせろ」

「うん……」

　うなずいたものの、しばらく緑雨は沈ちん黙もくし、それから告つげた。

「……このまま崑崙にいて、九天姉さまの指し導どうを受けて……それも悪くないけど、今までのあたしは九天姉さまや玉女姉さまに守られて、それに甘あまえていたのかもしれない。でも玉女姉さまの一件で、自分があまりにも無む力りよくなのを感じた。このままではあたしは成せい長ちようできない。そのためには、一度九天姉さまの下もとを離はなれるのもいいんじゃないかって」

「ふうん」

「……それにね。あたし、昔の記き憶おくがないんだよね」

　その声が揺ゆらいだ。

「記憶がないって？」

「いや、正確にいうと、おぼろげなのよ。はっきりと思い出せない。この前までは、生まれてからずっと崑崙にいたような気がしてたんだけどね。北斗のおじいちゃんと会ってからよくよく考えてみると、なにひとつ思い出せない。あんたたちと会うずっと前のことを」

「でもな。昔の事なんてたいてい忘れるだろうがよ。おれは日々前まえ向むきに生きてるからな。ガキの頃ころのことなんて別にどうでもいいぜ」

　一日の大たい半はんを寝ねてすごしている虹のどこが前向きなのだろう。

「ワタクシもあまりおぼえてません。だから気にすることありませんよ」

　飛鼠の場合、頭の中を占しめているのは食い物のことばかりだ。彼らと同どう類るいにされること自体、不ふ本ほん意いだ。

　あやふやな記憶。

　ただ、失われた部分がどのようなものだったか、探さがし出す手がかりはあった。

　夢ゆめ……。

　その夢を見たのは二度。だが目覚めてから忘れてしまっている場合を考えると、結構何度も見ているのかもしれない。その情景や名めい称しようを思い浮うかべると、天界とはかなり様よう相そうが違ちがう。

　とすれば……人界。

　大半は夢む想そう妄もう想そうだろうが、人界での記憶が残ざん滓しとなって混まじっているのかもしれない。

　もちろん、人界に行けば自分の過去がわかるというものでもない。何の手がかりもつかめないかもしれない。しかし、それでもよかった。その事は玉女を探し出し、天界に戻もどってきてからゆっくりと考えればいい。

「……なるほど、人生の岐き路ろってやつか。おめえにしてはましなこと考えてるじゃねえかよ」

　と言いつつ、虹は苦く笑しようを見せた。

「笑うところと違うでしょうが」

「いや、もし崑崙の生活が嫌いやで出てきたって言ったら、『甘あまったれるな』って一発ぶん殴なぐって、崑崙に連れ戻そうかって思ってたんだよ」

　常陽山の上空を旋せん回かいするうちに、飛鼠が山やま肌はだに人ひと影かげを見つけていた。

　それは峡きよう谷こくの底そこにひとかたまりになっている。武ぶ装そうした兵士のようだった。数は百名あまりだろうか。みな甲かつ冑ちゆうをつけ、武器を所しよ持じしている。

　彼らに見つからないよう、彼女たちは崖がけの上に降おり立った。そこから頭だけをのぞかせて、下の様子をうかがった。

　兵士たちは円えん陣じんを組んでいる。獣じゆう頭とうの兵士も混まざっているが、黄色い旗はたからすると天てん廷てい軍ぐんの兵士たちのようだ。

「……あそこに陰いん陽よう路ろがあるらしいわね」

　崖上からでは、そこに門や路みちのようなものは見み当あたらない。だが臨りん戦せん態たい勢せいで警けい護ごする彼らの様子からみると、よほど重じゆう要ような物を守っているのは間ま違ちがいない。それは陰陽路以外にありえなかった。

「虹、飛鼠」

　緑雨が呼よびかけると、振ふり向いたのは虹だけで、飛鼠はなぜかおびえた様よう子すで目をあわせようとしない。

　……飛鼠、おとりになって。

　いつもの彼女なら、そうのたまうはずだったから。

「……あんたたち、ありがと。崑崙に帰っていいわよ」

　だが、彼女はそう言った。

「ん、なんでだよ。いきなりお払はらい箱ばこか？」

「ここから先はあたしひとりで行く。あんたたちには関係ないことだから」

　彼らを巻き込みたくはなかった。決けつ意いと感かん謝しやをこめて、虹を見つめる。だが虹は面おも白しろくなさそうに鼻を鳴らした。

「嫌いやだ。おめえがいなくなったら、崑崙なんて陰いん気きでつまんねえ所だからな。それに、おめえひとりじゃ失敗するのが目に見えてるだろ。暇ひまだからついて行ってやるよ」

　素す直なおではない言い方だが、迷まよいのない協きよう力りよく表ひよう明めいだった。

　となると、飛鼠も負けられない。

「……わ……ワタクシも行きますよ！　だって、緑雨妹メイ妹メイも玉女娘ニヤン娘ニヤンも大事な友達ですから！」

「無む理りしてない？」

「してません！」

　緑雨は二匹ひきの肩かたをしっかりと抱だきしめていた。思わず、涙なみだがにじむ。

「……ありがと。あんたたちも、あたしの親友だよ」

「おい、涙より鼻水が出てるじゃねえか。汚きたねえな」

　虹はとっさに緑雨の腕うでを振ふり払はらっていた。

「そんなことより、どうするんだ？　あの兵士どもが陰陽路守ってるんだろ？　どうにかして突とつ破ぱしないとな」

「そうなんだけど……なかなか強そうな連中よね。……そうだ！」

　なにやら思いつき、いきなり声をあげた。そして……。

「飛鼠、おとりになって！」

　やっぱり、そうのたまった。瞬しゆん間かん発ほつ作さ的てきに飛鼠の顔がん面めんが痙けい攣れんしている。

「……冗じよう談だんよ。そんなに嫌がらなくてもいいじゃない」

　本気だったのは飛鼠にもわかっている。ついて行こうと決心したことを、彼は半分後こう悔かいしていた。

　三人はふたたび崖がけから顔をのぞかせる。

　……と。

　緑雨は腰こしあたりを軽く叩たたかれた。

「なに？　虹」

「ん？　どうした」

「今、触さわらなかった？」

「いや」

「うそ、おしり、触ったでしょ」

「はあ？　なんでおめえのケツ触らなきゃならねえんだよ」

「何やってんだ？」

　その声に……三人同時にふり返っていた。

　背はい後ごに、ふたりの男が立っていた。




　　　　２




　見おぼえある男たち。すっかり忘れていたのだが、ひと目見ただけで思い出した。

「げ、あんたは！」

「げ、おまえ、いつぞやの！」

　ひとりは青せい毛もう虎こ面めんの小こ男おとこ。

　もうひとりは狐きつね目めの男……。

「偽にせ九天玄女！」

「偽炎えん帝ていとその舎しや弟てい！」

　緑雨は頭をかかえた。よりによって、こんな奴やつらと出会うとは……。

　しかたなく立ち上がり、彼らとにらみ合う。

　その虎とら男おとこ、羅ら羅らは鼻はな先さきで笑う……といっても、かつて鼻び骨こつを緑雨に砕くだかれたために、ピュルピュルと変な音がする。

「あいかわらず妙みような連中ひきつれてるな」

「妙なのはあんたたちでしょ。遊んでる暇ひまなんてないから、そこ、どいて」

「なんだと？　ブサイクムネタラズ女！」

「なに？　この究きゆう極きよく的てき醜ぶ男おとこ！　そして絶ぜつ望ぼう的てき小こ男おとこ！　さらに破は滅めつ的てき短たん足そく！」

「うるさいぞ！　この……ええっと」

「やめるのだ、羅羅」

　息巻く羅羅を制した彼は長ちよう袍ほうをひるがえし、深ふか々ぶかと一礼した。

「お美しいお嬢じようさま。まさか、こんな場所でお逢あいできるとは夢にも思ってはおりませんでした。まさに幸福至し極ごくにございます」

　彼がにっこりとほほ笑えむと、背後にぱっと華はなやかな花が咲さきほこる。

「げ……」

「……なんなんだよ、こいつら」

　緑雨たちは後ずさりする。自分に陶とう酔すいしているのか、狐男は恍こう惚こつとし、

「やはり、あなたと私がめぐり逢うのは天命というべきなのでしょう。お嬢さま、ぜひ私の妻となってくださいませ。……これ羅羅、おまえも頼たのまぬか」

「え、おれもですか？」

　狐きつね男おとこの背後で、満まん開かいの花の枝えだをふりかざしていた羅羅が嫌いや々いやそうに聞き返す。

「そうだ。この方は、いずれはおまえの姉さんになるのだ」

「ええ？　こいつが……」

　だが義ぎ兄けいである狐男の命令は無視できないようで、羅羅はため息をついたあと、観かん念ねんした様子で怒ど鳴なった。

「おい、おまえ。さっさと兄者の嫁よめっこになっちまえ。いさぎよく抱だかれろってんだ。そして子こ宝だからにめぐまれろ！」

「あのね……」

　陰いん陽よう路ろが閉しまるまで時間がないというのに、こんなどアホウ兄弟を相手にしている暇はない。緑雨は拳こぶしをにぎりしめた。

「これからあたしたちは、すっごく遠いところに行かなきゃなんないの。あんたたちと会うことは、二度と！　ないから」

「あなたと私はいまや夫ふう婦ふ。契ちぎりを結むすんだからには、あなたの行くところはどこへでもお供ともいたしましょう」

「お、おいらも行くぞ！」

「来なくていい！　それに勝かつ手てに夫婦にしないでよね」

　どうにもらちがあかない。

　この兄弟はどこまでもまとわりついてきそうだ。追い払はらうには一戦交まじえるしかなさそうだが、下にいる兵士たちに騒さわぎを聞きつけられてもまずい……。

「ん！」

「お、どうしたよ」

「ふふふ。いいこと思いついちゃった」

　緑雨の考えることなどたかが知れている。うさんくさげにそれが何か聞き返してくる虹に、緑雨はささやいた。

「合あい図ずしたら、あたしを下に運んで」

「下って？」

「あの兵士たちの前」

「どういうことだよ」

　虹の疑ぎ問もんには答えず、緑雨は狐きつね男おとこに笑えみをなげかけた。ぎこちなくだが身体からだをくねらせ、大人の女っぽく誘ゆう惑わくするような口ぶりで、

「しかたないわね。じゃあ、あたしについてきてくれない？　そうしたら、お嫁よめさんになってあげてもいいわん」

「なんだそりゃ」

　虹は気持ち悪そうに頰ほおを引きつらせるが、狐男には効こう果か満まん点てんだったようだ。

「ほ、ほんとうでございますか！　どこまでもついていきますとも」

「今よ、虹！」

　歓かん喜きにうちふるえる狐男を完全に無む視しして、虹に合図を送る。虹は飛ひ翔しようし、緑雨の肩かたをつかんだ。

「飛鼠、ついてきて」

「え？　あ？　うん」

　崖がけから身を投とうじた三人は、ゆるやかに下か降こうしながら谷たに底ぞこへ降り立つ。そして緑雨は兵士たちの列れつに駆かけ込こんだ。

「何者だ！　ここから先は進んではならぬ！」

　いきなりの闖ちん入にゆう者しやに兵士は驚おどろいた様よう子すだったが、真ま面じ目めに職しよく務むをはたそうとする。緑雨はわざとらしく息をきらして、懇こん願がんするように告つげた。

「あ、あ、あたしは崑崙の女じよ仙せんです！　妙みような連中に追われてるんです。助けてください！」

「妙な連中？」

「あいつらよ」

　と、緑雨は崖上のふたつの影かげを指さした。

「あいつら、叛はん軍ぐんの残ざん党とうなんです。陰いん陽よう路ろがどうのこうの言っているのを聞いてしまい、追われてるんです！」

「なんだと！」

　兵士たちの顔色が一いつ変ぺんした。部隊長……馬うま面づらだが、とりあえず人間……が配下に怒ど鳴なった。

「決してこの陰陽路を奪うばわれるな！」

「おう！」

　戦せん意いのこもった威い勢せいのよい歓かん呼こが鳴り響ひびく。

　その間にも、身軽にひるがえりながら狐きつね男おとこと羅羅も崖を駆け降りてきた。彼らを兵士たちがさっと取り囲む。

「……おめえにしては考えたな。気持ち悪い演えん技ぎはともかく」

　虹がめずらしく感心している。兵士たちに狐男を退たい治じさせている間に、混こん乱らんの隙すきをついて陰陽路に駆け込む。一いつ石せき二に鳥ちようの妙みよう案あんだ。

「……で、陰陽路ってどこにあるんです？」

　飛鼠の問いにも緑雨は自じ信しんあり気げに、

「それはね」

　と、辺あたりを見回す……が、荒こう涼りようとした風景が展開しているだけで、そこには何もない。

　扉とびらも、門も、路みちも……。

　虹がいぶかしげに訊きく。

「……聞きわすれてたけど、陰陽路って、どんな路なんだ？」

「あたしが知ってるわけないでしょ！」

「……やっぱりだめだ……こいつ」

「どこかにきっとあるはず。探さがして！」

　しかたなく、彼女たちは分ぶん担たんして陰陽路を探しはじめた。

　一方で、狐男と羅羅をかこむ鉄てつ環かんは狭せばまっている。

「何事ですかな？」

　百人……多数の兵士たちを前にしても、狐男の涼すずしげな顔は変わらない。緑雨が結けつ婚こんの申し出を受け入れてくれたと思い込み、浮うき足あし立っているのだ。当然、彼らなど眼がん中ちゆうにない。

　数の力を背に受けて、馬男が居い丈たけ高だかに怒ど鳴なる。

「きさまら、羿げいの配下だな！」

　そう問われて黙だまっていられないのは羅羅。彼は大おお仰ぎようなそぶりで進み出て、名乗った。

「そうだ。聞いておもらしするなよ！　おいらこそ、炎帝軍にその人ありと賛たたえられる、あの青せい面めん跳ちよう虎ことしてものすごく名高い、そしておいらの田舎いなかじゃ知らない者はいない、羅羅さまだ！」

「知るか、痴しれ者ものめ！」

　一言で否ひ定ていされたうえ侮ぶ辱じよくまでされて、羅羅は青い顔を赤黒く染そめていた。地じ団だん駄だ踏ふみ、棍こん棒ぼうをめちゃくちゃに振ふり回す。

「羅羅、それぐらいで怒おこるものではない。短たん気きなところがおまえの欠けつ点てんなのだ。だからご婦人からの受けが悪いのだ」

「へ、へえ、すんません」

　おだやかに諭さとされて、羅羅は恥はじ入いって退しりぞいた。

「どなたか存ぞんじませんが、私はそこにいる愛あい妻さいに用があるだけなのでございます。通していただけませぬか？」

　意表をついた丁てい重ちような申し出だ。兵士たちは怪け訝げんそうに顔を見合わせた。

「愛妻だと？」

　そして、みなが緑雨を見つめる。その時緑雨は、おしりをつき出して草むらの中をまさぐっていた。冷たい視線を感じ、あわてて言い訳する。

「そ、そいつは噓うそを言ってるの！　そいつ、あたしを身ぐるみ剝はいで食べようとしてるんです！」

　顔を覆おおい嗚お咽えつする……ふりをしてみる。

　最初の話と変わってしまっているが、そのことに気づく者はいなかった。はかなげに怯おびえる少女と、正体不明の怪あやしげな男。どちらを信用するか、明めい白はくだ。

「どのみち、ここを通すわけにはいかぬ！」

「ならば仕方ありませぬ。実じつ力りよく行こう使しとまいりましょうか」

　狐きつね男おとこはどこからか孔く雀じやく羽ばねの払子ほつすをとり出した。羅羅も棍棒を縦たてに構える。

「捕とらえろ！」

　馬男の命令に応じて、数十の兵士が砂さ塵じんをまきあげ殺さつ到とうする。

　狐男は薄うすく笑い、かるく払子をあおいだ。風が巻き起こったかと思うと、払子の先から、孔雀羽が数条の槍やりとなって飛び出した。

　悲ひ鳴めいが連れん鎖さする。

　孔雀羽の槍は、兵士たちの身体からだを分ぶ厚あつい鎧よろいの上からでも簡かん単たんに刺さし貫つらぬいていた。その羽は伸しん縮しゆく自じ在ざい。刺しては抜ぬけて、また刺す。意い識しきを持った生き物のようにうごめく。

　地面に倒たおれてうめく兵士たちに羅羅は襲おそいかかり、かたっぱしから棍こん棒ぼうでなぐり昏こん倒とうさせてゆく。さすが義兄弟というだけあって、息いきの合った見み事ごとな連れん携けいだ。

「弱よわっ」

　緑雨は兵士たちの醜しゆう態たいにうめくが、実のところ、狐男たちが結けつ構こう強かったのだ。

「見とれてる場合か！　はやく陰いん陽よう路ろ見つけろよ！」

「わかってるわよ！」

　だが草むらにも岩いわ陰かげにも、それらしきものは見当たらない。

「いったいどうなってんのよ！」

　慌あわてふためいている間にも、狐男と羅羅は兵士の大半を打ち倒していた。残りは自分の職しよく務むを放ほう棄きして逃にげ去さってしまったようだ。

「お嬢じようさま……いや、我わが妻よ。お待たせいたしました」

　羅羅を従えた狐男が彼女の前にひざまずいていた。

「さすがです。あの無ぶ頼らい漢かんたちに相手をさせ、私の実力と愛の深さを試ためすとは。……しかし、純じゆん真しんな愛の前には障しよう害がいなどないも同じ」

　寒さむ気けを催もよおすうっとりとした目。

「気持ち悪い、寄ってこないで！」

「ああ、その罵ば倒とうも、私の忍にん耐たい強さ、寛かん容ようさを測はかっておいでなのですねえ！」

　もはや、処しよ置ちなし。

　あまりの気持ち悪さに、緑雨と虹は身体を寄よせ合あっていた。飛鼠はというと緑雨のおしりにしがみついている。

「おい、こいつらなんとかしろよ」

「あんたがなんとかしてよ」

「おれは関係ねえだろ。おめえの旦だん那なだろうがよ！」

「違ちがうって！」

　とはいえ、このまま黙だまっていたのでは何をされるかわからない。陰陽路を探すのにも邪じや魔まだ。

「……結局、あたしがやるしかないのね」

　背の剣けんに腕うでを回し、息を鎮しずめた。雑ざつ念ねんを振ふり払はらって精神を統とう一いつする。仙せん術じゆつ発はつ動どうの準じゆん備びだ。

　なにを勘かん違ちがいしているのか、狐きつね男おとこは裏うら返がえった声で叫さけんでいた。

「そうです！　あなたと私はやるのです……いえ、あなたのような淑しゆく女じゆが、やる……などと下げ賤せんな言こと葉ば遣づかいをしてはいけません。さあ、今宵こよい、添そい寝ねをとげませう！」

「それだけは、勘かん弁べんしてえ！」

　仙せん功こうが霧む散さんした。

　錯さく乱らんしている狐男が、緑雨を抱だきかかえようと歩あゆみ寄る。

　だが。

　ふいにその足が止まった。

　狐男の表情までも変わっていた。うわついた表情から、驚きよう愕がくへ。

「お、おまえは……」

　それは羅羅の声。だが彼は反対におびえていた。緑雨の背後を一心に見つめている。

　背中を押おすような圧あつ迫ぱく感かん。強い気を感じ、緑雨はふり返った。

　そこにいたのは……紫し衫さんの女。

「……九天姉さま」

　怒いかりの混ざった冷たい視線が、彼女を刺さし貫つらぬいていた。直ちよく視しされ、身動きできない。

「きゅ、九天……おまえが九天玄女か！」

「こ、これは！」

　羅羅は恐きよう怖ふにおののいて震ふるえているのだが、狐男は違うようだった。なにか宝たから物ものを発見したような驚おどろきと喜よろこび。

「ま……まさしく傾けい城せいの美び姫き……いや傾けい国こく……いや天すら傾かたむける美女とは、まさしくあなた様さまのことではございませぬか！」

　もはや緑雨には一いち瞥べつもくれない。

　むろん、そのようなおべんちゃらに耳を傾ける九天玄女ではなかった。冷れい厳げんと男たちを無む視しする。

　それでも狐男は服ふく装そうを正し、颯さつ爽そうと会え釈しやくしている。

「あなた様とここで逢あえたのもなにかのご縁えん。いきなりで恐きよう縮しゆくではございますが、ぜひ私と結けつ婚こんしてくださいませ。決して苦く労ろうはかけませぬ。……ああ、申し遅おくれましたが、私の名前は」
















　九天の左ひだり腕うでが鋭くひるがえると突とつ風ぷうが巻き起こった。軽けい薄はくな弁べん舌ぜつを中ちゆう断だんさせられた狐きつね男おとこは羅羅とともに吹ふき飛ばされた。

　そして……。

　突とつ如じよ、羅羅の半身が消しよう失しつした。

「な、なんじゃあ！」

　とっさに短い腕を伸のばして狐男の襟えり首くびをつかむ。だが空間に空あいた穴あなに吸すい込まれるように羅羅の姿は消えた。次いで、引っ張られた狐男も瞬しゆん間かん的てきに引きずり込まれて……消えた。

「女め神がみさま！　ぜひ妻つまに……」

　その声だけが、空むなしく響ひびいた。

　彼らが消えた後に残されたのは、わずかにひずんだ空間……宙に浮ういた縦たての裂さけ目だった。

　それが何か……緑雨は悟さとった。

（陰いん陽よう路ろ！）

　だが、それを目の前にして動くことができなかった。

　虹と飛鼠の身体からだを抱かかえ込んで、陰陽路に飛び込む。ただそれだけのことだ。陰陽路まで、十歩。しかし、一歩も近寄ることはできなかった。

　九天の視線をうけて、身体がからめ捕とられたように硬こう直ちよくした。

　九天が足早に歩み寄ってくる。そして左手が彼女の襟首をつかみあげた。喉のどが絞しまり、息がつまる。

「帰るぞ」

　そう九天は告つげただけだった。

「ぎょ、玉女姉さまを、助けにいかなきゃ……」

　緑雨はかすれ声を押おし出した。玉女を助けたい……その気持ちは九天玄女だって同じはずだ。きっと自分の気持ち、やりたいことを理解してくれるはず。緑雨はそう思っていた。だが……。

「玉女のことは、もう終わったことだ」

（……終わったこと？）

　あまりにも冷れい酷こくな響ひびきのある言葉だった。なぜそうのようなことを九天が口にするのかわからない。

「北斗爺や爺やの下された処置に、逆さからうことはできぬ。逆らうことは許さぬ」

　だが緑雨の中では何も終わっていない。第一、玉女が何をしたというのだろう。陰いん符ふ経きようという宝ほう剣けんを盗ぬすみ出しただけ。それを使って金童が陰陽路を開いたのだが、それが何の害がいを引き起こした？　それで、なぜ重い罰ばつを受けなければならない？

　何も終わってない。玉女を天界に連れ戻もどし、仙せん人にんに戻してもらう。その上で正せい当とうな刑けい罰ばつを受ければいい。たとえば修しゆう文ぶ院いんでの謹きん慎しんとか。

　もし自分の力だけでは無む理りなら、師である九天玄女にも助けてもらおうと考えていた。しかし、彼女の口く調ちようは、まるで玉女を見み放はなしたかのようだ。

　反はん感かんを覚えていた。

　彼女にとっては絶ぜつ対たい的てきな師。畏い怖ふを感じることはあるが、反感をおぼえたのは初めてのことだった。

「……九天姉さまは、玉女姉さまを助けたいと思わないんですか」

　九天の瞳ひとみを見つめ返す。反発するのは勇ゆう気きのいることだった。全身に力を押し出しても、まだ震ふるえがあった。

「助けるも助けないも、人界へ下おりることができないのだから仕方ない」

「でも、そこから人界へ下りられるんじゃないんですか！」

「そこを通ることは許さぬ！」

　緑雨の叫さけび声に応じて、九天の語ご調ちようもいっそう強まった。

「なぜです！」

「そんなに知りたいのであれば崑崙に帰ってから教えてやる。おまえの知りたいことはなんでも！」

　だが、陰いん陽よう路ろ……人界へ下りる唯ゆい一いつの路みちを目の前にして、引き下がることはできなかった。崑崙に帰ってしまえば、この陰陽路は閉とじてしまう。他ほかに人界へ下りる方法、玉女を助け出す方法があるのなら別なのだが。

　緑雨はなおもくいさがった。

「なぜ人界へ下りてはいけないんです！」

「……頑がん固こな奴やつめ」

　首をつかんだ九天の腕うでに力が入る。緑雨は足をふんばり、持ち上げられるのに耐たえた。

「ふたりとも落ち着けよ。なに感かん情じよう的てきになってるんだ？」

　冷れい静せいな声で割わって入いったのは虹だった。彼は九天に尋たずねた。

「どうして人界に下りてはだめなのか。まずそれを教えてくれよ。それと、玉女を助け出す方法が他にあるのか。それを聞いたなら、こいつも少しは冷静になるだろうから。その上で、どうするべきか、こいつに判はん断だんさせたらいいだろ？」

　両者の中間にいるように見えて、なにげなく緑雨の心しん情じようを代だい弁べんしてくれている。

「わかった」

　九天はうなずき、ひと呼こ吸きゆうおいて、ゆっくりと口をひらく。

「それは……陰陽路なのか？」
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　九天玄女はまだ何も話していない。

「それは……陰陽路なのか？」

　別の声が、九天の機き先せんを制した。

　緑雨の声でも、虹でも飛鼠でもない。

　深しん海かいの底そこに沈しずんだ声。

　それを聞いて緑雨が顔を上げるのと同時に、九天は後ろをふり返っていた。

　九天の左腕が緑雨から離はなれた。みずからの意志ではなく、呆ぼう然ぜんと脱だつ力りよくしたかのように。

　そこに悄しよう然ぜんとたちつくすのは、長身で雄ゆう大だいな体たい軀くを持つ偉い丈じよう夫ぶ。

　漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆうを身にまとい、腰こしには刀、背には弓ゆみ。

「……羿げい」

　震ふるえる声が、九天の唇くちびるからもれていた。それで、緑雨もその男の正体を知ることができた。

　炎帝……羿。

　先の大戦で九天を破やぶりながら、みずから退しりぞいた男。天界有ゆう数すうの驍ぎよう将しよう。それが今、ここにいる。

　だがその栄光からは想そう像ぞうもできないほど、彼は憔しよう悴すいしているようにも見えた。髪かみは乱れ、秀しゆう麗れいであったはずの顔も今はやつれ果はてている。とても天上の覇は権けんを狙ねらった男とは思えない。うちひしがれた、ひとりの男。

「陰いん陽よう路ろが開いたのだな」

　その声と表情にどのような気持ちが込められているのか、緑雨には理り解かいしかねた。

　喜よろこんでいるのか。

　悲かなしんでいるのか。

　奮ふるい立っているのか。

　寂じやく々じやくとしているのか。

　九天はわずかに腰をかがめ、左の指先をふるわせて剣けんの柄つかにかけた。

「だとしたところで、おぬしには関係ないことであろう！」

　剣はまだ抜ねかない。鋭するどい怒ど気きを含ふくんだ言葉を剣として斬きりつけるだけだった。

（九天姉さま！）

　緑雨は気づいた。

　先さき程ほどから、九天は左ひだり腕うでしか使っていない。右腕は力なく下がったままなのだ。前回の羿との戦いで負った右みぎ肩かたの傷きずが完かん治ちしていないのだろう。

　もしここで戦いになれば……九天に勝ち目はない。

　どうするべきか、迷まよった。

　今、九天の全ぜん神しん経けいは羿に向けられている。もし陰陽路に飛び込もうとすれば、さえぎられることはない。

　だが、もしここで九天が殺されるようなことがあれば、玉女を助けられなかった時以上の悔かい恨こんが残る。戦いになれば、彼女を助けて羿と斬きり結むすぶ。自分の未み熟じゆくな技わざが通つう用ようするとはとても思えないが、それが弟で子しとしての当然の行こう為いではないか。

　しかし陰陽路も閉まってしまう。玉女を助けに行くことができなくなる。

　行くべきか、留とどまるべきか。

「妹メイ妹メイ……」

　その呼び声に、緑雨は呆ぼう然ぜんとした。それは飛鼠や虹の声ではなかったからだ。

　羿の言葉。

　だが向けられた先は緑雨ではなかった。

「九天妹メイ妹メイ、そこを通してくれ。私を行かせてはくれぬか」

（通す？　陰いん陽よう路ろを？）

　羿もまた……陰陽路を通ろうとしている。

（なんで……）

　緑雨は混こん乱らんしていた。なぜ羿は陰陽路を通って……人界へ下りようとしているのか。

　そもそも、玉皇に対して羿が叛はん乱らんを起こしたのはなぜなのか。

　禁きんじられた人界への降こう下かを望のぞんでのこと……。

　陰陽路が崑崙に隠かくされているのを知らずに、それを求めて天てん宮きゆうに攻せめ入った……。

　それを九天は知っていたのか……。

「ここを通りたいのであれば……ひとつだけ方法はある。私を殺せ……さもなくば」

　九天は息をのみ、一いつ気きに吐はき出した。

「きさまをこの場で殺す！」

　左腕で長ちよう剣けんを抜き放った。それは紫むらさき水すい晶しようの愛剣ではなかったが仙せん功こうを帯おびた長剣はどのような宝ほう剣けんにも勝まさる切きれ味あじがある。白びやつ虹こうをほとばしらせる剣の圧あつ力りよくに、緑雨は呼こ吸きゆうできない。

　羿の瞳ひとみにはいっそうの憂ゆう慮りよと悲ひ哀あいがただよっていた。

　静かに背の弓を取る。

　だがそれを、足元に投げ捨てた。

　次ついで、腰よう間かんの刀を左ひだり腕うでで抜き、一いつ瞬しゆんのうちに振ふるう。

　流りゆう麗れい……。

　緑雨などにはとても視し野やで捕とらえられない刀さばき。

「あ！」

　直後、そこにいた者……羿以外の四人から悲鳴があがった。

　地面に腕うでが転がっていた。

　右腕を失い、多た量りようの血をしたたらせているのは……ほかならぬ羿本人だった。何の躊ちゆう躇ちよもなく、彼はみずからの右腕を斬きり落としていたのだ。

「なにを……」

　九天は青ざめ、絶ぜつ句くしていた。だが羿の顔色に変化はない。

「……利きき腕を斬り落とした。もう弓は使えぬ。この弓を使えないのであれば、私は死んだも同じ。……これで許してはもらえぬか」

「……できぬ。それはできぬのだ」

　奥おく歯ばをかみしめるように、九天は頑かたくなにつぶやいていた。

　羿はうつむき、血の乾かわいていない刀を地面に突つき刺さした。

　その刃に、左手を当てる……。

　両腕とも斬り落とそうというのか。

「……もう……やめて」

　消え入りそうな声。それは普ふ段だんの口く調ちようからはかけ離はなれていたが、まぎれもなく九天の言葉だった。

「……あなたが……両腕を斬り落とそうと両りよう脚あしを斬り落とそうと……ここを通すことはできない。……あの人に会わせるわけには……」

　後半の言葉はかすれていて、ほとんど聞き取れなかった。

　だが、九天がここまで陰いん陽よう路ろを通すことを拒こばむのは、単に天界の秩ちつ序じよを守るためだけではないような気がしていた。もっと別の理由……。

　おそらく羿の理由……みずからの腕うでを斬り落としてまで人界に行かなければならない理由と正反対の理由で。

　羿にしても、もし戦えば、手負いの九天を倒たおして悠ゆう々ゆうと陰陽路を通ることができるだろう。なのになぜ両腕とも斬り落とそうとしなければならないのか。九天に刃やいばを向けないのか。

「おい何してるんだよ」

　虹が緑雨の腕をかんだ。

「陰陽路、さっきよりも小さくなってるぞ。もうすぐ閉とじそうだ」

「うん……」

　陰陽路はすでに臂ひじの長さまで短みじかくなっていた。閉じているのだ。完全に閉ざされるまで、あとわずか。

　あせって、虹にたずねていた。

「どうしたらいいのよ」

「人の意見なんて聞くな。人に左さ右ゆうされるな。おめえが自分で判はん断だんしろ。おれたちは、どっちでも文句はいわねえ。自分が納なつ得とくする判断を下くだせ」

　思えばこれまでに、これほど重要な分ぶん岐き点てんに立たされたことはなかった。おそらく人生を大きく左右する選せん択たく。天界に残るか。人界に下りるか。それが判断ひとつにかかっている。自分だけでない。虹の、飛鼠の、そして九天と玉女の人生……。

　虹の言っていることは正しいのだろう。これからの進しん路ろを決める決断を人ひと任まかせにすることはできない。どちらを選んでも、ひどく後こう悔かいすることになる。

　ただひとつだけ、自じ問もんしていた。

　天界に居い残のこれば、今までと変わらない平へい穏おんな暮くらしを続けることになるだろう。西王母や九天の庇ひ護ごのもとで。玉女のいない崑崙で。弱さと、巨きよ大だいな空くう虚きよをかかえた身体からだで。それが幸こう福ふくなことなのだろうか。

　もし、人界に行けば、大きな代だい償しようを払はらわされることになるかもしれない。みずからを傷つけてまで陰いん陽よう路ろを通ろうとしている羿のように。金童に殉じゆんじた玉女のように。それだけの覚かく悟ごが必要だ。もし運良く天界に戻もどってこれたとしても、これから犯おかそうとする大たい罪ざいが許されるとは思えない。最悪、人界への降下という禁きん忌きを破やぶった咎とがで、彼女自身が処しよ刑けいされるかもしれない。

　ひとつだけの問い……その覚悟はあるか？

　羿のように。玉女のように。

　答えはひとつ。

（後悔したくない！　親友のためなら傷ついてもかまわない！）

「行くわよ！」

「よし！」

「うん！」

　緑雨の決断に、虹と飛鼠も応こたえた。振ふり向き、陰陽路へ飛び込もうとする。だが、すぐに九天の声が彼女の足をとめた。

「緑雨、待て、行ってはならぬ！」

　それは叱しつ咤たでも命令でもなかった。悲ひ痛つうな叫さけび声。

　それが身体を押おし止とどめた。

「緑雨……頼たのむから行かないでくれ……その陰陽路はまもなく閉じる。陰いん符ふ経きようが失われた今、ふたたび陰陽路を開けることは不可能なのだ。一度人界へ下りてしまったら、二度と天界へ戻ってくることはできない。玉女のことは……あきらめてくれ」

「……うそ」

　だとしたら、人界で玉女を見つけ出したとしても、馬から人間に戻すことも、天界に連れ戻すこともできない……。

「……その子、緑雨というのか」

　唐とう突とつに、羿が緑雨に視線を向けてきた。その声が熱ねつ病びようにかかったようにうわずっていた。

「……あいつの気に似にている……あいつの」

「緑雨はわたしの弟で子し！　あの人とは関係ない！」

　緑雨に引きつけられるかのように、羿が歩み寄ってきた。寸すん前ぜん、両者の間に九天が割って入った。

　押し止めようとした長ちよう剣けん……それに重い手ごたえが伝つたわり、九天は瞳ひとみと口を大きく開いていた。

　剣身から柄つか、そして左ひだり腕うでに伝わる紅あかい帯おび。

　長剣が羿の腹を貫つらぬいていた。

「あ……ああ」

　うめいていたのは、九天。

　剣から手を離はなし、血ちに塗ぬられた指先で口を覆おおっていた。頰ほおに紅あかい染しみが塗ぬりたくられる。自分が吐と血けつしたかのように。

　羿は腹を刺さされたまま、片ひざをついた。筋肉の鎧よろいが震ふるえ、肩かたを揺ゆらしていた。

　そうしている間にも、陰いん陽よう路ろはてのひら大にまで収しゆう縮しゆくしていた。時間切れが迫せまっている。

　だが、重傷を負ったであろう羿をそのままにしてはおけなかった。

　羿が悪人ではないことはわかっていた。

（ここで死ぬべき人じゃない……）

　できることなら、彼も人界に下ろしてあげたかった。

　一歩、羿のほうへと歩んだ。

　だが……。

　羿は人ひと影かげに抱だかれていた。

　九天は彼を胸に抱きしめ、丸めた背中を波打たせていた。

　低く聞こえてくる声は、傷しよう悲ひと慚ざん愧きの慟どう哭こく。

（……九天姉さまが……泣ないている）

　声をかけることなどできなかった。ただ、彼女の背中に深く一礼していた。

　今まで育ててくれたことへの感かん謝しやをこめて。

　身体からだをひるがえし、二匹ひきの神しん獣じゆうを見つめた。彼らも無む言ごんだったが、力強くうなずいてくれる。

　もう、九天は彼女たちを止めようとしなかった。ただ嗚お咽えつしつづける。いつまでも。

　神獣を抱いて、緑雨は陰陽路へと飛び込んだ。身体が強い吸きゆう引いん力りよくによって吸い込まれ、その姿が消えた直後、その場所には何も存在しない。

　天界と人界を結ぶ唯ゆい一いつの路みちの、宇う……空間と、宙ちゆう……時間は永遠に切り離はなされた。

　陰陽路は閉とざされた。
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　落下しているのか、それとも上じよう昇しようしているのか分からなかった。

　飛ひ翔しようしているとも浮ふ遊ゆうしているとも言い切れなかった。そのすべての感覚とも違ちがう、自分の存在自体があやふやになる感覚に支配された。

　おびただしい光の帯が周囲でうねり、極ごく彩さい色しきの閃せん光こうが身体にまとわりついてくる。

　何の音もなく、何の感覚も受けない静せい寂じやくの世界。

　その空間が狭せまいのか、広いのか、深いのか、浅いのか。それすら分からない。身体中の伝でん達たつ機き能のうが麻ま痺ひし、意い識しきが混こん乱らんする。陶とう酔すい感かん、嘔おう吐と感かん、頭ず痛つう、目まい、耳みみ鳴なり、喉のどの渇かわき、灼しやく熱ねつ、酷こつ寒かん、蟻ぎ走そう感かん、くすぐったさ。それらが波をうつように、交こう互ごに襲おそってくる。

　閃せん光こうの先には白い靄もやがかかり、その向こうにおぼろげな景け色しきがみえる。

　果はてのない大たい海かい。

　荒あれ果はてた沙さ漠ばく。

　尽つきることなく流れる大たい河が。

　垂すい直ちよくに切り立った山さん嶺れい。

　人々でにぎわう城じよう市し。

　戦せん火かで破は壊かいつくされた廃はい虚きよ。

　生まれてくる赤あかん坊ぼう。

　死にゆく老ろう人じん。

　勝利の歓かん呼こをあげる人。

　殺ころされる人。

　壁かべにはり付けられた絵えのようだが、それぞれに奥おく行ゆきがあり、人々がうごめいている。生活の匂においすら届いてきそうだった。

　景け色しきは上方に、あるいは下方に、前方に、後方に、接せつ近きんしたかと思えば、すぐに遠ざかる。

「こわいよ妹メイ妹メイ！」

　緑雨は泣き叫さけぶ飛ひ鼠そをしっかりと抱だきかかえていた。背中には虹がしっかりとしがみついている。不ふ敵てきな彼すら何もしゃべらない。周囲の光こう景けいに圧あつ倒とうされているのだろう。

「……虹、飛鼠、絶対にあたしから離はなれないで」

　離れてしまえば二度と会えなくなる……そんな気がしていた。

　彼女はおびえなかった。
















　以前……といっても数日前の彼女なら、あまりの恐きよう怖ふに絶ぜつ叫きようしていたかもしれない。

　今は、口を固く結び、真まっ直すぐ前を見み据すえていた。

　ふいに、九天玄女の言葉を思い出していた。

　……一度人界へ下りてしまったら、二度と天界へ戻もどってくることはできない。

　彼女を引き止めるためにとっさに出た噓うそ……だとは思えないし、みじんも思わなかった。おそらく二度と天界へ、崑崙へと戻ることはできないのだろう。師九天玄女と再会することはないのだ。

　泣きたいほど寂さびしかったが後こう悔かいはしていない。

　だが、最後に別れを告げられなかったのが心残りだった。

　九天は羿の身体からだを抱いて、泣いていた……。

（……九天姉さまは、あの人のこと、好きだったのかな）

　情じよう愛あいのことはよく分からない。崑崙では外部と遮しや断だんされた生活を送っていたために異い性せいと出会うことなどほとんどなかった。だが、玉女と九天。ふたりの女性の内面にふれ、おぼろげながら理解できるような気がした。それは胸を針はりでつつくような痛いたみを伴ともなっていたが。

「……おい、緑雨。あれ見てみろよ」

「え？」

　虹があごをつき出したはるか先に、米こめ粒つぶほどの影かげが見えた。

「ぎゃああ、たすけて、おがあぢゃあん！」

「九天玄女さまあ！　どこにいらっしゃるのですかあ！」

　狐きつね男おとこと羅羅が抱だき合ってわめき散ちらしているが、妙みように声だけははっきりと聞こえる。

「な、なんであいつらまでいるのよ」

「知るか。そういや、どこまでもついて行くとか言ってたし。おめえが結けつ婚こん承しよう諾だくしたからじゃねえのか？」

「してない」

　と光こう速そく的てき即そく答とう。

　この先、人界であのふたりと会わないことを祈いのるばかりだ。

　次し第だいに靄もやが晴はれ、閃せん光こうの嵐あらしがおさまってくる。

「虹、飛鼠」

　緑雨はほほ笑えんだ。彼らへの、数え切れない感謝とともに。

「ついて来てくれて、ありがとう。これからも、いつまでも一いつ緒しよだからね」

「うん」

「ふん」

　飛鼠は感かん激げきした様子でうなずき、虹は興きよう味みなさげに鼻を鳴らした。

「さあ、もうすぐ。人界はすぐそこよ！……多分だけど」

　いつの間にか、あたたかい光の渦うずが彼女の身体からだをくるんでいた。

　眼めの奥おくにまで、光が差し込んでくる。

　希き望ぼうへの灯ともし火びだと思いたかった。

　この先は未来へと続いている。

　そして光の海へと彼女は飛び込んだ。








（了）









　　　あとがき







　発見。

　たんすの奥おくから隠かくし財ざい産さん……いや、何やらうす汚よごれた紙かみの束たば。

　どうやら、高校生の時に書いた文章のよう。すっかり忘れていましたが、小説（みたいなもの）の殴なぐり書がきらしい。

　なつかしい、と印いん刷さつの消えかけた原げん稿こうをめくってみる。神しん聖せいローマ帝てい国こく架か空くう歴れき史し登とう場じよう人じん物ぶつ皆みな殺ごろしアクション（なんじゃそりゃ）で、ドイツ風大たい国こくとオランダ風小国の攻こう防ぼう……という設せつ定てい。

　で、一枚目。

『「うおおおおおおおおお！」』

　爆ばく死し。

　書き出しからこれかい！

　しばし自じ己こ嫌けん悪お。

　気を取り直して読んでみる。ときおり、発ほつ作さ的てきに舌したをかみ切りそうになるも読み終え（といっても十枚で終わってたりする）、はたと気づく。

　文章が上じよう達たつしてねえ！




（作者錯さく乱らん中ちゆうのため、しばらくおまちください）




　う～む。どこで間ま違ちがってプロになってしまったのだろう。そういえば高校のときの国語の成せい績せきってさっぱりだったよな。漢かん文ぶんや古こ文ぶんは平均点以下だったような。作文も苦手……。読書感想文などはあらすじを二枚書いて、最後に『おもしろかった、感かん動どうした』で終わり。小説もどきも何となく書いてただけで本業にしようとは思ってなかった。

　で、今はまがりなりにもプロ。

　運うん動どう音おん痴ちがプロ野球の入団テストに合ごう格かくするようなもんだな。ある意味、奇き跡せき。

　ちなみに他ほかの教科の成績はというと。

　英語……つねに赤点。

　数学……いつも赤点。

　生物……たまに５点とか。

　スポーツ……体力まるでなし。

　顔（？）……よどみ系。

　わはは。




（作者失しつ踪そう中のため、しばらくおまちください）




　まるっきりダメ人間じゃん。

　いや、まあ。学校の成せい績せきが悪くても何とかなる……といういい（悪あしき？）見本ってところでしょうか。

　とはいえ、いかんね。




　余よ談だんは置いといて、虹こう竜りゆう娘じよう子しについて少しばかり。

　第一巻の天てん界かい篇へんは作品全体のプロローグにあたります。自分のすすむべき道はどこにあるのか。どこに続いているのか。葛かつ藤とうしながらも模も索さくする主人公たちを表現できたか、つたない文章力なので心配ではありますが。二巻以降は人界（つまり、僕ぼくたちの世界ですな）に降おりた主人公が歴史のうねりの中に巻き込まれていく、といった展開になる予定です。舞ぶ台たいとなるのは神聖ローマ帝国……いや、アステカ帝国だったかな？

　……って、その前に二巻目でるんか？




　なにせ執しつ筆ぴつスピードが遅おそいのです。夏休みの宿題は冬休みまで先のばしにするのです。三か月後に会いましょう……などとはとても言えない。それまで騎き崎ざきサブゼロさんのイラストを味わいつつお待ちください。もしかしたら二巻目は騎崎さんのイラストが二百ページ。私の文章が五十ページになってるかもしれません。そのほうが売れそうだ。担当さん、いかがです？




（作者、担当氏の蹴けりをくらって失しつ神しん中。次巻までおまちください）





松下　寿治




二〇〇三年五月八日






（最後に。将来のこと健けん康こうのこと、いろいろ心配してくれた祖そ母ぼに感かん謝しや）










虹こう竜りゆう娘じよう子し




月つき亮あかりの天てん使し







松まつ下した寿じゆ治じ
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